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「ひゅう♪　本当にあれだけ集めたって訳？」

　林りん檎ごを片手に平原を見下ろし、赤毛の少女が口笛を吹ふいた。

「ざっと三〇〇〇ってところかしらね？」

　傍かたわらに立つ女が、長い黒くろ髪かみをかき上げながら微び笑しようで答える。

「観測情報。正確には王国連合の兵員は人間三〇二四人。軍馬二八頭。後方に魔ま族ぞく一四体を確かく認にん」

　冷れい淡たんな口調で付け加えたのは、銀ぎん髪ぱつの娘むすめだ。

「あたしたち相手に、ようやく本気になったって訳ね」

　赤毛は林檎をシャリっと噛かみ、溢あふれた果か汁じゆうで濡ぬれた口くち唇びるを指先で拭ぬぐった。

　彼かの女じよが腰こし掛かけているのは、自由交易都市ゼルイカを囲む防ぼう壁へきの上だ。高さは四、五階建てほどもある石造りだが、上で人がすれ違ちがうほどの厚みはない。危険な高所で強い風も吹いているのに緊きん張ちようした様子もなく、短いスカートから伸のびた脚あしを所在なくぶらぶらと揺ゆらしていた。

　まだ十代半ばの若さ。手足は肘ひじや膝ひざできゅっと引ひき締しまっている。しなやかな筋肉を適量の脂し肪ぼうで包つつんだ、健康美という言葉が実体化したような姿態だ。

　繊せん細さいで緻ち密みつであるが故ゆえに同時に脆もろい、人工的な芸術品や工芸品とは異なる。

　走り、跳とび、戦い、倒たおす――目的に特化し、純化しながらも、完成という名の静止に至る事なく変化と躍やく動どうを続ける、肉にく食しよく獣じゆうにも似た危険な美しさ。

　彼女の眼前では厚い雲の下、槍やり隊を中心に、騎き士しや弓兵、更さらには破城鎚ついまで揃そろえた大軍勢が陣じんを布しいている。陸上部隊だけで、ゼルイカ港を封ふう鎖さする軍船がいないのがむしろ不思議なほどだ。

　対する少女は、剣けん一本帯びていない。平服で、目立つものと言えば首を飾かざるチョーカーの赤い宝石だけ。その輝かがやきさえ、風に踊おどる豊かな髪かみが持つ炎ほのおが凝こったような鮮あざやかさの前には色を失うが。

　圧あつ倒とう的てきな敵を前に、瞳ひとみを彩いろどるのは恐きよう怖ふや不安ではない。好こう奇きと、それ以上の闘とう志しだ。

「油断は禁物だわ。こちらを侮あなどらずに数を揃えたのは、敵将が暗あん愚ぐではない証しよう拠こよ。整然とした陣じん形けいからすると、士気や練度も高いようだし」

　指し摘てきした黒髪は、狭せまい壁かべの上に真まっ直すぐ立っていた。すらりとした体つき。怜れい悧りな知性と強きよう靱じんな野性が同居する顔立ちは端たん整せいで大人びているが、二〇歳はたちまでにはまだ二、三年はあるだろう。

　赤毛と違い、彼女は完全な丸まる腰ごしではない。素す肌はだを広く曝さらした独特の装束で、ベルトの左右には特異な形状の短たん剣けんを二本吊つるしている。しかし、眼前の大軍相手にはあまりに心こころ許もとない武装だ。細い刃やいばに女の筋力では兵士たちを守る盾たてや鎧よろいを貫つらぬくのは不可能に思える。

　しかし彼女にも恐怖はない。冷静に敵を評価しつつも、口元に浮うかんでいるのは静かで穏おだやかな笑えみだ。まるで稚ち拙せつな児じ戯ぎを眺ながめる成熟した大人のような。

「補足情報。敵の騎き馬ば隊たいは通常の騎兵槍ランスではなく、柄の長い馬上用メイスを装備。同様に歩兵遊ゆう撃げき部隊の武装も通例とは異なっています」

　淡たん々たんとした声で告げるのは、更に若い娘だった。銀色の髪を肩かたまでの長さで真っ直ぐに切りそろえた幼い顔立ち。見た目から判断できる年ねん齢れいは一〇をいくつも越こえていない。

　口調ばかりか、身なりも一層異様だ。華きや奢しやな身体を包むのは、戦場には似あわぬ愛くるしいドレス。抱かかえているのは武器どころか、大きな熊くまの縫ぬいぐるみだ。それも頭とう髪はつや衣服同様、鏡にも似た艶つややかな銀色をしている。

　この童女だけは笑っていない。それどころか、どんな表情も浮かべてはいない。

　蒼そう氷ひよう色しよくの瞳は、帳ちよう簿ぼを精査するのにも似た無感動さで敵の布ふ陣じんを見つめているだけだ。三〇〇〇を超える部隊、遙はるか後方で黒い塊かたまりにしか見えない兵士のひとりひとりまで視し認にんし、即そく座ざに数え上げるという、常人にはあり得ない精密さで。

「さて、戦力比はざっと四対三〇〇〇だが、どう戦う？」

　最後のひとり――唯ゆい一いつの男性が訪ねる。

　彼かれもまだ少年と呼ぶべき年とし頃ごろだ。

　ややくすんだ色合いの金きん髪ぱつ。知的で整った顔立ちだが、左目の上を一直線に眉まゆから頬ほおまで走る傷が凄すご味みを加えている。

　壁に腰掛けて片かた膝ひざを立てているのは、肩に羽は織った仰ぎよう々ぎようしいマントが風に煽あおられる中で安定を保つためだ。軽装だが白を基調にした典てん雅がな鎧と腰こしに長ちよう剣けん。そして手には指揮杖じよう。貴族的な風ふう貌ぼうとも相まって、むしろ眼下の大軍を統とう率そつする方が似合いそうな装いだ。

「戦術提案。自軍には損害がないのを前提として各個撃げき破はを三〇三八回繰くり返かえせば、敵軍は消しよう滅めつします」

　銀髪の娘が淡々と答える。

　自己の損害を無視――幼よう稚ちで虫の良すぎる夢想である。彼ひ我がの戦力差は圧倒的と呼ぶ事さえ馬ば鹿か馬ば鹿かしいものだ。常識で考えれば、大した武器さえ持たぬ四人の少年少女では三〇〇〇は疎おろか一〇人の兵士にさえ対たい抗こうし得ない。内側に逃にげたところで市壁は厚くない。破城槌ついを用いて敵兵の波は市内になだれ込むだろう。

　しかし幼い娘の言葉に呆あきれ、訂てい正せいする者は誰だれもいない。

「別に問題ないわ。数の差なんてわたしの力で、補うどころか覆くつがえせる」

　次に口を開いたのは黒髪だ。腰の短剣を鞘さやから抜ぬいて口にくわえ、輪になった柄頭に腕うで輪わから伸びた極ごく細ぼその鋼線を結ゆわえ付つける。

　彼女の言葉に、少年はどこか酷こく薄はくな微笑を浮かべたまま壁の内側を振ふり返った。

　ゼルイカ市内に後ご詰づめの兵などいない。市民のほとんどは扉とびらを閉ざし、息を殺して己おのが身に戦せん禍かが及およばぬよう息を殺している。市の要職にある若い女性やその側近が高い塔とうから情勢を見守っているのが数少ない例外だ。増ぞう援えんなど望むべくもない。

「どっちもまだるっこしいよ。あたしが三〇〇〇人ぶっ飛ばせば簡単に片づくもん」

　最後に最も単純で非常識な台詞せりふを言い終えて、赤毛が再び林檎に歯を立てた。かじり取られた部分に、瑞みず々みずしい断面が現れる。

「それはあり得ないでしょ」

　さすがに黒髪が意見する。

「わたしが半分――ううん、貴方あなたよりも沢たく山さん倒たおすもの」

「訂正要求。自軍一体当たりの撃破数スコア期待値は一〇一三個体。ただし各個体の能力差を考こう慮りよせず、数学的な平均値としてです。なお、この予想値に軍馬は含ふくまれません」

　冷たく無味の声に、ほんのひとつまみ不満の香こう料りようが混入する。ひとりの受け持ちは半分ではなく三分の一だと。

「残念だが、その計算は成り立たん。敵軍は既すでに壊かい滅めつしている。この俺おれの手によってな」

　少年の口から出たのは、更にあり得ないような話だった。

「訂正要求。実測数は先さき程ほど報告した通り、三〇三八。敵軍は健在です」

　銀髪が告げる。さっきの計算でも、ひとりの受け持ちは三分の一。少年は戦力として数えられていない。

「我わが主あるじ。貴方はそもそも前線に出ないでしょう？　貴方が敵と触ふれ合あうような事態を防ぐのが、わたしたちの使命。しかももう壊滅しているというのはどういう意味ですか？」

　黒髪も首を傾かしげる。

「あーっ！　もうっ！　細かい話はどうでもいいって！」

　大声と同時に腰を上げたのは、やはり赤毛だ。

「割り当てが三〇〇〇人でも一〇〇〇人でも、要するにあたしたちが力を合わせて、あいつらを全部ぶっ飛ばせばいいだけの話でしょ。こいつが言ってる謎なぞ々なぞみたいなのはどうでもいいって」

　しゃりしゃりと林檎を食べ終え、残った芯しんを放ほうり捨てる。

「単純だな。単純だが、それ故に虚きよ飾しよくのない真実だ」

　優美にして冷たい、鍛きたえられた刀身にも似た曲線を口くち唇びるで描えがいて、少年も立ち上がる。風にはためいたマントに引きずられてバランスを崩くずしそうになった肩を、赤毛の少女が無言で支えた。

「相手が三〇〇〇人だろうと、この戦いは序曲に過ぎん。人間世界全土を統すべる王国連合、そして魔大陸を支配する魔ま皇こう帝てい。いわば世界の全すべてを支配する勢力が俺たち四人の敵なのだからな」

　真しん紅く、漆しつ黒こく、白銀。三人の少女が頷うなずく。

「俺の愛いとしい引き裂さく爪つめ、咬かみちぎる牙きば、打うち砕くだく拳こぶし――お前たちの力を存分に揮ふるえる戦場は用意してやった。後は思うままに破は壊かいしろ。奴やつらの武器を、盾を、鎧を、精神を、条理を、そして奉ほうじる正義を！」

「言われなくたって！」

「望むところです、我が主」

「命令受じゆ諾だく」

　少年が右みぎ腕うでを掲かかげると同時に、三人が市壁から跳ちよう躍やくする。

　途と切ぎれた雲の隙すき間まから差さし掛かかった陽光が真っ直ぐに伸びた。

　あたかも舞ぶ台たい上の主役を照らす脚きやつ光こうのように、あるいは大地を両断する剣のように。







第一章　姫たちは集う







「い、嫌いやですっ！　放してくださいっ！」

　打ち寄せる波の音に、少女の声が混じる。

「そう邪じや険けんにするなよ。何も悪いようにはしねえって」

　下げ卑びた笑いを浮かべて彼女の手首をつかんでいるのは、若い兵士だった。

　革鎧の胸には、七つの星を繋つないだ輪の紋もん章しようが焼き付けられている。王国連合から派は遣けんされた治安兵の証あかしだ。

「来年になりゃあまた税が上がる。そうなったらこのギース島でも人身貢納する事になるかも知れないだろ？」

　兵士の声に栗くり色いろの髪の娘――メグは青ざめ、身体を震ふるわせた。

「けど俺の女になれば、その時の候補からはお前は外せる。犠ぎ牲せいになるのは他の誰かだ。万ばん事じ丸く収まる話じゃねえか」

　ポギっ！

「痛てっ！」

　不意に背後から殴なぐられ、兵士が間の抜けた声を上げる。

　反射的に頭を押おさえたので、少女を拘こう束そくしている手が解けた。

「メグを放しなさいよっ！」

「も、もう放してるだろうが！」

　兵が振り返ると、別の少女が立っていた。

　まるで炎そのものを冠かんむりに戴いただいたかのような鮮やかな赤毛。健康的に引き締まった身体で堂々と胸を張る姿は、まるで無礼者を打ち据すえる女王の如き態度だ。もっとも実際には平へい凡ぼんな農夫の子。身に纏まとっているのは袖そで無なし上着に短めのスカートという、友達のメグと大差ないギース島にありふれた村娘の装いなのだが。

　手にしている長剣も、木を削けずって作った模造品。練習用の木ぼつ剣けんどころか、子供の玩具おもちやに近い代しろ物ものだ。

　彼女と一いつ緒しよに走ってきた白い犬も王者に従う騎士のようにぴったり寄より添そい、一緒になって兵士へ吠ほえかかっている。

「アリン、てめえ！　正規の派遣兵に手ぇ上げてただで済むと思ってんのか？　小こ娘むすめが！」

「メグを虐いじめたら、いつでもあたしが相手になるから！　聞いてたわよ。変な無む理り強じいしてたんでしょ！」

　木剣を両手でしっかり構え、赤毛の少女――アリンが言い返す。

　そのまま浜はまの砂を蹴けって飛びかかり、大上段から何度も何度も剣を振り下おろす。

「わ、わわっ！　や、やめろっ！」

　兵士は両手で顔を庇かばいながら、後ずさる。

　さすがに真しん剣けんを抜く訳にはいかないというのもあるが、アリンの動きが素す早ばやく、躱かわす事もままならないのだ。我が流りゆうだが激しい連撃が訓練を積んだ正規の兵士を押し切きり、尻しり餅もちをつかせる。

　ぐいっ！

　倒れた兵士の襟えり首くびを右手で掴つかみ、そのまま高々と持ち上げる。

「ひぎっ！　は、放せっ！」

　もがく爪つま先さきが、ばたばたと灼やけた砂すな浜はまを掘ほる。

　アリンの体格は人並みの範はん疇ちゆうだ。胸や腰は年相応の丸みを帯びていて、背せ丈たけはメグよりも心持ち低い。とても大の男を片手で吊す力があるようには見えない。

「メグだけじゃないわよ！　派遣兵だからって権力振り回まわして、島のみんなを困らせるようなら許さないから！」

「わ、わかった！　わかったから降ろせ！　降ろしてくださいっ！」

　絞しぼり出だす言葉が命令から懇こん願がんになった。手を離すと、兵士はまたどさりと落ちて砂の上に倒れる。

「ひ、ひぃっ！」

　無様に這はいつくばるような姿勢で逃げていく。

「ちょっとばかり腕うでっ節ぷしが強いからって調子に乗るなよ！　俺の後ろには王国連合がついてるんだからな！」

　充じゆう分ぶんに距きよ離りが開いてから一度振り返って捨すて台詞ぜりふを叫さけび、そのまま一目散に立ち去る。その背中に向けて犬が吠えかかるが、姿はすぐに見えなくなり、残っているのは砂浜に転々と続く足あし跡あとだけだ。

「よーし、シドー。やめ！」

　アリンの命を受け、犬がぴたりと口を閉ざした。

「あ、ありがとう……アリン」

「いいって。この島のみんなを守るのは、あたしの使命だもんね」

　礼を述べるメグに向かって笑い、木剣を頭上に高く掲げる。

「アリンったら相変わらず男の子みたい。明日で一五なんだから、そろそろ女らしくしてもいいのに」

　口元に手を当て、メグが目を細める。

「子供の頃ころからメグはお姫ひめ様さま、あたしが王子様だったよね」

「そろそろ、王子様って感じじゃなくなってるけど」

「ど、どこ見てんのよ！」

　うらやましそうに笑むメグの視線に、アリンは思わず両りよう腕うでで胸むな元もとを覆おおった。

　雰ふん囲い気きを含めた全体的な女らしさという点ではメグが一枚上だが、彼女はほっそりと華奢な体形だ。胸の膨ふくらみはアリンの方が大きい。

「そ、それにさ。あたしだって……いつまでも男の子みたいじゃいけないのはわかってるわよ。素す敵てきな人に出会いたいとも思ってるし」

　幼い頃は自然と役やく柄がらが分かれていたけれど、アリンだって女らしくロマンスにも憧あこがれる。ただ、狭い島では心ときめくような相手がいないだけで。

「アリンの勇ましさは頼たのもしいけど……この島、どうなっちゃうのかなぁ。本当に税金上がっちゃうのかな……」

　呟つぶやきと同時に、メグの顔から笑みが消えた。不安げな視線が、爪先へ落ちる。

　ギース島は七〇戸強、三〇〇人ほどが生活する半農半漁の離り島とうだ。年齢の近い子供が少ないから父ひとり娘ひとりのアリンは、幼い時分ひとつ年上のメグと一緒に遊ぶ事が多かった。今連れている愛犬のシドーも、メグの家で飼っている犬から生まれた仔を一頭分けてもらったものである。

　メグの家は代々村長を務めており、私費で本を買いそろえて島の子供たちに教育を施ほどこしてもいる。同じようにおとぎ話を読んでも、メグが憧れるのはかわいいお姫様が主人公の恋こい物もの語がたり。アリンが好んだのは流る浪ろうの王子が悪漢や怪かい物ぶつをやっつける冒ぼう険けん譚たん。ごっこ遊びの時は、アリンはいつでも男の役。それが高じて、この歳になっても許せない相手には棒きれを振り回して立ち向かうように育ってしまった。

　もちろん平和な島で剣けん術じゆつを学ぶ師などいないから、完全な自己流。腕わん力りよくの方は別に鍛たん錬れんの賜たま物ものという訳ではなく、単に天性の素質だ。一〇を越えて以降、アリンは腕うで相撲ずもうでは大のおとなにも負けた事がない。

　父ひとり娘ひとり、何の立場もないアリンは気楽だが、メグは村長のひとり娘だ。いずれ婿むこを取って島を治める責任を負っている。

「あいつがフカしてるだけだって。人身貢納なんて、そんな事絶対にさせない！」

　びゅんと片手で木剣を振り、アリンは断言した。

　人身貢納とはここ数年――王国連合の成立後に定められた制度だ。本来税は銀貨もしくは農産物などで納めるが、支し払はらえない時には人間を労ろう役えきに差し出して代だい替たいとするのである。労役と言いながら徴ちよう用ようされるのは若い娘ばかりだという噂うわさは、島にも伝わっている。

「昔からギース島は、島民自治が伝統だったんでしょ？　王国連合が出来てから派遣されてきた役人なんて余よ所そ者ものの勝手にはさせないよ。まあ、余所者って言ったら、あたしもそうかも知れないけどさ」

「アリンやジョジフ小父おじさんの事、そんな風に思ってる人なんていないよ」

　父のジョジフは一四年前、生後間もないアリンを連れてギース島に渡わたってきた。妻は娘を産んですぐに他界したという。親類縁えん者じやを頼たよったのでもなく、離島にわざわざ越してきた親子を当初は不ふ審しんな目で見る者もいた。訳ありにしても、よりによってあの当時のギース島を選んだのだから。

　しかし真ま面じ目めに働き、男手ひとつで乳ち飲のみ子ごを懸けん命めいに育てようとするジョジフは次し第だいに受け入れられ、今では彼ら親子を余よ所そ者もの扱あつかいする者はいない。

「アリンが守ってくれるのは嬉うれしいけれど……無む茶ちやはしないでね」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。あたし、強いもん。最近は特に力が有り余ってるっていうか、燻くすぶってるっていうか……」

　右腕をぐるぐる回す。

　子供の頃から力ちから自じ慢まんだったが、最近はどんどん身体の内側で何かが膨れあがり、溢れ出しそうな気がしている。

「アリン……ひょっとして島は退たい屈くつ？　出て行きたいとか思ってる？」

「そんなのじゃないよ。何て言うか……ちょっとした気分の問題？」

「よかったぁ。親友のアリンがいなくなったりしたら、わたし寂さみしくなっちゃう」

　笑え顔がおでメグは両手のひらを合わせる。

「あたしもこの島しか知らないし。余よ所そに行ったって、ちょっと力が強いからって何が出来る訳でもないだろうしさ。旅の女戦士なんてのもかっこよさそうだけど」

　冒険譚には憧れるが、あれは所しよ詮せん本の中のお話。現実にはもう戦争など起きない。傭よう兵へいと言っても、今時は隊商の護衛や街の警護程度が仕事だ。八年前に人魔大戦が終結して以降、世界は安定しているのだから。

　少なくとも表面上は。

「危ないよ、そんなの。わたしは、平和なのがいちばんだと思う。ギース島は無事だったけど、本土の方だと八年前の戦争で人も死んだらしいし……」

「人魔大戦なんて仰々しい呼び名の割には、被ひ害がいは少なかったって話もあるけど」

　実際、戦争はひと月も続かずにあっさり和わ睦ぼくが成立したのだ。

「ね、あっちはあたしたちが引っ越してきた時には、もうあんなだったんだよね？」

　アリンは視線を南の洋上へと向けた。

　メグが口にした「本土」ではなく、正反対の方角だ。遙かな沖おき合あいに薄ぼんやりと霞かすんで見える大地の上に、黒というよりは紫むらさきを煮に詰つめたような濁にごった色合いの雲が漂ただよっている。

　神話の時代より人ならざる数多あまたの魔族が住まう地――魔大陸。

　より厳密に言うのなら、魔族が魔大陸に封ふうじられてから人類の神話とそれに続く歴史が始まったと言われている。

　大船が立ち寄れる良港がないため直接ここから行き来がある訳ではないし、最新の快速帆はん船せんでも幾いく日にちも要する大海に阻はばまれているとはいえ、ギース島は人間の領域で最も魔大陸に近い土地なのだ。

「うん。わたしも、昔の事は覚えていないけど……。父さんたちはそう言ってた」

　メグも恐るおそる海の彼方かなたを見る。

　かつてはかの地の周囲を「灼しやく竜りゆうの結けつ界かい」と呼ばれる光の幕が取り囲み、人と魔族の関かかわりを絶っていたのだという。仄ほの赤あかく輝く結界は、真夜中でも黎れい明めいの空のように見えたとも。

　この島において村も漁港も畑も、全てランデルワース王国本土に向いた東側に作られている。魔大陸を臨のぞむ南岸は、利用価値がない砂浜としてずっと放置されてきた。

　しかし一五年前に結界は消滅した。

　天地開かい闢びやくから不変と思われていた摂せつ理りは、予兆さえなく一変した。突とつ然ぜんの異変に人々は怯おびえ、世の終わりを恐おそれた。だが、危き惧ぐしていた魔族の襲しゆう来らいはなく、人の側から魔大陸に関わろうとする者も現れなかった。

　依い然ぜん、両者の間には何の関係もないままに時は流れた。

　そして結界のない風景に人々が慣れ始めた八年前に、人と魔族との間で「人魔大戦」が勃ぼつ発ぱつし――あっという間に終わったのだ。

　両種族が和解する「大統一」時代が到とう来らいし、人界の各国は合議機関である王国連合を結成した。人魔大戦を引き起こした国、あるいは魔族との和平に反対した国は解体され、その国土は連合の委任領となったのである。

　ギース島が属するブルーデンス朝ランデルワース王国もそんな国のひとつ――じいや、筆頭だ。

　そもそもはランデルワース王が魔大陸を侵しん略りやくすべく軍を送り込んだのが、大戦のきっかけだったと言われている。魔族を治める魔皇帝の側が戦乱を望まず、他の国々との和睦を求めたために戦火は早々に消し止められ、第一級の戦犯であるランデルワース王は処しよ刑けい。国はいくつかの地域に分ぶん割かつされて連合委任領になったのである。

　アリンよりは年長のメグも、結界が存在していた頃の記き憶おくはない。この島は戦争とは無関係だったし、自治の伝統のおかげで王国が委任領に変わっても日々の暮らしに大した変化もなかった。税額が上がり、徴ちよう税ぜい吏りを兼かねた派遣兵がひとり送り込まれたくらいだ。

　そもそも魔族云うん々ぬんと言われたところで、実際には見た事もない。人の行き来の少ないギース島はもちろん、本土でも目にする機会はないと聞いている。

　昔から変わらないと言えば、島の南岸をおとなたちが避さけるのもそうだ。

　接せつ触しよくの機会もなく、実害はなくても恐ろしい――と伝えられていた魔族が住み、禍まが々まがしい雰ふん囲い気き漂ただよう魔大陸が見える場所は忌き避ひしたがる。だからこそアリンやメグのような若い世代にとっては親の目が届きづらい遊び場や散歩の場となっている。

「ま、こんな田舎いなかの島だしね。あたしたちは本物の魔族どころか、この国の王様――じゃないや。委任領県令の顔だって見た事ないもん」

「ふふっ。そうだね」

　魔大陸に近いだけで、経済的にも軍事的にも大した値打ちはない小島だ。島民の多くは大陸本土を踏ふむ事さえなく一生を終える。

「大統一で平和になったって言うけど、あたしは何にも変わったように思えない。むしろあんな役人が来て税の取り立てが厳しくなって迷めい惑わくばっかり」

「わたしもそう思うし、父さんたちも言ってた。ランデルワースの王様が治めていた頃の方がよかったって」

　処刑されたかつての王家を賞賛するのは罪とされているが、派遣兵がいないところでは遠えん慮りよする必要もない。

　メグの父は村長なので、本土の様子も自然に伝わってくる。例えば、さっきの人身貢納に充あてられるのが主に若い娘という話もそうだ。

「でもさ、昔には戻もどらないんだよね」

「そうだね……。神よ、どうか我らに善き変化のあらん事を」

　アリンの呟きに答えるように、メグは両手を組んでおきまりの聖句を唱えた。

　同じ状態が永遠に続く事はなく、時に応じて転変し進化する――それは創造神が人間に授さずけた宿命だ。

「わたし、そろそろ帰るね。父さんたちが心配するといけないし」

「あたしはもうちょっといるよ。元々シドーの散歩の途と中ちゆうだったしね」

　手を振ってメグを見送った後、その手のひらを見下ろす。

　さっき兵士に殴りかかった時、身体の内側から熱が湧わき上あがるのを感じた。使い切れない力がまだ身体の奥おくで渦うず巻まき、行き場を求めて圧力を高めているような感覚がある。

　育つにつれて日々大きくなる、炎の塊に似たもの。

　これは何だろう？

　誰でも持っているけれど、自分のそれは人よりちょっと大きいだけなのか。それともアリンだけが有しているのか。もしもこれが特別な何かなら、権力を笠かさに着た小悪党なんかではなく、もっと大本に存在する皆みなを苦しめる敵にも挑いどめるのだろうか。

　見ただけではわからない。外見では、アリンはメグと大差ない普ふ通つうの少女なのだから。

　バウッ！

　アリンの物思いは、シドーの吠え声ごえで破られた。

　愛犬が吠えかかっている先には、見知らぬ男が立っていた。

　島の人間ではなく、明らかに外の者だ。本土と往来する荷船に同乗してきたのだろうか。いつもなら船が着くのは、もう少し遅おそい時刻のはずだが。

　年齢はアリンより少し上の一〇代の後半。細身の身体を包む軽装の革鎧に剣という装備だけならさっきの派遣兵に似ていない事もないが、実用本位の地味な兵士とは違って純白に染められて金属細工の飾りまで施されている。剣も柄に宝石を埋うめこんだ細剣レイピア。おまけに白いマントまで羽織っているのだ。

　単に知らないというだけでなく、これまで見た事のない「種類」の人間だ。

「何？　その格好？　あなた、王子様？」

　思わず吹き出してしまい、口元を押さえる。

　もちろん本当の王族など見た事はないから、アリンが連想してしまったのはお話の主人公としての「王子様」だ。伝説の秘宝や討うつべき竜を求めて諸国を旅するような――。

「……ふん」

　笑われたのが不ふ愉ゆ快かいなのか。少年の眉間に浅い縦たて皺じわが寄る。

「ごめんね。島じゃ見た事ないけど、本土から来たの？　そういう格好、あっちじゃ流は行やってるとか？」

　武装しているから傭兵だろうか。名声を売り、雇こ用よう主ぬしに注目されるためなら派手な装いも納なつ得とく出来る。それにしてもこんな平和な島にやってくる理由、ましてやアリンに近づく理由など何もないはずだが。

「別に流行りとかそういうのは関係ない」

　眉み間けんの間に人差し指を当てて揉もみほぐし、真顔を整え直す。

　改めて見ると、少年の顔は美しかった。ややくすんだ金髪に青い瞳、滑なめらかに通った鼻筋に華奢な顎あご、白磁の肌。それこそ英えい雄ゆう伝説の主人公のようだ。

　ただし、一点だけ瑕か疵しがあった。文字通りの傷きず跡あとが。

　左の額から眉と目を真っ直ぐに縦断し、頬の半ばまでも届く直線。鋭するどい視線から判断すると、視力に問題はなさそうだ。

「俺が何者なのかは問題ではない。今のところはな。強しいて言うなら、お前に運命を告げに来た使者だ」

　硬こう質しつな美声だ。言こと葉ば遣づかいは大おお仰ぎようで高こう慢まんだが、島の男たちのような訛なまりはない。端整で流りゆう麗れいな発音だった。

「重要なのは俺の素す性じようではなく、アリン――お前が何者かという事」

「あたしが……何者？　何言ってるの？」

　悪いとは思いつつ、また頬が緩ゆるんでしまう。

　芝しば居いがかった口ぶりに、芝居めいた内容。メグが好きだった本の中に「孤こ児じとして貧しくも慎つつましく暮らしていた娘が、実はお姫様で、ある日隣りん国ごくの王子様が迎むかえに現れる」なんてのがあったけれど、まるっきりそういうお話みたいだ。

「あれ？」

　不意に気付いて、笑いが止まる。

　彼はどうしてこちらの名前を知っているのか。

　警けい戒かいして身構えるアリンに、少年が一歩ずつ近づいてくる。

　細身の身体も均整がとれていて、砂地を歩いていても足運びに僅わずかの乱れもない。島育ちの人間にも負けない滑らかな動作だ。距離があるうちはよく見えなかったが、鞘の鯉こい口ぐちの金具に使い込んだ擦こすれがある事に気付く。

　違う――アリンは認にん識しきを改めた。

　武器や鎧の知識はないが、農具でも漁具でも包丁でも同じだ。真っ新さらな飾り物ものと、汚よごれ、欠け、更に修理や整備を重ねて使われる実用品とでは、品物としての本質が異なる。

　彼は自身が帯びた剣と同じ。一見華か麗れいだが、強靱な実戦仕様だ。

「あたしが何者……って、どういう意味？　どうして名前を知ってるの？」

　飼い主の態度に反応し、シドーも喉のどを鳴らして威い嚇かくする。だが、それに怯えた様子も見せず、少年は静かに距離を詰つめてくる。

「お前は疑問を持った事はないのか？　島に渡った理由も、それ以前の事も父であるジョジフは詳くわしく語っていないだろう？　大の男を軽々と片手で持ち上げるその力は？」

「さっきの……見てたの？」

「何かあったのか？　見てはいない。ただ、知っているだけだ。父親には全く似ていない、その赤い髪の事もな」

「え？」

　思わず髪に手をやる。ジョジフの頭髪は栗色で、アリンとは異なっている。島にも何人か赤っぽい髪の毛けの持ち主はいるが、燃えるような鮮やかな色しき彩さいはアリンだけだ。

「こ、この髪は母さんの色を受うけ継ついだって父さんが言ってたもん！　力だって、たまたまちょっと強いだけだし！」

「その母親とやらの話を、ジョジフはどの程度語った？　たまたまと言うが、お前ほどの腕力の持ち主が他にいるか？」

「そ、それは……っ」

　これまで全く不自然に思わなかった訳ではない。妻を失った男が、親類縁者もいない島に渡ってきたのがそもそも奇妙なのだ。

　こんな事まで踏み込んでくるこの男は何者なのか。

　警けい戒かい心しんというより、闘志が頭をもたげてくる。

　剣の一本など怖こわくはない。思わせぶりにしている中身全部、腕ずくでも聞き出してやろうか。

　だが、そう考えた時――。

「おい、いたぞ！」

　別な声が聞こえてきた。

　振り返ると、反対の方向から見知らぬ男が三人近づいて来る。

　意い匠しようは常じよう駐ちゆうの派遣兵と同じだが一段上質の鎧と、幅はば広ひろく長い剣。長閑のどかな島を巡じゆん回かいするのではなく、戦場で戦うような形なりだ。

　しかも、その剣を既に抜きはなって手に構えている。

「何？　あなたの仲間？」

「いや。敵だ。俺と、お前の」

　アリンの問いに、少年は冷たい声で答える。

「どういう事？　あたしの方は、あなたの事何にも知らないのよ！」

「だから『俺たち』の敵とは言わなかった。単に俺の敵であり、同時にお前の敵でもあるというだけの話だ。今のところはな」

「意味わかんないし！　一緒の船に乗ってきたんじゃないの？」

「いつもの荷船で来たのは連中だけだ。俺は奴らの動きを掴んだから、別の船を仕立てて先回りしてきた」

　そんな事を言い合っている間にも、兵士たちはアリンを包囲した。

　剣が、陽光を映して目に痛いほど光っている。

「アリンだな？　一四年前にこの島に渡ってきたジョジフの娘むすめに間ま違ちがいないな？」

　また、自分の名前を知っている来訪者だ。訊たずねた兵士は、胸元の紋章に飾かざり線が加えてある。恐らくは隊長。少年とは違ちがい、確信がない態度だった。

　シドーの吠え声が激しくなる。

　少年への態度は警戒と威嚇だが、兵士たちへは明確な攻こう撃げきの意思を示している。

　興奮する愛犬の背を撫なで、アリンも隊長をにらみ返す。

「だったら何よ？」

「今ここで――死んでもらう」

　包ほう囲い網もうが、狭せばまる。

「そちらの小こ僧ぞうも、可か哀わい想そうだがこの場に居合わせたのを不幸だと思え。人と魔ま族ぞく、全ての平和のためだ」

　隊長が宣言すると、少年は剣けんを――抜きかけた手を止める。

「全ての平和、か。紛まぎれもないひとりの人間である俺を除外しておいて、全てとは都合のいい話だな。下したっ端ぱの雑ぞう兵ひようが」

「世界の平和と秩ちつ序じよのため、少数の犠牲はやむを得ん」

「ならば最初からそう言え。王国連合は邪じや魔ま者ものを排はい除じよする事でしか安全を維い持じできない無能な組織だとな。安易に全てなどと口にするな」

　再度反論する隊長を、少年は鼻で笑う。怒いかりにさえ値しない冷れい笑しよう――雄ゆう弁べんな表情だ。

「ちょ、ちょっと！　何してんのよ？　普通はそういう啖たん呵か切ったら、剣けん抜ぬいて戦わない？」

　予想外の行動に、アリンが思わず叫ぶ。兵士と少年が仲間でないのは事実らしいが、まだ状じよう況きようは不明のままだ。

「俺は戦わん。生あい憎にくとあまり向いていないからな。実際に戦うのはお前の仕事――いや、むしろ宿命というべきだな」

「あなたの敵でもあるんでしょ？　こいつらも殺すって言ってるし！　腰の剣は飾り？　あたし、女の子よ？　武器、これよ？」

　木剣を少年に向けて突き出す。

「言っただろう？　俺はお前に運命を告げに来た使者だ。お前が甘あまんじて死を受け入れるというのであれば、それで終わりだ。己が何者か知りたいのなら、この運命に立ち向かい、打ち勝ってみせろ」

「逃げないのなら好都合だ。隊長、まず標的から始末しましょう。いかれたガキは後回しだ」

　兵士のひとりが砂を擦るような足運びで前進する。

　バウッ！

「駄だ目め！　シドー、逃にげてっ！」

　アリンの制止も聞かず、シドーが牙を剥むいて兵士へ飛びかかる。

「犬が！」

　刃やいばが閃ひらめく。

　血に染まる愛犬を、アリンは見た。

　だが、それは一いつ瞬しゆん脳のう裏りに浮うかんだ幻まぼろしだった。

　飛び出した少年がシドーを抱だき留とめていたのだ。

　素早く砂の上を転がって、距離を開く。身を屈かがめるが躱しきれず、兵士の刃が鎧よろいの肩かた当あてに命中していた。

「な、何やってんのよ！　戦いは苦手って言った癖くせに！」

　今度はアリンが飛び出し、少年とシドーの盾たてになる。位置を入いれ替かえて後退した少年は、そのまま犬を抱きしめたままだ。

「主のために勇ゆう敢かんに戦う者を見殺しにするのは、気分が悪い」

　肩かたの砂を払はらいながら、平然と答える。

「あ、ありがとね」

　背を向けたまま礼を言う。

「妙みような小僧や犬など後回しだ！　まず、確実に標的を仕留めろ！」

　隊長の命令に、シドーを斬きろうとした兵士が再び剣を振ふりかぶる。

「わっ！」

　振り下ろされた剣を、木剣で受けようとする。

　もちろん通用しない。僅かに勢いを殺し、飛とび退のく一いつ瞬しゆんを稼かせいだだけだ。

　三分の一の長さになった木剣を手に後ずさると、尻しりが少年に触れた。

「恐れるな。本当のお前は、あんな剣などには負けない」

「無茶言わないでよ！　斬られたら死ぬって！　あたし、生身の女の子！　鎧も何にも着てないの！」

「安心しろ。お前の犬は、俺が預かっている」

　冷たい声に、シドーの吠え声が混じる。

「あくまで自分じゃ戦わない気？」

「何をやっている！　さっさと殺せ！」

　また隊長が命じる。兵士が飛びかかって来る。

　逃げたくなる反射を、意志の力で押さえ込む。

　こいつらの本命は自分だ。だが、ここで身を躱せば後ろの少年とシドーに刃が当たる。

　そんな事になるなら、自ら立ち向かう！

　思い切って踏み出す。

　だが、肩かた口ぐちに衝しよう撃げきを受ける。

「きゃああっ！」

　痛みと言うよりは熱。

　刃が食い込んだ部分が灼けるように熱い。あまりに深い傷ではそう感じた後、出血のせいで急激な寒さを覚えると話に聞いた事がある。

　だが――。

「……って、あれ？」

　灼しやく熱ねつの感覚だけがあって、一向に激痛も悪お寒かんも襲おそってこない。それどころか熱さえも心ここ地ちよいくらいだ。

「ひあぁっ！」

　アリンに斬りかかった兵士が、驚きよう愕がくと恐きよう慌こうで引きつった声を上げながら飛び退く。

　思わず、感かん触しよくの残る肩に手をやる。

　敵の剣で服には大きな切れ目ができている。だが、流血も痛みもない。目で確かめても、肌はだには一いつ切さい傷が刻まれていなかった。ただ、燃え上がるような熱だけがある。己おのれの肉体が鋼の刃を阻んだとしか思えなかった。

「言っただろう。奴やつらの剣では、お前を害する事など不可能だと。恐れるな。正面から堂々と受け止めろ。王者にふさわしく！」

　アリンの想像を読み取ったかのように、少年が告げる。

　信じられない話だが、無傷なのは事実だ。

「王者って……あたし……何なの？」

　手のひら――素す肌はだを見下ろす。

　腕力はまだしも、刃は物ものが通じない肉体なんて。

「くっ！　目だ！　目を狙ねらえ！」

　ヒステリックに叫ぶ隊長に応じて、今度は別の兵士がアリンの顔へと突きかかる。

　考えるよりも早く身体が反応し、左手で顔面をカバーする。

　命中の衝撃と同時に、反射的に瞼まぶたと指が閉じる。

　衝撃は感じた。だが、今度も痛みはない。

「え……？」

　目を開けたアリンは、信じられないものを見た。

　切っ先は潰つぶれ、それを己の手がしっかりと握にぎっていた。捕つかまれた剣は赤黒い光に侵しん食しよくされてしゅうしゅうと金かな臭くさい白はく煙えんを上げている。

　単に刃を受け止めただけではない。振り返かえると背後の兵士の剣も刃が歪ゆがみ、潰れている。

　右手に持ったままの木剣の残ざん骸がいは、炎ほのおを上げる松明たいまつと化していた。

　それなのに、熱さは感じない。むしろ裸はだ火かびの熱が心地よい。

　間違いない。アリンの身体が、高熱を発しているのだ。

「そうだ。それがお前の――お前が魔族として生まれ持った本来の力だ」

「魔族？　魔族って、どういう事よ？」

　戸と惑まどっているうちに棒は完全に燃もえ尽つき、灰と化して手からこぼれ落ちた。

　鉄の刃を阻み、木を燃やし尽くす。自分が人間とは異なるという、明らかな証しよう拠こ。

　思わずまた手のひらを見つめる。もちろん火傷やけどなどない。見慣れたままの形だ。

「ぼんやりしている余よ裕ゆうはないぞ。まだ敵がいる」

　言われて、顔を上げる。

　兵士たちも尋じん常じようならざる事態に驚おどろきながら、破損した剣を構えている。驚愕と恐きよう怖ふ、そしてアリンへの一層の敵意が表情に表れていた。

「恐れるな。お前の力を、お前がお前である事実を受け入れろ。そしてお前自身を存分に揮ふるえ。相手は、敵だ！」

「よ、よくわかんないけど……わかったわよ！」

　少年が何者で何が目的なのか。兵士たちの意図は何か。この力は――自分は一体何なのか。理解不能の事が山積みになっているけれど、そんなのは後回しで構わない。

　はっきりしているのは、こいつらが本気でこっちの命を狙っているという事。

　そして自分には立ち向かう力があるという事！

　魔族の力だって構わない！

　心臓で渦巻く炎が血管を駆かけ巡めぐっている。膨らんだ力が、出口を求めている。

　全身から、何かが焦こげるような臭においが立ち上る。

　古い殻からを脱だつ皮ぴしたかのような、生まれ変わる解放感に身体が打うち震ふるえる。

「うぁあああっ！」

　雄お叫たけびを上げ、意識を右手に集中し、拳こぶしを繰くり出す。

　隊長が剣を構えて身を守る。

　普通ならば刃を殴りつけた手が傷つき、血が流れる。

　しかしアリンには確信があった。勝てる、と。

　灼熱の一いち撃げきは剣をへし折り、鎧で守られた胸むな板いたに命中する。

　吹ふっ飛んで倒たおれた隊長の胸きよう甲こうは、拳の形に焼やけ焦げた陥かん没ぼつが刻まれていた。

　わかる！

　この熱の使い方がわかる！

　手足を動かすのと変わりなく――いや、それ以上。呼吸するのと同等の自然さで。

　最初に斬りつけた者ともうひとりの兵士が慌あわてて逃げようとするが、砂地に足を取られているせいで速度が上がらない。

「やはぁああああぁっ！」

　歓かん声せいとも雄叫びともつかない声を上げ、アリンは地を蹴って飛びかかる。

　伸のばした右手で片方の襟首をつかんで引きずり倒しながら、もうひとりには回し蹴げりを浴びせる。

　硬かたく確かな骨の感触が、一瞬で崩くずれる。

　膝ひざの関節を砕くだかれた男は、痛苦の絶ぜつ叫きようを上げてそのまま倒れ込んだ。

　捕まえたままのもうひとりは、握った部分から衣服が発火する。アリンの怒りのまま、心臓から右手へと流れていく灼熱が相手の皮ひ膚ふを焼き、肉を焦がす。

　己が生み出した予想以上の威い力りよくに、思わず手を引く。それより先に掴んでいた部分が炭化して崩れてしまったおかげで束そく縛ばくを逃のがれた男は、波なみ打うち際ぎわを転がって懸命に火を消し、火傷に海水が染しみる痛みにくぐもった呻うめきを漏もらす。

　熱や強きよう靱じんさだけでない。筋力も増大しているために加減が難しい。さっきの蹴けりもただ足を払って転ばすつもりだったのに、一撃で骨を粉ふん砕さいしてしまった。

「よし。そこまででいい。上出来だ」

　いつの間に近づいていたのか。少年がアリンの肩に白いマントを掛かけた。

「えっ？　あああっ！」

　そのせいで気づく。

　熱が燃やしたのは、手の木ぼつ剣けんだけではない。

　当然、衣類も燃える。

　身に着けていたものがほとんど焼け落ちて、残った黒くろ焦こげの残骸が胸や腰こし周りを隠かくしているだけの半はん裸らになっていたのだ。

　さっき感じた、脱皮したような解放感はこれも原因だったのか。

「み、見てたのっ？」

　マントの前を合わせてうずくまる。

　アリンの裸を見た男性は父のジョジフだけ。それももう何年も前の子供時代の話だ。

「別にお前の裸など見ても嬉しくない。それに、そもそも全ぜん裸らではない」
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　最初は冷れい淡たんと冷静の一色で塗ぬりつぶされていた少年の口調に、僅かだがあからさまな感情が混じった。

「そういう言い方するって事は、ちょっとは嬉しいからでしょ！　ひょっとして、こうなるのわかっててあたしをけしかけたの？」

「お前の能力に心当たりはあったが、全裸になるのまで予想してたとか期待してたとか、そういう事は断じてない！　とにかくあまり興奮するな。マントまで燃えたら今度こそ代わりがない」

「え？　あ、ああ、そっか。そうよね」

　また変に力が溢あふれたり興奮したりで体温が上がったら、このマントも燃え尽きてしまうかも知れない。改めて注意すると、押さえている指先のあたりが少し焦げていた。鉄を融とかすほどではないにせよ、感情が高ぶると体温が上がるらしい。目を閉じ、大きく息を吸い込むとくすぶっていた白煙が収まる。

　シドーが駆け寄より、ふくらはぎに身体を擦りつけてくる。少なくともこの犬にとっては、アリンは今までと何も変わっていないようだ。

「さて、と。ここからは俺おれの出番だ」

　少年の声から温ぬくもりも揺ゆらぎも消える。

　戦いを見つめている最中には触ふれもしなかった細剣レイピアが、鞘さやから抜ぬき放たれる。燦さん燦さんと降り注ぐ陽光を映しているのに、銀の煌きらめきは冷たい。

　アリンから逸そらされた視線が、三人の敵兵を順に値ね踏ぶみする。肋ろつ骨こつが折れて動けない隊長、膝を砕かれて歩けない者、火傷を負って砂すな浜はまに横たわる者。少年は最後のひとりに歩み寄り、切っ先を向けた。

「さっき戦いは向いていないと言ったが、処刑は別だ。これは、戦いではないからな」

「ひぎぃっ」

　顔を切きり裂さかれ、兵士が悲鳴を上げる。

　一度アリンを振り返ってから、少年は再び剣を振るう。

　二刀、三刀――嬲なぶるが如き斬撃が繰り返され、もがき苦しんだ末に絶息する。いくつもの傷口から流れ出た血が、波打ち際で海水に混じる。

　何の躊躇ためらいもない速すみやかな行動に、アリンは息を呑のんだ。

　さっきまで彼かの女じよ自身遠慮なしに力を揮っていたが、殺意はなかった。ただ自分と愛犬、少年を守り、襲ってくる敵を叩たたきのめすとしか考えていなかった。自らの力が与あたえた被害の大きさにむしろ戸惑ったほどだ。

　明確な意志を持って人が人を殺す――その現場を目にするのは、殺意を向けられた以上の衝撃だった。

　呑み込んだ息が固まって、喉の奥が強こわ張ばる。

「顔が青いぞ。嫌いやなら、無理に見る必要はない」

　少年が振り返る。冷たい眼まな差ざしが肌に刺ささる。

「う……ううん。見る、見てなきゃ……」

　自分を殺しに来た敵。自分が傷つけた敵――まだ事情はわからないけれど、目を逸らしてはいけない気がする。

「……そうか。なら、好きにしろ。お前の判断だ」

　少年は残るふたりにまた視線を向け、血に濡ぬれた切っ先で交こう互ごに差す。

「ご覧の通り、既すでに戦えない者なら俺でも簡単に殺せる。ひとり始末しても、こうしてまだふたり残っている。話を聞き出だすにはどちらか一方で充じゆう分ぶん。より詳しよう細さいな情報を持っているのは隊長だろうが、責任感や忠誠心が厚いと扱あつかいづらい。となると兵隊の方に訊ねるという手もあるか……」

「ま、待て！　自分が話す……！」

　右手を突ついて跪ひざまずき、左手で胸を押おさえ、喘あえぎ混じりの消え入りそうな声で隊長が訴うつたえる。脚あしを折られた兵士は苦痛に震えるだけで反論する気力さえない。

　まず問答無用でひとりを惨むごたらしく殺してみせた事が、いかなる言葉よりも雄弁に少年の決意を伝えていた。

「なるほど。俺としても隊長の口から聞いた方が信用できる。ありがとう。ではまず王国連合はどこまで把は握あくしている？　捜そう索さく隊たいはお前たちだけか？」

「い、いや。各地に人員が派は遣けんされている」

　少年に求められるまま、隊長は情報を吐はき出した。

　この島に『目標』がいるという確信があった訳ではなく、この地域一帯だけで二〇を超こえる捜そう索さく班が送り出されている。ギース島は候補地のひとつで、受け持ち地域の中で孤こ立りつした離り島とうだったために旅程の都合で先に片付ける事になった。ここに上陸したのは六人。もう一隊は村で詳細な聞き込みを続けているはず。標的がいると知り、身み柄がらを確保するために三人だけで急行した。

「なるほど……隊長の言ってる事に嘘うそはないか？」

　酷こく薄はくそうな視線を向けられた兵士は、少年の問いにこくこくと頷うなずいた。

「そうか」

　再び細剣レイピアが疾り、動けぬ兵士の心臓を貫つらぬく。赤く濡れたままの切っ先が、隊長へと向けられる。

「……え……？」

「話を聞くにはひとりで充分だが、別人に真しん偽ぎの裏打ちをさせれば一層確実だ。そして情報を引き出し終わったら全員不要となる」

「ま、待て！　約束が違う！」

「約束？　約束などしたか？」

　懇こん願がんする隊長と、答える少年。ふたりの声には圧あつ倒とう的てきな温度差がある。

「話せば助けるなどと、俺は言っていない。お前が勝手に勘かん違ちがいしただけだ。まあ、命惜おしさに部下を見捨てる程度の忠義だから、尋じん問もんが手早く簡単に終わった。その点だけは感謝しよう」

　せめてもの慈じ悲ひのつもりか。少年の剣は一撃で隊長の喉のど笛ぶえを切り裂いた。傷口から血の泡あわを溢れさせつつ、断だん末まつ魔まを上げる暇ひまさえなく隊長は絶息した。

「……もっとも、仮に交かわしていたとしても敵、しかも部下を売るような男との約束を守る気などないがな」

　言葉と一いつ緒しよに吐き捨すてた唾つばが、死し骸がいを汚す。

　アリンの身体が震えた。さすがに一瞬目を逸らしてしまったけれど、それでも気を強く持って亡なき骸がらを見み据すえる。

　とどめを刺したのは少年でも、自分を狙ってきた相手なのだ。

「あなた、一体……？」

　立ち上がってアリンは訊ねる。裸ら身しんに巻いたマントの裾すそが揺れて、膝ひざ頭がしらが曝さらされる。

「生憎お前と違ってただの人間だ。だから敵を倒す時は普通に剣を使う」

　剣の汚れを拭ぬぐい、鞘に収める。

「そうじゃなくて……っていうか、その事よ！　あたしが魔族とか何とか、どういう事？　あなたは何を知ってるの？　目的は何？」

「俺の口から話すより、当事者であるジョジフから聞いた方がいいだろう。その方がお前も納得するだろうしな……ん？」

　少年が北に目を向けると丘おかの向こう、村の方角で黒こく煙えんが昇のぼっている。

　アリンが砂を蹴るのと同時に、少年も走り出していた。

「あいつら六人で来たって言ってたよね？　残り三人が村に残ってたって事は……まさか！」

　全力で走る。半裸にマントという格好も気にならなかった。

　村には父がいる。メグも戻っている。メグの家族である村長さん一家もいる。いつも料理を分けてくれる隣となりの小お母ばさんも、畑仕事を助け合う向かいの小お父じさんも。

　その人たちを手にかけるなら――かけたなら絶対に許さない！

　拳に、熱が宿る。

　丘の木立を突っ切り、北側の村まで一気に駆け抜ける。

　シドーも追いかけてくる。脚きやく力りよくも　上じよう昇しようしている。犬の疾しつ駆くにも負けない。

　煙けむりの源はすぐにわかった。

　村の外れに建つアリンと父の家が、燃えていた。

「父さーんっ！」

　間に合わなかった――絶望が胸を刺す。

　いや、違う。自分は並の人間ではないのだ。自ら高熱を発するこの身体なら、炎の中にも飛び込んでいける。父が中にいて、まだ生きているのなら！

「待て」

　炎の中に飛び込もうとするアリンの肩を、追いついてきた少年が掴つかむ。

「離して！　今のあたしなら！」

「落ち着け。お前が行く必要はないという事だ」

「え？」

　戸惑うアリンの目の前で、炎の中に影かげが浮かぶ。

　奇妙な姿だった。まるで鏡に覆われているような銀色の歪んだ人型が、熱を感じていないかの如き平然とした足取りで歩いてくる。

「状況報告。事前の指示通り、保護対象個体であるジョジフの安全確保に成功」

　炎を離れて少年の前に立つと、銀色の塊はどこか舌足らずな少女の声で告げた。同時に、全身を包んでいた銀色の皮膜が解ける。奇妙なシルエットは、少女と背負われたジョジフが鏡面に覆われてひとつの塊のようになっていたものだった。

「と……父さんっ！」

　父の無事な姿に、歓喜の声が漏れる。

「アリン……」

　少女の背から下りて地面に座り込んだジョジフは、何故か戸惑いを含んだ表情でアリンを見上げていた。

「そ、そうだ！　ありがとね！」

　父を救ってくれた少女に礼を言う。

　奇妙な娘だった。年齢は一〇をいくつも越えていないだろう。肩の長さの銀髪を真っ直ぐに切りそろえているのも、幼さを強調している。上等そうなドレスには、焦げひとつ付いていない。

「意図不明。ロアロは予定の指示内容を遅滞なく実行しただけであって感謝される理由はありません」

　銀の娘――ロアロが無表情のまま告げる。

　さっきまでふたりを包んできた銀の流体がしゅるしゅると変形し、大きな熊の人形になってロアロの腕の中に収まる。ただし、色は相変わらず銀一色だ。

「え……？　何、あれ……？」

「あれが魔族――像ぞう塊かい族の能力だ」

「魔族……？」

　思わず己の鼻先を指さす。さっきアリンも魔族と言われていたが、自分にはあんな事はできない。しかも、自分も銀髪の少女も姿は普通の人間と変わりない。

「魔族とひと括くくりにされてはいるが、種族ごとに能力も性質も大きく異なる。もっとも、ロアロのあれは像塊族本来の姿という訳ではないが――」

「え？　えっと？　あの子が像塊族って奴で、あたしはまた違う訳？」

「こちらも片付けておきました、我わが主」

　アリンの疑問は、別の女じよ声せいに遮さえぎられた。

　いつの間に近づいたのか、長い黒くろ髪かみの娘が少年の傍かたわらに跪いていたのだ。

　彼女が視線で指し示した先には四人の兵士が倒れている。上質の鎧を着た者が三人と、さっき一ひと悶もん着ちやくあった派遣兵だ。

　全員、獣けものに噛かまれたような傷を脚や喉笛に受けて事切れている。黒髪が持っている武器は細い短たん剣けんなのに。

「ご苦労だった」

「労ねぎらいは不要です、我が主。主従の誓ちかいを交わした以上、貴方あなたの望みを速やかに実現する事こそがこのジェーナ・ステッペンファングの使命であり、生きる意味」

　改めて深々と額ぬかずいてから、ジェーナと名乗る娘が立ち上がる。

　すらりと手足の長い、しなやかそうな体たい躯く。身長は少年よりも少し低い程度。大人びて端たん整せいでありながら、同時にどこか野性的な雰ふん囲い気きを持つ顔立ちだ。両手首には何か仕し掛かけのありそうな幅広の腕うで輪わ。肌を多く露ろ出しゆつした動きやすそうな服装だが、実用本位に見える装いの中に一点だけ異物があった。

　首輪だ。

　まるで犬を繋つなぐような地味な品で、装身具にも見えない。

「そ、そうだ！　父さん！」

　家は焼けたが、今はまず父の無事が嬉うれしい。思わず駆け寄ったアリンだが、父はそれを片手で遮って膝を突いた。その姿は、貴人に向けて臣従の礼を取る家来だ。

「え……っ？　何？」

「やむなき事とはいえ、今日まで貴方を我が娘として育てた無礼をお許しください、姫ひめ」

　今朝までとは全く異なる、他人行ぎよう儀ぎな口調。

「ひ、姫？　父さんってば冗じよう談だんはやめてよね、はは……」

　笑いが上うわ擦ずる。自分が「人間」でない事は、最も早はや疑いようもない。しかし「姫」というのは全く予想してない呼ばれ方だ。そんなまるで物語みたいな展開なんてあり得ない。

「貴方は『最後にして最強の魔族』であり、魔大陸の守護者たる灼しやく竜りゆう族ぞく、その長の忘れ形見」

　灼竜――その言葉には聞き覚えがあった。魔大陸を封ふうじる結界の名だ。

「一四年前、魔ま皇こう帝ていによって一族が滅ほろぼされた際、生まれたばかりの姫を託たくされ、魔大陸より人の世に落ち延びたのです」

「ちょ、ちょっと待ってよ？　それじゃ……と、父さんも魔族なの？」

　一いつ瞬しゆん躊躇ためらい、それでもアリンは眼前の男を父と呼んだ。他の呼び方は思いつかなかった。

　娘の問いに、ジョジフは恭うやうやしく頭を垂れる。

「ひと口に魔族と言っても、その姿形も能力も様々だ」

　疑問に答えたのは、ジョジフではなく少年だった。

「細かな作業や複雑な労働を受け持つ従じゆう働どう族ぞくは外見や体力、知力などほとんど人間と変わらず、他の姿を取る事もない。普ふ通つうの手段で人間と区別するのは不可能だろうな」

　説明を聞いてジョジフはまた頷いた。つまり、その従働族というものらしい。

「本来ならば明日、御おん年とし一五になられた暁あかつきに全すべてをお話しして、貴方ご自身に生き方を選んでいただくつもりでした。一族の復ふく讐しゆうのために起たつか。それとここでこのまま……私の娘としてひっそりと暮らすかを……」

「何言ってんのよ！　あたしは今までも……これからも父さんの娘だってば！　魔族がどうとか言っても、そんなの関係ないもんっ！」

　物心ついた頃ころには既にギース島で親子ふたり暮らし。自分を普通の人間だと思って暮らしていた。生まれたばかりで離はなれた魔大陸も、顔も知らない血族の事も、何ひとつ知らないのだから。

「残念だが、そうはいかない」

　少年が冷たい声で告げ、兵士の死体を指さした。

「灼竜族が滅ぼされたのは、存在そのものが魔皇帝にとって不都合だからだ。現に生き残りがいるかも知れないという曖あい昧まいな情報だけで、国中に捜索隊が送り出されている。お前が静かに暮らす事を願っても、王国連合がそれを許すはずはない」

　浜はまで襲ってきた兵士たちはアリンに一切の説明をせず、釈しやく明めいの機も与えなかった。生きている限り王国連合に狙われ続ける事になる。

「じゃあ……どうしろって言うの？」

「お前の運命だ。お前が選べ。ただし、忘れるな。お前がこの島で生きている事が知れれば何度でも軍が送り込まれる。お前がどれだけ強くても、ひとりで戦い抜けるか？」

　今回は手て探さぐりで行き当たりばったりの捜索隊だが、次は本格的な大部隊がやって来る。いくら強靱な肉体があっても、アリンは我が流りゆうで棒を振り回まわしていただけの素人しろうとだ。いや、自分だけならまだしも島全体に被ひ害がいが及およんでしまう。

「選ぶって……でも……」

「迷うようなら、俺が選せん択たく肢しをひとつ示してやろう。来い――いや、行こう。一緒に」

　右手を差さし伸べる少年の顔に、初めての笑いが浮かんだ。不敵にして不ふ遜そん。何者もこの笑え顔がおを遮り、曇くもらせる事など叶かなわないと直感させる。

　それは、王者の笑えみだ。

「言っただろう？　俺はお前に運命を――抗あらがうべき運命を告げに来た使者だと。そして俺たちもまた王国連合と、その背後にいる魔皇帝と戦う者だ。一緒に来るなら教えてやろう。お前が何者であり、何な故ぜ一族が滅ぼされたのかを。そして用意してやる。その力を存分に揮うべき戦場を！」

「戦って……勝てるの？」

　敵は王国連合と魔皇帝――それは、全世界を相手に戦うのとほとんど同義だ。

　一瞬、背筋が震える。

　しかし、アリンはそこで父の姿を振り返った。そして周りの街並みを見た。自分を一四年育はぐくんできたもの。これは、絶対に敵ではない。自分の味方、守りたいもの、守るべきものだ。

　このまま島に留とどまっていたら、みんなに危険が及ぶ。

　父親はジョジフだけ。それは揺るがない。ただ、魔皇帝が自分の血族を滅ぼした。王国連合は人々に重税を課している。そしてアリン自身、知らぬうちに本来あるべき生を奪うばわれていたのだ。

　強大で、不快で、皆みなを苦しめている。しかも、向こうが先に因いん縁ねんをつけてきた。

　敵としては申し分ない。

「勝つ。そのために俺は戦っている」

　断言される。

　逡しゆん巡じゆんの時間は短かった。

　アリンは、その右手を握り返す。

「わかった。確かにあたしがいたんじゃ島に迷めい惑わくがかかるもんね。それに、魔皇帝が灼竜族を滅ぼそうとしたって事は、素す性じようがバレたら父さんも魔族の裏切り者って事になっちゃうんでしょ？　だったら、それも何とかしないとね」

　力を込めた握あく手しゆを解いた後、アリンは跪いて父と視線の高さを合わせる。

「姫……」

「アリンって呼んでよ、父さん。あたしが何者でも、一四年一緒に暮らして、育ててくれた人が父さんなのは変わんない。娘むすめとして、アリンって呼ばれるのが一番嬉しい。だから、父さんが安心出来るように戦う。そのために島を出てくのを、許してくれるよね？」

　抱きつき、全身でジョジフの――父の温もりを感じ取る。その体温を、匂いを、身体のありったけに記き憶おくさせるように。

「娘っていうのはさ、普通いつか父親のところから離れていくものだよね？　でも、それで永遠に縁えんが切れちゃう訳じゃないよね？　全部上う手まく片付いたら、きっと戻もどって来る。ひょっとしたら旦だん那なが一緒だったりしてさ。は、あは、ははは……」

　無む理り矢や理り声に出して笑うけれど、目め頭がしらが熱くなっていく。

「娘を持った男親だからな。覚かく悟ごはしていたさ」

　ジョジフも、父としての言葉で答える。

「約束なんてできんだろうが……お願いだ。死ぬなよ」

「うん！」

　シドーもくぅんと喉のどを鳴らして、愛いとおしげにアリンにすり寄る。その背をそっと撫でる。

「あたしが帰ってくるまで、この子をよろしくね」

「ああ、わかってる。わかってるさ」

　それは、必ず戻るという誓い。

「さて、と」

　決意して、立ち上がる。

「あなたが運命の使者って言うなら、どこへなりと連れてってもらおうじゃない。王国連合に刃は向むかう反乱軍だか何だか知らないけど、本土のどこかに拠きよ点てんでもあるんでしょ？」

「そんなものはない」

「拠点ないの？　じゃあどうやって反乱軍を維い持じしてるの？」

「勘違いするな。ないのは拠点ではなく、反乱軍だ」

「え？」

　表面上の言葉の意味は即そく座ざに理解出来たが、素す直なおに飲み込むのは無理だった。

「ここにいる四人――お前も含ふくめたこれが、俺たちの全兵力だ」

　少年が両りよう腕うでを広げる。

　とりつく島もない答に、父との別れで溢れかけていた涙なみだも引っ込んでしまった。

　考えてみると、少年は立場や地位を名乗った訳ではない。ただ、あまりに偉えらそうな態度だからそれなりの人数を率いていると、根こん拠きよもなく思ってしまったのだ。

「新しい仲間に自己紹しよう介かいが必要ね」

　アリンが戸惑っていると、黒髪の少女が一歩進み出た。

「わたしはジェーナ・ステッペンファング。歳としは一七。魔皇帝などと自じ称しようする男に滅ぼされた威い狼ろう族ぞくの、最後のひとりよ」

「えーと……最後のって事は、要するにあたしと似たような境きよう遇ぐう？」

「ええ。今は、彼かれに仕えているわ」

　灼竜族だけでなく、いろんな種族が絶ぜつ滅めつさせられているのか。魔ま大陸とはどんな場所で、魔皇帝とは何者なのだろうか。

「よろしくね」

　アリンが差し伸べた右手を、ジェーナが握り返す。

「情報提示。アリンがロアロと発声すれば何らかの接せつ触しよくが必要とされているのだと認にん識しきします。ロアロはこの個体を指す識別名めい称しようです。像塊族というカテゴリにおいて、現在確かく認にんされている唯ゆい一いつの個体です」

　ジョジフを助けた小さな娘も、アリンを見上げて名乗る。

　奇妙な言い回しだが、要するにロアロというのがこの娘の名前で像塊族とやらの生き残りという事か。

　両手で銀色の熊を抱きかかえているので、こっちとは握手できない。

「えっと、ロアロちゃん？　歳はいくつ？」

　装い以上に納なつ得とく出来ないのは年ねん齢れいだ。一見すると一一か一二。いくら魔族と言ってもこんな子供が戦うというのか。実際に炎の中からジョジフを助け出すのを見ていても、素直には納得しがたい。

「回答提示。質問内容がロアロが個体として起動してからの経過時間という意味であれば、今日で一〇八日です」

「へ……？」

　やはり難解な表現だが、言葉に嘘がないならまだ一歳どころか生まれて半年にも満たないという事になる。魔族でも生き物である以上超えられない一線がありそうなものだが。

「お前の知識や常識では量れない物事もあるという事だ。追いおい説明する」

　少年の言葉は簡潔だった。疑問に答えるのではなく、断たち切るものではあったが。

「えっと、このふたりは魔族ってわかったけど、あなたは普通の人間って言ってたわよね？　一体何者なの？　名前だってまだ聞いてないし」

「別に隠す気だったのではない。ただちょっと……名乗る機を掴み損そこねただけだ」

　ほんの少し拗すねたように口くち唇びるを曲げて、少年が答える。

「じゃ、教えてよ、名前。話しづらいし」

「……俺はシェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワース。呼ぶ時は、シェバードで構わない。というか、姓せいでなく名で呼ぶようにしろ」

「ふぅん、シェバードね……え？　ランデルワース？　ええっ？」

　思わず大声を上げる。

　それは魔族との大統一が果たされた際に消しよう滅めつしたこの国の名、そしてそこを治める王族の名前だ。

「俺は、魔皇帝と王国連合によって消滅させられたブルーデンス朝ランデルワース王国の王子、王家の最後の生き残りだ」

「は、はは……。まさか本当に本物？」

　運命にしたってふざけすぎている。

　王子様がお姫ひめ様さまを迎むかえに来たけれど「そしてふたりはいつまでも幸せに暮らしました」というロマンスの完結ではない。世界に喧けん嘩かを売る戦いの開幕だなんて。

　アリンは呆ぼう然ぜんと見つめるが、シェバードの方はこちらを見ていなかった。

　彼の冷たい眼差しは海を越えて、遙はるか大陸本土へと向けられていた。







第二章　竜の武具







　ジョジフの家は単なる失火による消失。ひとり娘のアリンはそれで死亡。彼女を助けようと炎に飛び込んだ常じよう駐ちゆう派は遣けん兵も尊い犠ぎ牲せいとなった。探たん索さく隊など島には来ていない。一いつ切さい知らぬ存ぜぬで通せ――アリンへの自己紹介の後、シェバードは島民たちを集めて念を押した。

　家が燃えている間に野や次じ馬うまが集まってこなかったのは、半はん端ぱに目もく撃げきなどしないようにそれぞれの家に隠こもっているよう予め指示していたからだったのだ。

　シェバードが姓せい名めいを名乗ったのはアリンに対してだけで、村長などには名前だけ。素性についても『故ゆえあって王国連合と戦っている者だ』としか告げなかった。

　もちろん、アリンの正体やジョジフの事情などについて知られないようにするためだ。深入りすれば危険という事は感じ取ったのだろう。村長は彼の説明をそのまま受け入れる事を確約し、アリンはメグら友人にも別れを告げて島を離れた。

　あの島で育った「人間の娘アリン」は死んだ――ひとまずは。

　再び自分が帰島し、元の暮らしに戻るとすれば、目的を果たした後だ。

　今の世の中を動かし、島のみんなやそれ以外の多くの人々を苦しめている奴やつを、この手で倒すという目的を。

「これ、どういう仕組み？」

　四人が乗った小さな船の上で、アリンは訊ねる。

　帆ほもなく、櫂かいを漕こぐ者もいない。

　それなのに船は、夜の海を高速で進んでいるのだ。ただ後方に取り付いているロアロが、銀の熊を変形させたものを半分、水面下に沈しずめているだけだ。舳へ先さきで掻かき分わけられた波と、船せん尾びに沸わき立たって弾はじける細かい泡が、月光を映して煌めいている。

「大昔の学者が考案したもので、構造は風車と同じだ。風を受けて回るものなら、逆にいえば回せば風や渦うずを起こせるという事でもある。その力で、前に進む」

「それにしても、速いよねぇ」

　シェバードの説明を受けても簡単には納得出来ない。

　漁民でなくともアリンも島の子だ。船には親しい。昔に考案されたものと言うけれど、これほどの速度が出るのなら普ふ及きゆうしてもいいはずだ。

「原理はわかっていても、動力無しでは実用にならん。人の腕で動かすなら櫂の方が合理的だからな。だから、この機構システムも半ば忘れられた知識になっていた。突とつ出しゆつした進歩があっても他の要素と足並みが揃そろわなければ駄だ目めという事だな」

「ふぅん……」

　やっぱりわかったようなわからないような話だ。

「まもなく岸に着きます、我が主」

　舳先で見張るジェーナが報告する。

　大船なら星座を指標にして夜に帆はん走そうする事もあるが、小さな船で夜中に沿岸から離れるのは危険だ。しかしシェバードたちはロアロの推進力とジェーナの夜目を頼たよりに、宵よいの口くちの海を一気に本土まで渡わたってしまおうというのだ。

「あ、でも王国連合と戦ってるんでしょ？　普通に上陸して大だい丈じよう夫ぶなの？」

　夜とは言っても、また浅い時間帯だ。人目につく恐おそれは充分にある。

「……問題はない。ロアロ、速度を落とせ」

「指示了りよう解かい。ロアロはスクリューの回転数を落とし、上陸体勢に移行します」

　船足が落ち、夜の砂浜にめり込むように乗り上げる。

　漁村だろうか。月光が、闇やみの中に建物のシルエットを浮うかび上あがらせる。ただし、どの窓にも光はない。

「気配はありません。灯あかりを使っても大丈夫です、我が主」

　ジェーナが告げる。彼女は暗くら闇やみでも見通せるが、シェバードやアリンはそうもいかない。濡れた砂を踏ふむ足あし下もとが危あやうい。

「そうか。では、ロアロ。点灯しろ」

「指示了解。ロアロは点灯し、夜間視力がない者の行動の安全を確保します」

　銀の熊の目から白い光条が発せられ、周囲を照らす。

「あ……」

　アリンの目に映ったのは、見慣れぬ光景だった。

　ギース島と同じように家々が並び、漁ぎよ網もうを干すための竿さお台などもある。しかし、どの建物も荒こう廃はいしていた。窓の雨戸が外れて落ち、壁かべや屋根も傷いたんで裂けている。砂浜に引き上げられ、係留されているはずの漁船も見当たらない。

「何、これ？　戦争でもあったの？」

　思わず口走ったが、あり得ない想定なのは自分でもわかっていた。いくら離島でもギース島は本土と隔かく絶ぜつしている訳ではなく、船便も往来している。対岸で一村滅ぶような戦いがあればさすがに伝わらないはずがないのだ。

「単なる廃はい村そんだ」

　シェバードは短く答える。

「単なるって……」

「戦争や災害などなくとも、村は滅びる。過か酷こくな税を払はらえず、先がなくなると知りながらも船などの財産を売うり払うしかなくなり、土地を捨てて逃にげ去さる者が増え、僅わずかに残った村人も人身貢納で連合に拘こう束そくされたり、身売りしたりする。産業が成立せず、人間がいなくなれば地域社会など容易たやすく崩ほう壊かいする」

　王国連合支配下で、辺境の小村がこういう形で消え去るのは今時珍めずらしくない――冷たい口調でシェバードは付け加える。

「船は、どうするの？」

「ここに放置して構わん。元々使い捨てのつもりだった。今夜は適当な屋根を借りてここに一泊ぱく。明日の早朝、ギレール山に向かって出発する」

　そう言ってシェバードは手近な一軒けんを選ぶと、ロアロの灯りを頼りに中へ入っていった。アリンもそれに続く。

　家の中には、何もなかった。家具も、衣類も、食器のひとつさえも。建物そのものはさほど壊こわれていないのに、中身だけが綺き麗れいさっぱり抜き取とられている。まるで失血した家の死体だ。

「嫌だな……」

「何がだ？」

　呟つぶやいたアリンに、シェバードが訊たずねる。

「初めて見た本土が……島の外が、こんなところなんて悲しすぎるよ」

「だが、これが今の現実だ。ギース島はかなり恵めぐまれている」

「そうだったんだね……」

　派遣兵ひとりの横暴だけで実感に乏とぼしかった「王国連合の圧政」が、冷たい夜気と一緒に肌はだに染しみ通とおってくる。

「取りあえず寝ねろ。明日は早いからな。万一に備えての見張りはジェーナに任せれば大丈夫だ。夜は、彼女の領分だ」

　鎧よろいと剣けん帯たいを外し、荷物の中から毛布を取りだして一枚をこちらに渡すと、シェバードはそれにくるまって部屋の隅すみに転がった。アリンも身体を丸めるようにして横になる。

「機能停止。ロアロは自己調整のための休きゆう眠みん状態に移行します。再起動は五時間後の予定」

　腰こしを下ろして膝ひざを抱かかえたロアロが奇妙な宣言を口にするのと同時に、熊の目から光が消える。部屋は、闇に包まれた。

　目を閉じているせいか、耳だけが妙みように冴さえる。規則正しく繰くり返かえされる潮しお騒さいは、ギース島と変わらない。まだ半日しか経たっていないのに、島の暮らしが遠い昔のように思える。

　懐なつかしい音色に誘さそわれて、アリンは静かに眠ねむりに落ちていった。




「起きろ、アリン」

「ん……」

　肩かたを揺ゆすられて、うっすらと瞼まぶたを開ける。早朝の弱い光が目に染みてくる。

「あ、あっ！　お、おはよっ！」

　飛び起き、乱れていた毛布を身体に巻き付ける。目の前には、装備を調ととのえたシェバードの姿があった。

　同じ年とし頃ごろの異性に寝ね顔がおを見られるのは、初めての経験だった。頬ほおが、ほんの少し火ほ照てる。

「さ、先に起きてたの？　早いね」

「二時間ほど前に起きて、見張りを交代した。ジェーナも、まるっきりの不ふ眠みんという訳にはいかないからな。井い戸どは生きているから、それで顔を洗え。準備が出来たら出発する」

　シェバードだけでなく、ロアロももう起きていた。ジェーナはちゃんと眠ったのかどうかもわからない。アリンは言われた通りに身み支じ度たくを調え、朝食も済ませる。島を出る時、メグから贈おくられたパンと干し魚、それに果物という簡単なものだった。

「よし、行くぞ。ジェーナは先導を頼たのむ。荷物はロアロだ」

「了解しました、我が主」

「命令受じゆ諾だく。ロアロは一行の旅行装備の運うん搬ぱんを担当します」

　銀色の熊がまたぐにゃりと形を変え、金属製の背せ負おい枠わくの形になる。大きなザックを固定すると、ロアロは小さな身体で難なくそれを背負った。相変わらずの無表情で、ちっとも重そうには見えない。

　一方のジェーナは短剣を手に、廃村の裏山に踏み入って藪やぶを掻き分け、辛かろうじて通れる道を作っていく。

「えっと……あたしは、何をすればいいの？」

　力はあるのだし、荷物持ちを半分でも引き受けた方がいいのだろうか。

「気持ちは嬉しいが、お前は旅慣れていない。今はついてくるだけでいい」

　そう言って、シェバードはアリンの手を引いた。

「あ、ありがと」

　確かに山も深い森も、アリンにとっては初めてのものだ。体力だけはあっても急な斜しや面めんや太い根が張りだしたでこぼこの足下は歩きにくい。直前でシェバードが導いてくれなければ何度も転んでいただろう。

「ジェーナひとりなら藪を切る必要もなく、何倍もの速さで駆かけ抜ぬけられるんだがな」

　そんな事を言いながら数度の休きゆう憩けいを挟はさみ、日が暮れかかる頃には四人は渓けい流りゆうの河原にたどり着いた。

「ふぅ～。お腹なか減ったぁ」

　岩場に座すわり込んで脚あしを投げ出し、アリンは声を上げた。体力は有り余っていても、やはり歩きづめだと腹は減る。

「あ！　そういえば晩ご飯はどうするの？」

　メグからもらったのは一食分、今朝食べたので終わりだ。

「問題ない。ジェーナ、ロアロ、いつもの通り頼む」

「仰おおせの通りに、我が主」

「命令受諾」

　それぞれの言葉で答えるとジェーナは風のごとき素す早ばやさで、熊を抱だいたロアロはとことこと森の中へ姿を消した。

　残ったシェバードは、周囲の河原から適当な石を拾って何やら積み上げている。

「えっと……やっぱりあたしは何にもする事ないのかな？」

「その辺りから適当な枯かれ枝えだを集めてくれ。薪まきに使う」

「うん。わかった」

　いくら初心者でも、他の仲間が働いている時に見ているだけというのは決まりが悪い。仕事がある嬉しさにステップを弾はずませ、言われた通りに枝を拾い集めてきた。戻ると、シェバードが組んでいたのが即そく席せきの竈かまである事がわかった。アリンから受け取った薪を中に入れ、燧石ひうちいしを打ち合わせる。

「あたしの熱で火、点けようか？」

「お前はまだ、あの熱を完全に制せい御ぎよ出来ないだろう？」

　シェバードの手元で火花は散るものの、なかなか着火しない。

「だから練習も兼かねてって事でさ」

　深呼吸し、指先に意識を集中する。徐じよ々じよに熱が高まっているのが実感出来る。

「止めろ。万一、ここでお前の服が燃えたら代わりがない」

「あ、そっか」

　慌あわてて首を振ふって体内の力を鎮しずめる。

　くん、と息を吸うと、ほんの少し焦こげ臭くささを感じる。身に着けた服が燻くすぶったのだ。

「この山に入った目的は、それだ」

「それって？」

　ようやく枯れ葉はが燃え始め、シェバードの息を受けて炎の赤が枝へと広がっていく。

「お前はジョジフの言った事を聞いてなかったのか？」

「えっと……何だっけ？」

　島の皆を呼び出だす前にシェバードとジョジフがいろいろ話していたのは記憶しているが、その内容までは気にしていなかった。

　というか内容が複雑なので、耳には入ったが頭に書き込めなかったのだ。

「一五歳になって、お前は灼しやく竜りゆう族ぞくとしての本ほん性しようを発揮できるようになった。しかし使いこなせる訳ではない。何より問題なのは、今のままでは素す手でで戦うしかないという事だ」

　アリンが力を解放すれば身体から鉄をも融とかす高熱を発せられる。しかし、それは同時に彼かの女じよ自身が一切の武器を使えないという事でもある。楯たてを手にすれば燃え、剣を握にぎれば融ゆう解かいしてしまうのだから。

「確かにちょっと困るかも……」

　一切武器が持てないのは厄やつ介かいだ。素手でも充じゆう分ぶん戦えるが、やはり何か手にしていた方が心強い。子供の頃から、真ま似ね事ごととは言え剣を振り回してきたのだし。

「それにお前の能力はあくまで肉体に備わったものだ。使えば腹が減るし、使いすぎて活力が切れれば衰おとろえもする」

「つまり、お腹が減ってると熱も出せないし、普通に刃は物もので傷ついちゃうって事？」

「そういう事よ」

　答えたのはシェバードではなく、いつの間にか戻っていたジェーナだった。砂利じやりだらけの河原を歩いているのに、足音ひとつ立てていない。手には、山鳥を三羽ば提さげている。

「最強の魔族である灼竜族であっても、無敵という訳ではないわ。あなたもこれから戦うのなら、きちんと覚悟する事ね」

「ご苦労だったな」

「狩かりはわたしたち威い狼ろう族ぞくの天性。苦労という程ほどのものはありません、我が主。正直、人界の獲え物ものは容易すぎて物足りないくらいです」

　労うシェバードの隣となりに腰を下ろし、ジェーナは鳥の羽う毛もうをむしり始める。

「覚悟なら出来てるわよ。そうじゃなきゃ、島を出たりしない」

　一羽をひったくって、アリンが言い返す。

「本当にそう？」

「何よ！」

　確かに経験は彼女の方が上なのだけど、殊更に先せん輩ぱい風かぜを吹ふかせるような物言いに、思わず手に力が籠こもる。ちぎり取った羽毛が夕ゆう闇やみの中で赤く燃え上がり、炭化する。

「ふたりとも止よせ」

　シェバードの冷たい声が割り込んだ。

「ジェーナは、他人に覚悟を強要するな。アリンも、力を抑おさえる事を覚えろ。今は幸いむしった羽の方だからいいが、鳥肉が焦げていたらもったいない」

「承知いたしました、我が主」

「……わかったわよ」

「手にした品物が燃えるだけじゃない。本気を出すたびに服が燃えて……つまり何だ。全ぜん裸らになってしまうのは平気か？」

「え？　あ、そ、そっか」

　僅かに照れたようなシェバードの指し摘てきで思い出し、思わず頬が火照る。灼しやく熱ねつではなく、普通に上気した体温だ。

　鋼をも溶よう融ゆうさせる高熱に衣類は耐たえられない。瞬しゆん時じに炭化して崩くずれ落おちる。当然、その場に残るのは裸はだかのアリン。こっちが年頃の娘として恥はずかしいのはもちろん、あの時の反応を見るとシェバードの方も全くの平静でいられるという訳ではないらしい。

「灼竜族は魔大陸を守るための最強の戦士でもあり、一族の者は皆、生まれた時に専用の武具を与あたえられる。お前を託されて逃とう走そうしたジョジフは、その武具をこの山中の遺い跡せきに隠かくしたと言っていた」

　ジョジフはアリンの能力を抑え、正体を隠すために特とく殊しゆな封ふう印いんを施ほどこしていた。ただしそれは不完全なので、専用の武具が近くにあれば互たがいに呼応して開かい封ふうされやすくなる。それを恐れての事だと言う。

「武具ってどんな物なの？　あたしが赤あかん坊ぼうの時に用意されてたんでしょ？　今の身体に合う訳？」

　ここ一年ほどで豊かに膨ふくらんだ胸むな元もとに手を当て、アリンは訊ねる。

　灼竜族専用、即すなわち高熱に耐えられるような鎧でもあれば、戦うたびに全裸という事態は逃のがれられるが、寸法がどうなっているのか想像も出来ない。

「俺おれも詳くわしい事はわからん。何しろ人間の世界と魔大陸は長い間まともな交流がなかったからな。時折結界の隙すき間まを通って人界にやってくる物好きがいたらしいが」

　話をしながらもシェバードの手は止まらず、小さなナイフを使って丸まる裸はだかになった山鳥を裂さいて内臓を抜き、器用に手早く解体していく。

　そうこうしているうちに、ロアロも戻ってきた。こちらは熊くまを籠かご状に変形させ、さまざまな木の実や自生の根菜、果実などを入れている。

「状じよう況きよう報告。通常の指定に基もとづき、食用植物の採取に成功。目標量を達成しました」

「大陸南岸ならだいたい採れるものばかりだからな。ありがとう」

「意図不明。ロアロは、シェバードから感謝の言葉を述べられる意味がわかりません」

　ロアロからも食料を受け取ると、シェバードの手の動きが加速する。

　携けい帯たい鍋なべを竈にかけて湯を沸かす。持っていた塩や香こう草そうの粉を捌さばいた鳥肉にすり込んで、焼いた石の上に載せる。ジュウと音がして、脂あぶらの焦げる香かおりが漂ただよってきた。その間に今度は根菜の皮を剥き、切り刻み、鍋なべに放ほうり込む。浮かび上がる大量の灰汁あくを、匙さじで器用にすくい取る。

「……本当に食べられるの？」

　不安で、思わず呟く。野営が初めてだから、当然この手の食事も初めてだ。

「わからないなら黙だまって見てなさい」

　アリンを咎とがめたジェーナの口元が、微び妙みように緩ゆるんでいる。

「よし。出来たぞ」

　シェバードが会心の笑みで、額の汗あせを拭ぬぐう。

　同じ品が四人前、それぞれ携けい帯たい食器に盛られて並べられる。

　焼いた鳥肉。自生野菜のスープ。パンの代わりは木の実をすり潰つぶした粉を捏こねて焼いたクッキーのような代しろ物ものだ。

「いただきます」

　魔族の作法か。ジェーナが顔の前で両手を合わせて軽く頭を下げると、即座にフォークを伸のばした。目を細め、満足そうな態度でひたすら鳥肉を噛かみ続ける。

　ロアロは黙もく々もくと、一定のリズムでスープを口に運んでいる。ただ、心なしか通常の無表情に比べるとほんの少し嬉うれしいようにも見えた。

　アリンはというと、まだ料理を前に悩なやんでいた。

　確かに香りはいい。食欲をそそる。他の三人の様子を見ると確かに食べられるのだろう。

　それでもやっぱり野外で、あり合わせの物を調理しただけというのは微妙に抵てい抗こうがあるのだ。魚なら島で取れたてを浜でたき火に炙あぶって食べた事もあるが、鳥となるときちんと飼われている鶏にわとりだけだった。どうしようもないほど空腹なら一も二もなくかぶりついただろうが、今は普通にお腹が減っているだけだし。

「何をしているの？　食べないのならわたしがもらうわよ。食事を残すのは作ってくれた我わが主にも、獲物に対しても失礼極きわまりないわ」

　戸と惑まどっていたらジェーナがこちらを睨にらんだ。油断していると、本当にフォークが越えつ境きよう侵しん略りやくしてきそうな剣けん幕まくだ。

「食べるわよ！」

　漁業の島で、畑仕事を手伝いながら育ったのだから、ジェーナの言ってる意味だって理解できる。思い切って鳥肉にフォークを立てて持ち上げ、歯を立てる。

　じゅわり。

　口の中に、濃のう厚こうな脂の風味が一気に広がった。

　いや。広がったなんて生やさしいものではない。鳥の味が雄お々おしく翼つばさを広げ、激しく羽ばたかせ、口中の大空を駆け巡めぐっている。クッキーを囓かじると舌の上で芽め吹ぶき、瞬またたく間まに太い幹と広い枝に育っていく。

　溢あふれ出でる命そのものがアリンに挑ちよう戦せんしている。

「何これ？」

　思わず叫さけべたのはそのひと声。

　後は、ひたすらに料理を食べ続ける。今やアリンの口は喋しやべるのではなく、食べる専用だ。言葉を出す時間さえもどかしい。

　鳥肉はしっかりと火が通っているのに硬かたすぎず、滑なめらかに歯を受け入れる絶ぜつ妙みような感かん触しよく。程よい塩と香草粉末の複雑な香りが肉そのものの旨うま味みを何倍にも増している。野菜のスープも、持っていた数種の調味料だけで味付けしたとは思えない風味。鍋に入れるタイミングを微妙に変えていたおかげで、何種類もの具材が同じ歯ごたえで味わえる。木の実のクッキーの方は逆に、丁てい寧ねいに挽ひいた粉の中に粗あらめに砕くだいた粒つぶを混ぜて食感の変化が楽しめるようになっていた。パンとは違ちがう、野や趣しゆ溢あふれる香こうばしさ。

　あり合わせの材料と簡単な器具だけで、どうしてこんな奇き跡せきが生み出せるのか。

「すごい！　美味おいしい！」

　目の前の食器を完全に空にして、更さらに三回深呼吸してからアリンは満面の笑みで叫んだ。

「当然だ。俺が手がけたのだからな」

「素直に喜びなさいってば」

　当たり前のように言っているが、誇ほこらしげに口元が緩んだのをアリンは見み逃のがさない。

「獲物を狩る事にかけては威狼族より優すぐれた者などいないけど、素材をこれほどの美味に生まれ変わらせる技術は、魔大陸にはほとんどない。まさに人間の文化、人間ならではの素す晴ばらしい技。中でもシェバードの料理は最高よ。さすが、わたしが主と認めただけの事はあるわ」

　まるで自分が褒ほめられたみたいにジェーナが胸を反らし、うっとりと陶とう酔すいした表情で舌なめずりした。

「分ぶん析せき評価。シェバードによって収集が指定された食材は、栄養の配分が極めて良好かつ合理的。更に調理によって消化吸収の効率も向上しています。またシェバードが調理した食料を摂せつ取しゆする際に、ロアロは必要な栄養を補ほ充じゆうしたという充じゆう足そく感とは異なる、評価不能の高こう揚ようをロアロ自身の中に観測します」

　相変わらずよくわからない言い回しだが、要するに美味しくて嬉しいという事か。

「ごちそうさま！　ほんと、美味しかった！　人にん間げん業わざとは思えないっていうか、神の仕事？」

　思い出しただけで、口の中にまた涎よだれが湧わき上がってくる。

「神など……そんな言い方はするな」

　賞賛したつもりなのに、シェバードは僅かに眉まゆ根ねを寄せた。

　さすがに多少の謙けん虚きよさがあって、神扱あつかいは持ち上げすぎだと思ったのか。

「神というのは杜ず撰さんで無責任な存在だ。こんな丁寧な仕事をするはずがない。俺の料理の比ひ較かく対象としてははなはだ不適切だな。別な褒め方かたをしろ」

「あー、そっちの方ね」

　謙けん譲じようの美徳とは無む縁えん。辛うじて「戦いは不得手」と言っていたくらいか。

「でも王子様っていうから多少剣が使えるのはわかるけど、料理までこの腕うで前まえなんて反則だよ！　本職以上じゃない？」

　存分に味わった舌が紡つむいだ率そつ直ちよくな感想だ。
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　もっとも島にあったのは宿と酒場と食堂を兼ねた店が一軒だけ。ついでに言えば、ジョジフとふたり暮らしの時は炊すい事じもしていたが、基本的には出汁だしと塩の味がついていて、腹が膨れれば満足という大おお雑ざつ把ぱな調理だったのだ。

「幼い頃ころから一流の宮きゆう廷てい料理人が作るものばかり口にしていたから、自然と舌は肥える。それに八年も逃とう亡ぼう生活を続けていれば、生きるために必要な事はひと通りこなせるようになって当然だ」

　八年――王国連合が形成された際に、ランデルワース王家は全員処しよ刑けいされた。それはアリンでも知っている表向きの事実だ。

　なのにシェバードは生きている。

　自分がジョジフに庇ひ護ごされたように、何者かに救われていたのだろうか。

「それにしたって、普ふ通つうの腕前じゃないよね、これって」

　現にアリンだって父娘ふたり暮らしで、必要に迫せまられて台所に立っていた。それなのに大雑把な料理しか作れない。

「この俺が必要で身につけた以上、自然と一流になる。何の不思議も不自然もないだろう？」

「はは……」

　アリンの頬に浮かんだのは苦く笑しよう。

「いずれにせよ、俺にとって重要な目的は他にある。食事は、そこに向けて生きるために必要なだけだ。神には勝てても、本当の一流職人に及およぶものではない」

　そう言いながら、シェバードは皆みなの食器を集めて手て際ぎわよく川の水で洗う。

「あたしがやろうか？　準備じゃあんまり手伝えなかったし」

「いや。貴様に任せるよりも自分でやった方が早く終わる。万一食器を流されでもしたら困るしな。手伝うくらいなら、手際の良さを見学するがいい」

「……まあ、実際こういう大きな川なんて不慣れだけどさ。島にはなかったし」

「王子様」という言葉からは思おもい浮かばない甲か斐い甲が斐いしさだった。

　王国連合や魔ま皇こう帝ていから追われ、命を狙ねらわれる――その境遇は似ていても自覚なく離り島とうで暮らしていたアリンと、王子として教育を受けていたシェバードでは重なる部分の方が少ない。どうしても話がかみ合わなくなってしまう。

「さて、昨日の廃はい屋おくのように都合のいい屋根が毎夜手に入る訳ではない。王国連合に追われる身としては、普通に街かい道どうを旅して街で宿を取るという訳にもいかないからな。今夜はここで野宿だ。火の番はジェーナとロアロに頼む。床ゆかも屋根もないのは辛つらいだろうが、アリンにも慣れてもらうぞ」

　説明しながら枝と枝の間に予備の毛布を張り、間に合わせの天幕にする。手慣れた仕草だった。

「うん。お休み」

　用意された寝ね床どこで、毛布にくるまる。夜風は冷たく、森から聞こえてくるのは耳慣れない鳥や獣けものの声だ。それでも、昨日よりは和なごむ。少なくともここは、誰だれかに抉えぐられた傷きず跡あとではないのだ。




　翌朝も同じように、他のふたりが集めた食材をシェバードが調理した朝食だった。木の実は昨日の残りだが、鳥の方は違う種類なので味付けを変えるという手の込みようだ。

　竈も片付けて出発した一行は、更に深い森の奥おくへと踏み入り、木々の間をすり抜け、長い斜面を登っていく。二日目ともなるとアリンも多少は慣れて、昨日よりは滑らかに歩いて行ける。

「もう俺が手を引かなくても大丈夫か？」

　一歩先を行くシェバードが振り返る。

「う、うん。ありがとね」

　何だか顔がまた熱い。思わず相手を見てしまう。

　基き礎そになる体力の差なのか。昨日までは気付く余よ裕ゆうがなかったが、シェバードの息が少し荒あらく、顔に汗もかいている。

「あの……そっちこそ、大丈夫なの？」

　アリンの声に、先頭を行くジェーナも足を止め、心配そうな顔で振り返った。

「俺の事なら心配は不要だ。強力な魔ま族ぞくであるお前たち三人に比べれば、どうしても体力が劣おとる。それは事実として受け入れよう。だが、一いつ緒しよに歩くのに不自由する程ではない。ジェーナは、いつものペースを維い持じしろ。今日中に遺跡に到とう着ちやくしたい」

「承知いたしました、我が主」

　すぐに正面に向き直り、元通りの速さで藪を漕ぐ。三人もそれに続く。

「その体力の話だけどさ。魔族って言われてもまだ実感ないんだけど……結局、魔族とか魔大陸って何なの？」

　黙っているのも気まずいので、ずっと気になっている事を訊ねてみる。

　熱を放つ力を持ち、剣も通じない身体だが、アリンの見た限りは人間と変わらない。ジェーナとロアロも、装いや持ち物が奇き妙みようなのを除けば同様だし、ジョジフは特別の力さえ持っていないという話だ。

「魔族は、神が人よりも先に作った生き物だと言われている」

　シェバードの口から、神話が語られる。

　かつて神は、創造の欲求の赴おもむくままに様々な生き物を作り出した。

　草を食はむ獣が増えすぎたら、それを狩る獣を。狩る獣が強すぎて均きん衡こうが崩れると、今度はより早く逃げる草そう食しよく獣じゆうを。その次には、俊しゆん足そくの獣も罠わなで仕留める知ち恵えあるものを。それが手に負えなくなると、空から襲おそうものを――。

　行き当たりばったりな創造の果て、最後に生み出された多様な知的種族が現在「魔族」と総そう称しようされる生物である。もちろんその際にも、先に作った魔族による不都合を新たな創造で補おうとしたせいで、無数の変種が作り出された。

「魔族は種類も数も増えすぎて、収しゆう拾しゆうが付かなくなった。己の失敗を悟さとった神は、世界を作り直す事を決意した」

「……なんか、神様って間ま抜ぬけね。場当たりっていうか」

「神が賢けん明めいで慎しん重ちようなら、この世界はもう少しまともだろうさ」

　シェバードの返答に、食事時の会話を思い出す。

　料理に例えるならスープが塩しお辛からいからといっていい加減な量の水を注つぎ足たし、味が薄うすくなったとまた山盛りの塩を加えるような愚ぐ行こうだ。

「やり直しを決めたとはいえ、これまでの生物を滅ほろぼすのも忍しのびない神は、新たに大陸をひとつ創造してそこへ封ふうじ込めたんだ。そして、魔族がそこから出ないように結界を張り、逃げようとするものを捕とらえ、あるいは仕留めるための番人――最強の魔族を最後に創造した。それが、灼竜族だ」

「ちょ、ちょっと待って！　最強の種族なんだよね？　神様が、魔大陸を封印するために作ったんだよね？　それが何で滅ぼされちゃう訳？」

　灼竜族――己の素す性じように関かかわる言葉を耳にして、アリンは尋ねた。

「物事には順番がある。まだ人間も生まれていない神話時代の話だ」

　シェバードは説明を続ける。

　前回の反省から、神はやり方そのものを改めた。即ち、完成した種ではなく『可か塑そ性せいを持つ命の精髄エツセンス』だけを地上に振りまき、生物が自然の摂せつ理りに従った結果として適切な均衡を生み出すよう変化――進化していくに任せたのである。

「そして再創造から一〇〇年の一〇〇〇倍を一〇〇〇〇回重ねただけの時間が流れ『命の精髄エツセンス』は多様に枝分かれしながら、人間という種を生み出すに至った。そう言われている」

「え？　じゃあ魔族と人間って直接の関係はないの？　こんなに似てるのに？」

　今の話が事実なら、生き物としては断絶している。しかも人間の形は進化によって自然に決まったもので、神が直接形作った訳ではないのだ。

「多くの魔族に共通する姿は、元々神が己に似せたものだ。元々の世界の摂理自体が神の意に沿うように作られているため、生物がそれに適応していくとこの形になった――という説が有力だな」

　シェバードは両りよう腕うでを大きく広げた。

「そして、人間の時代となって一〇〇〇年。様々な技術が発達し、文化が広まり、いくつもの国が建てられた」

　魔族の神話から人間の歴史へ。

　戦乱と平和、併へい合ごうと独立、侵しん略りやくと抵抗が幾度となく繰り返されながら、人の社会は発展していった。変わり続ける事こそが、神に定められた宿命であるかのように。

　一方で赤く輝かがやく結界に閉ざされた魔大陸は何も変わらず、人類とは無関係の遠い神話の名残なごりとなっていた。

「だが一五年前、突とつ然ぜん『灼しやく竜りゆうの結界』が消しよう滅めつした」

　シェバードの声は、強こわ張ばりを隠しきれない。

「それって、あたしの……灼竜族が滅ぼされたって事だよね？」

「魔族は、神がそれぞれ力を与えて創造した種族よ。だから『変化しない』のが基本になっているの」

　それまで黙っていたジェーナが口を挟んだ。

「閉ざされて程なくそれぞれの種族が有する能力に応じた役割に納まって、安定した社会が築かれ、それが何万年も続いていた。威狼族は狩る者、灼竜族は結界を守る者、従じゆう働どう族ぞくは仕える者というようにね。平和というのであれば、幾いく度ども戦乱が起きていた人界よりも魔大陸の方がずっと平和だったはずよ」

　予あらかじめ与えられた能力の差が覆くつがえせず、各種族が己の役割を全まつとうするのであれば、争いは起きない。起こす意味がない。

「だが、魔皇帝などと名乗る者が、穏おだやかだった魔大陸を変えた！」

　強く握りしめられた拳こぶしが震ふるえる。

「奴やつがどの種族の者なのかは知らない。はっきりしているのは奴が一部の種族を誑たぶらかして従えて戦乱を引き起こし、魔大陸の社会を滅め茶ちや苦く茶ちやにした挙げ句に支配した事。そして邪じや魔まな種族を滅ぼしたという事よ！」

「あたしの……灼竜族も？　最強の種族なんでしょ！」

「わたしも子供だったから、どんな戦いがあったかは知らない。ただ、像ぞう塊かい族ぞくを主力としてぶつけて、灼竜族と潰し合あいをさせたらしいわ」

「像塊族って確かロアロが……だよね？」

「確かく認にん要よう請せい。質問事じ項こうがあるのなら明確に提示してください」

　ジェーナの説明が事実なら、アリンとロアロは互いの種族の仇かたきという事になる。言葉を濁にごしながら訊ねようとしたが、ロアロから戻もどってきたのはやはり感情の窺うかがえない冷れい淡たんな返答だった。

「ロアロに訊ねても意味はない。像塊族というのは元々そういう種族だし、ロアロ本人が起動したのはつい最近だ」

　当人に代わって解説したのは、シェバードだった。

　像塊族は、神が世界を作る際の助けとするために創造した種族――『最初の魔族』だ。そのため汎はん用よう性せいに優れており、「命令に従順である事」を美徳とする。魔皇帝が支配者となった以上、従うのが当然だった。

「だからこそ、魔皇帝は自分以外の誰かが像塊族を利用するのを恐おそれたのだろうな。敢あえて灼竜族と相打ちになるような戦いを命じて、ひとり残らず死ぬように仕向けたらしい。俺も現場を見た訳じゃない。ジェーナから聞いた話だ」

「ひとり残らずって……じゃあ、ロアロは？」

「『最初の魔族』である像塊族は普通の動物とは違い、道具と植物の中間めいた性質がある。親から生まれるのではなく、株分けのような方法で新しい個体が誕生し、起動されるまで蛹さなぎに似た状態で何万年でも眠り続けている。生まれた時点で、最低限必要な知識を持っているしな」

　シェバードはロアロの頭を撫なでるように手を置いた。

「理解不能。シェバードがロアロの頭部に触ふれる行こう為いの意図が不明です」

「……気にするな。感謝するのもだ」

　気まずそうにシェバードが手を引っ込める。

「命令受諾。現時点以後、シェバードがロアロの頭部に触れる行為および感謝の意を表明する意図については確かく認にんしません」

「話を戻すぞ。魔大陸が作られる前は世界は魔族のものだったから、こちらの大陸――魔族風に言うなら人界か。そこにもいくつか当時の遺跡が現存している。神は魔族を押おし込めただけで、痕こん跡せきまで掃そう除じした訳ではないからな。その中のひとつに起動前の像塊族が一体だけ残っていたのを見つけて、俺が活性化させた」

「ああ、それで一歳さい未満って訳ね。まあ、そこまでは納なつ得とく」

　アリンだって自分の一族についてそれほど実感がある訳ではない。策に嵌はめられて灼竜族と像塊族が滅ぼし合う羽目になったとしても、ロアロ個人に責任はない。怒いかりを向けるべき対象がいるとしたら、それは魔皇帝だ。

「人間の文化や文明は独自の発展をしたけれど、一部はこっちの大陸に残った神話時代の魔族の痕跡から影えい響きようを受けているわ。例えば言葉はお互いに通じるし、文字も似ているから少し勉強すれば読み書きも難しくないの」

「今、俺たちが向かっているのも、そういう古い遺跡のひとつだ。そろそろ近いぞ」

「お待ちを、我が主」

　シェバードの言葉を、ジェーナが抑えた声こわ音ねで遮さえぎった。

「どうした？」

「遺跡付近に誰かがいます。音はまだ聞こえませんが、生き物の臭においが」

「動物という可能性はないか？」

「わたしは威狼族のジェーナ・ステッペンファング。父祖の名に賭かけて、獣と人の気配や臭いを間ま違ちがえたりはしません」

　潜ひそめた声で断言する。

「何者か確かめろ。ただし、まだ手を出すな」

「承知しました、我が主」

　短く答えたジェーナの姿が消えた。

　いや。正確には消失したのではない。

　助走せず、音も立てずに樹上に飛び上がり、木から木へと軽かろやかに跳ちよう躍やくしているのだ。枝も木の葉も揺らさずに。

　視線で追えたのは最初の数歩分だけ。すぐにジェーナの姿は生おい茂しげった木の葉に紛まぎれて見えなくなる。

「何、あれ……。すごい……」

　力や頑がん丈じようさには自信のあるアリンでも、あんな体術は使えない。山歩きを先導している時も速すみやかだったが、あれはシェバードや自分に合わせて加減してたのだろう。全く比較にならない動きだった。

「威狼族は狩人かりゆうどの種族。腕わん力りよくや持久力も人間より遙はるかに優れているが、何よりの武器は鋭えい敏びんな感覚と敏びん捷しよう性せい――そして本来ならば一族の結束だ。血の連なりそのものが威狼族にとって最大の力となる」

　その名の通り狼おおかみの如く潜み、追つい跡せきし、群れを成して確実に獲物を取り囲み、追おい詰つめ、仕留める。その技は当然狩しゆ猟りようのみならず戦争においても役立つが、他への干かん渉しようを嫌きらい、他からの干渉を拒こばむのが威狼族の誇り。

　無意味な戦いや虐ぎやく殺さつ、支配と被ひ支し配はい、侵略――それはかの一族には縁えん遠どおいものだ。生きるために奪うばった命に敬意を払はらい、己おのが死を流る転てんする命の宿命として静かに受け入れ、死後は精せい霊れいとなって子孫たちを見守る。

　そんな哲てつ学がくと数の多さ故ゆえに、威狼族は魔大陸に於おいて「多様な魔族が互いに役割を分担して形成する社会」からは半歩退いた立場の、独立した民族だった。

　だから新参の支配者である魔皇帝にも従わず、人界との戦争に兵として加われという要よう請せいも拒きよ否ひした。それどころか開戦そのものに反対した。魔族は、魔大陸の中だけで問題なく生きていけるからだ。

「故に、悉ことごとく殺された。魔皇帝の支配を受け入れた他の魔族たちによってな。威狼族が優れた狩人であっても、他の全種族が結集した軍隊には敵かなわない。初めは抵抗し、徐々に押され、逃走に転じ、追い詰められ、狩り立たてられた。人魔大戦終結後もだ。三年前にとうとう長の娘むすめであるジェーナだけが残り、魔大陸を脱だつ出しゆつした」

「そんな……」

　灼竜族、像塊族、威狼族――どれもが既すでに滅ぼされ、ここにいるのが最後の生存者。

　アリンは魔族と言っても、今までずっと人間として生活してきた。魔皇帝や王国連合に憤いきどおりは感じるが、一族の仇と言うよりもギース島の皆を、そして父であるジョジフの安全を脅おびやかす存在としてだ。ロアロにしても、起動してから一年も経たっていない。

　だが、ジェーナは自らの仲間が戦い、敗れ、死んでいくのをつぶさに見ていたのだ。

　もしも島の皆が殺されたら――我が身みに置おき換かえた想像に、アリンは身体を震わせる。

「戻りました、我が主」

　不意に、声がする。

　消えた時同様、ジェーナが音も無く戻っていたのだ。

「敵は王国連合の正規兵。数は一〇。それに武装していない者が一名。遺跡入り口で調査をしているようです」

「だろうな」

　木樵きこりや猟りよう師しも滅めつ多たに立ち入らない山やま奥おくだ。踏ふみ込んだ者が鉢はち合あわせするとしたら、同じ目的があったと考えるのが自然だ。

　ジェーナの案内で進んで樹の間から見下ろすと、一段抉れて窪くぼんだ土地の岩いわ肌はだに張り付くように目的の遺跡が存在していた。

　一見すると門のようだが、岩に直接刻まれている。扉とびらに見える部分も一枚岩で、どこにも取っ手や蝶ちよう番つがいが見当たらない。人間の建築様式とは異なる、複雑な曲線を組み合わせた抽ちゆう象しよう的てきな造形だ。

　その前で兵士たちが顔を寄せて細部を調べたり、小さなハンマーであちこち叩たたいたりしている。ひとりだけ武装せずに兵士たちに指示を飛ばしている男は、学者か何からしい。まだ距きよ離りがあるので個々の顔立ちや表情までは判別出来ない。大きな天幕を張っているのは、数日がかりで調べるためか。

「俺たちは海岸から最短距離を直行したから二日で着いたが、人里からは遠い場所だ。最も寄よりの村からでも四、五日はかかる」

　地理に疎うといアリンのため、シェバードが小声で解説する。

「……って事は？」

「連中も、島に来たのと似たような目的だろう。灼竜族を捜すために国中に捜そう索さく隊たいを放ち、同時に何か手がかりがないか、魔族時代の遺跡も調べているという訳だ」

「どうすんの？」

「ここで出くわしたのは幸運だな。アリンのための武具を奴らに奪われても困る。よって確実に潰す」

　シェバードの口くち唇びるに酷こく薄はくな笑えみが浮うかんだ。

「アリンはまだ戦い慣れしていないから、ここはジェーナとロアロに任せる。ふたりとも、頼たのんだぞ」

「言われずともそのつもりです、我が主」

「命令受じゆ諾だく」

　シェバードの命を受け、ジェーナが一気に急きゆう斜しや面めんを駆かけ下おりる。

　ロアロは背の荷物を降ろし、銀色の塊を基本状態――熊の人形に戻すととことこと歩き出した。斜しや面めんが平面であるかのように、傾かたむきに対して垂直に立った異様な姿勢だ。

「何だ？」

　気づいた兵士が声を上げたが、驚おどろくだけで身構えもしない。山さん賊ぞくや野や獣じゆうならともかく、たったふたり、大した武器も持っていない少女なのだ。

「わたしの名はジェーナ・ステッペンファング！　威狼族の生き残り！　一族の復ふく讐しゆうのため王国連合の兵を討うつ！」

　名乗りを上げ、走りながら、ジェーナは右腰こしの短たん剣けんを抜ぬき、投とう擲てきする。

　一直線に空中を奔はしった鉄色の光が、最も近い兵士の喉のど笛ぶえを貫つらぬいた。

　口と傷口から鮮せん血けつを溢れさせ、男は悲鳴さえ残さず仰あお向むけに倒たおれた。

　即そく座ざに短剣が血の糸を引きながら手元に戻る。

　柄尻に結んだ極ごく細ぼその鋼線が腕うで輪わに内蔵されたリールに繋つながっており、手首や指の動きで巧たくみに操作出来るのだ。

「て、敵だぁーっ！　敵てき襲しゆうーっ！」

　隊長らしき男が叫ぶ。ようやく全兵士が剣けんを抜き放つ。

　しかし、既にジェーナは隊長の目の前まで接近していた。

　抜いた剣を振ふる間さえ与えず、今度は左手の短剣で水平に喉のどを切きり裂く。

　相手の身体が反応するよりも早く跳躍し、更に肩かたを蹴けって飛び上がる。蹴られた反動で倒れた死体から、ようやく血が流れ出した。

　空中から別の敵目め掛がけて二本を同時に投げる。

　時間差で襲いかかった刃はに兵士は対応しきれない。一本目は辛かろうじて防いだが、次が喉笛を貫く。

　空中で剣を手元に戻したジェーナが着地したのは、第四の犠ぎ牲せい者しやの背後。

　低く身を屈かがめて、膝ひざの裏に刃を滑すべらせる。

　気管や心臓のように一いち撃げきで絶命する訳ではない。しかし太い血管が通っているにもかかわらず装そう甲こうを施すのが難しく、傷つけられれば歩く事さえ覚おぼ束つかない絶対の急所だ。

　跪ひざまずき、己の流血にまみれてのたうつ兵士を放置してジェーナは低い体勢のまま獣のように疾しつ走そうする。

「このぉっ！」

　兵士が剣を振り下ろすが、切り裂けたのは残像だけ。

　下方から伸び上あがりざまに肋ろつ骨こつを避さけて脇わき腹ばらに致ち命めい傷しようを与えると、そのまま片手で倒とう立りつしながら五人目の頭上を飛とび越こす。

「ば、化け物は構うな！　こ、こっちだ！　こっちのガキを狙え！　仲間なら人ひと質じちになる！」

　ジェーナより遅おくれて到とう達たつしたロアロへ、剣を掲かかげた兵士が三人襲いかかる。

　しかし、ロアロが突つき出だした銀の熊がとろけるように変形して、枝分かれして伸びた。

「うわっ！」

　異様な現象への驚きよう愕がくが、兵士たちの足を止めた。

　銀の触しよく手しゆが六本、屈くつ強きようの男たちに絡からまり、縛しばり上げる。

「た、助けて……。助けてくれぇっ！」

　怪かい物ぶつに囚とらわれた三人は、恥はじも外聞もなく泣なき叫ぶ。

「命令処理。ロアロはシェバードから事前に『命いのち乞ごいする者であれば殺すな』との指示を受けています。よって懇こん願がん受じゆ諾だく」

　捕ほ縛ばくし、頭上に掲げた三人を見もせずにロアロは呟つぶやく。

「ひっ！　ひいぃいぃっ！」

　強敵と呼ぶのも愚おろか。抵抗不能の圧あつ倒とう的てきな脅きよう威いに、残るふたりの兵士と学者が散り散りになって逃にげ出す。

「逃とう走そう確かく認にん。対象の捕ほ獲かくを試みます」

　ロアロの触手が更に枝分かれしたが僅わずかな距離しか伸びず、逃げる男たちには届かない。変形は自在でも、体積や質量が無限に増える訳ではないのだ。

「叔父おじ上、姉者、頼む！」

　ジェーナは走りながら、ヒュウと短く口笛を吹ふいた。

　同時に、彼かの女じよの傍かたわらに幻まぼろしのように青白く半はん透とう明めいに輝く狼が二頭現出した。

　併へい走そうしていた獣は仄ほのかな光を放ちながらジェーナを追い越し、それぞれ逃げる兵士へと肉にく薄はくし、強きよう襲しゆうする。

「何、あれ？」

　戦うふたりに遅れて窪くぼ地ちへと下りてきたアリンが、シェバードに訊ねる。

「威狼族の能力だ。かの一族の魂たましいは死後一〇〇年狼ろう精せいとなって現世に留とどまり、最も血けつ縁えんが近い生者の召しよう喚かんに応こたえて力を貸してくれる」

　血の繋がりそのものが武器というのは、生きている群れだけの話ではなかったのだ。

　二頭の狼精がそれぞれ標的の足首に噛みつく。光の牙きばは難なく革の長ちよう靴かを貫かん通つうして腱けんを切り裂く。速度を失った男たちが地面に引ひき倒される。

　ジェーナ自身は足をもつれさせて転んだ学者を、馬乗りになって押さえ込んでいた。
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「お、お前は威狼族なのか？　魔族の……？」

「そうだ。わたしはジェーナ・ステッペンファング」

「ステッペンファング……威狼族の長の称しよう号ごう？　女はその名を継つがぬはずだが？」

　このような状況でも学者としての好こう奇き心しんが恐きよう怖ふに勝まさるのか。男は青ざめた顔で、しかし本物の魔族に遭そう遇ぐうした好こう奇きに目を輝かせながら敵に訊たずねた。

「わたしは長の家系の――いや、一族の最後のひとり。だからこの号を受うけ継いだ。継がねばならなかった。継がせる相手はもういないのに！」

　既に血に濡ぬれ、赤く染まった刃が、学者の喉に向けられる。

「は、話に聞いた事があるぞ！　威狼族は自分たちに刃を向けた敵と、食べるための獲え物もの以外は殺さない、それが誇りだと」

　学者の懇こん願がんを耳にしてアリンも気付く。

　威狼族の哲学に基づけば「復讐」は肯こう定ていされない。「己が生きるためではない殺し」は忌き避ひし、軽けい蔑べつすべき行為のはずだ。

「わ、私はただの学者だ。遺い跡せきの調査に雇やとわれただけ。兵隊じゃない。戦う気もない。助けてくれ！」

「人間が、その汚よごれた口で威狼族の誇りを語るな！」

　ジェーナの声が一気に沸ふつ騰とうした。

「わたしが誇り高たかき狩人としての生き方を捨て、復讐者になったのは魔皇帝、そして奴と癒ゆ着ちやくした人間ども――王国連合のせいだ！　それに与くみする者は全すべてが我が一族に刃を向けた仇きゆう敵てき！」

　鎧よろいを身につけていない無力な心臓に切っ先が向かう。

「やめろ、ジェーナ！」

　シェバードの声が短剣を止めた。

　血が滲にじみ、学者のシャツに赤く広がって――止まる。

　皮ひ膚ふのごく浅いところまでしか刃は届かなかったのだ。

「予め命じておいたはずだ。逃げる者、命乞いする者は殺すな。そのまま帰せとな」

「しかし誇りも自覚も持たず、魔皇帝と王国連合の走そう狗くとして生きる者の生に価値などありません。ひと思いに殺す方が慈じ悲ひという考えも……」

「言ってみろ、ジェーナ。今のお前の主は誰だ？　お前が従うべき長は誰だ？」

「……貴方あなたです。シェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワース」

「そうだ。お前は一族の禁を破り、復讐を誓ちかった時点で、誇り高き真の狼である事を自ら放ほう棄きした。お前は俺おれの狗いぬだ！　闇やみ雲くもに恨うらみを振り回まわす事は許さん！」

「……承知しました、我わが主」

　両腰の鞘さやに剣を収め、ジェーナは苦い表情で項うな垂だれて首輪に触れる。立ち上がり、兵士を組くみ敷しいている狼精へ近寄っていとおしげにその首筋を撫でた。

「叔父上も姉者もありがとう。ちゃんと、わたしに応えてくれて」

　感謝の言葉に応えるように短く吠ほえると、狼精は薄れて空気に滲むように消滅した。

　こちらのふたりは地に倒されただけで、命に別状はない。特に命じられない限り、狼精は同どう胞ほうが食わぬ獲物は殺さないのだ。

「お前たちも怪け我がをした脚あしで山道は辛いだろうが、支え合えばどうにか帰れるだろう？　すごすごと逃げ帰かえって県令バルフォアに伝えるがいい。ランデルワースの王子が魔皇帝に従わない魔族の姫ひめ君ぎみ三人と一緒に、王国連合に牙を剥むくとな！」

「ラ、ランデルワースの……王子……？」

　兵士のひとりがあっけにとられた表情でシェバードを見つめる。

「そうだ。人魔大戦の戦せん端たんを開いたという濡れ衣ぎぬを着せられ、正義と平和の美名の下に国を滅ぼされたランデルワース王の忘れ形見だ！　違わずに伝えろ！」

「は、はい……っ！」

　ロアロの束そく縛ばくから解き放たれた三人が歩けないふたりを支え、学者を引き連れ、生き残りたちは大急ぎで――しかしよたよたと森の中へ消えていく。その気配が完全に消えた後、ジェーナが真顔でシェバードに向き直る。

「主と認めた以上、命には従います。しかし、何な故ぜ敵兵を逃がせと仰おつしやるのですか？　尻尾しつぽを巻いて立ち去ったとしても、いずれ傷が癒いえれば再びわたしたちの敵となるでしょう。こちらの情報も伝わります。確実に仕留めるのが得策ではありませんか？」

「殺さなくてもいいなら、殺さずに済ませていい……と思うな、あたしは」

　アリンとしては、正直ほっとしている。

　島では自分自身が狙われたから思わず身体が動いてしまったが、必要もないのに殺すのには忌避感を覚える。

「……お前がそう思うのなら、今はそれでいい」

　どこか不ふ機き嫌げんそうに返答したのは、シェバードだった。

「それと今、濡れ衣って言ってたよね？」

「……そうだ。ランデルワース王――父が人魔大戦のきっかけを作ったというのは、王国連合上層部の連中が広めたデマに過ぎん」

「それってどういう……」

「俺の素性や過去などどうでもいい事だ」

　アリンが言いかけた言葉を遮って、それっきりシェバードは口を噤つぐんだ。

　今まで訊たずねなかったのが迂う闊かつだった。単に祖国が滅ぼされた、親を殺されたというのではない。多分、アリンよりもよっぽど複雑な事情があるはずだ。最初に会った時にすぐ名乗らなかったのも、何か理由があるのかも知れない。

「俺たちは、魔皇帝と王国連合を倒すという目的を共有している」

　シェバードの言葉が、気まずい沈ちん黙もくをかき消した。

「だから互たがいに協力する。それだけで充じゆう分ぶんだ。それぞれの力を存分に発揮するために俺が指揮を執とり、お前たちが戦う。そのうちにこんな程度ではない、もっと相応ふさわしい戦場も用意してやろう」

　ポン。

　シェバードの手が肩を叩く。触れた手の冷たさで、アリンは体温が上がっているのを自覚した。慌あわてて呼吸を整え、気持ちを鎮しずめる。もう少しでまた服が燃えるところだった。

　一いつ瞬しゆん――ほんの一瞬だけ。

　彼かれの顔に笑みが浮かんだような気がした。寂さみしげで優やさしい笑みが。

　こんな顔だってできるのに、どうして普ふ段だんは必要以上に高こう慢まんで不ふ遜そんな態度を取るのか。ジェーナの事を狗と呼ぶのも解げせないし。

「そ、それともうひとつ」

「何だ？」

「さっき、あの兵隊連中にあたしの事を『姫ひめ』って……」

「そう呼ばれるのは、嫌いやか？」

「嫌って訳じゃないけど……」

　灼竜族の長の娘なのだから、間違いではない。現にジョジフもそう呼んでいた。しかし、改めて大っぴらに言われると何だか耳の奥がこそばゆい。しかもシェバードの方は本物の王子なのだし。

「狙いがあっての事だ。別にお前のご機き嫌げんを取っている訳じゃない。どうしても不満というのなら改めるが」

「そ、それじゃ別にどっちでもいいし、あなたが好きなようにやっていいわよ。もう一緒に戦う仲間なんだし、細かい事考えるのは苦手だから、そっちに任せるし」

　そっぽを向いて答える。

　胸の中に、もやもやしたものがある。

　身体を駆け巡めぐる熱とは違ちがう。熱いけれど、柔やわらかい何か。

「仲間か。はっきりそう言ってくれると、正直ありがたいな。何しろ世界を支配する連中が敵だというのに、こっちは現状でたったの四人だ。しかも俺は、お前たちほどには強くはない」

「そ、そうだね。あたしは一昨日会ったばっかりだけど、ジェーナやロアロとはずっと一緒に戦ってるんだし、シェバードが嫌な奴だったらそんな事にはならないだろうしさ」

　自分よりもずっと長く、シェバードと一緒に旅をしている仲間――まだ子供のロアロはともかく、ジェーナは年とし頃ごろで美人だ。しかも『シェバードの狗』なんて自じ称しようしているし。

　微び妙みようなものを感じるけれど、四人が仲間であるのは間違いない。アリンは笑いながら、右みぎ腕うででジェーナと肩を組んだ。ロアロとは身長が違いすぎるので、左手で頭を撫でる。

「ちょ、ちょっと！　いきなり触さわらないで」

　ジェーナが、微かすかに頬ほおを染める。

「あ、ごめん。嫌だった？」

「嫌という訳ではないけど……他人の匂においが移るのは困るの」

「えっ？　ご、ごめん？　あたし、汗あせ臭くさかったりする？」

　言われて、腕うでを離す。

「そうじゃないわ。普ふ通つうは気にならない程度だけど、わたしの武器は体術と五感よ。匂いでも相手の区別が出来るし、他の人の体たい臭しゆうが身体に付くとそれだけ感度が乱れるの。だからよほどの事がない限り、他人と直接肌はだを触れ合わせる事はない」

「そ、そっか……。そういう事ね。ごめんごめん」

　自分は、何を狼狽うろたえているのだろうか。

　己の戸と惑まどいそのものに戸惑うアリンの気持ちには気付かず、ジェーナは言葉を続ける。

「わかってくれると助かるわ。この服装も動きやすさだけでなく、素す肌はだで空気の動きを感じ取るためのもの。威狼族の伝統的な装束よ」

　一族の名を口にした瞬しゆん間かん、ジェーナの顔が誇ほこらしげに輝く。

「うん。わかった」

　出会ってまだ二日だ。まだ知らない事だらけ。一緒に戦う仲間なら、お互いにもっと理解し、慣れた方がいい。何しろアリンに限って言えば、自分自身についてもよくわからないのだから。

「意図不明。シェバードがロアロの頭に触れる行為は意図や事情を不問にすると確認済みですが、アリンの場合も同様の処理をするべきでしょうか？」

「え……えーと……」

　こっちの手も離はなした方がいいのだろうか。ロアロのこの口調に慣れるのは難しそうだ。

「……それで構わん」

　ひと呼吸迷った後、シェバードは答える。

「その行動は親愛の情――と言ってもお前には理解しづらいか。要するに俺やアリンが、お前と目的を共有し、行動を共にするという事を確認するための習慣であって、個別の動作に格段の意味はない」

「理解完かん了りよう。ロアロの頭部に触れる行為を、以後そのように理解します」

「要するに、してもいいって事だよね」

　くすっと笑い、アリンは改めてロアロの頭を撫でる。

　奇妙な銀色だが、手て触ざわりは普通にさらさらしていた。

「もちろんジェーナも含ふくめ、この四人の間での日常的な行動だけだ。それ以外の者の接近や接せつ触しよくに対しては従来通りの警けい戒かいを怠おこたるな」

「理解完了」

「さて、肝かん心じんの遺跡だ。開かい封ふうしろ」

「命令受諾」

　とことこと歩み寄ったロアロは、銀の熊くまを遺跡表面の彫ちよう刻こくに押し当あてた。例によって熊がぐにゃりと変形して、模様を埋うめるように広がっていく。そのまま、目を閉じて念じるような表情になる。

「ね。ちょっと訊ききたいんだけど……」

　作業に集中しているロアロの邪魔をしないよう、小さな声でシェバードに訊ねる。

「あの熊が像塊族の武具？　あたしにも、ああいうのがある訳？」

　武具がああいう物なら確かに成長した身体にも合うだろうが、ちょっと想像がつかない。そもそもどうやって操あやつっているのか。

「いや、違う。灼竜族の武具というのがどんな物かは俺も知らないが、あれはロアロ自身の肉体の一部だ」

「肉体？」

「本来、像塊族は自在に変形可能な身体を持っている。だが、俺とジェーナが見つけたロアロの原型は古く、劣れつ化かが進んでいた」

　神話の通りなら魔ま族ぞくがこちらの大陸から消えて以来、最低でも一〇〇年の一〇〇〇倍を一〇〇〇〇回重ねただけの期間放置されていた事になる。

「その上、初期設定の手順も見み様よう見み真ま似ねでな。小さな本体と、自在可か塑そ部分が分かれた形でしか起動出来なかった。もちろん他の像塊族に訊ねる訳にもいかないから、使い方も試し行こう錯さく誤ごだ」

　あの熊も、ロアロの外見で持ち歩いてぎりぎり不自然でないよう考えた結果。そうシェバードは説明した。

「薄うすく広げて伸のばすのはある程度までは可能だが、あれより縮めるのは無理だった。せめて色が変えられれば、いくらでも自然な偽ぎ装そうが出来るんだがな」

「じゃあ、ジェーナは何か知らないの？　灼竜族の武具の事」

　反対側に顔を向けて訊ねる。彼女は他と違って魔大陸で暮らしていたのだから、見た事くらいはあるかも知れない。しかし、期待に反してジェーナは首を横に振った。

「残念だけど、わたしも詳くわしくは知らないわ。わたしが物心ついた頃ころにはもう魔ま皇こう帝ていが灼竜族殲せん滅めつをほぼ終えていたし、父様たちから話に聞いただけだもの」

「人界と魔大陸の間には、まともな交流が皆かい無むだったからな。完全に途と絶ぜつ、という訳でもないが」

　シェバードが更さらに説明を加える。

　灼竜族の結界も完かん璧ぺきではない。小魚が網あみの目をすり抜けるように、力の弱い個体、魔族としての特性が小さな個体なら希まれに通とおり抜ける事もある。仮に一〇〇年に一体であっても、長い時間の中ではそれなりの数になる。

「そういう例外から得られた断だん片ぺん的てきな情報が古文書に残され、さっきの学者のような連中はそれを研究しているという訳だ。そして言うまでもないが結界の守り手当人が魔大陸を離れる事はないから、灼竜族に関してはほとんど不明。結局は、現物を見るまではわからないという事だな」

「開封成功。内部に仕し掛かけられた施せ錠じよう装置を解除しました」

　声と同時に、銀の流体がロアロの手元に集まって熊の形に戻る。

　ゴゴゴ……と重苦しい音を立て、岩の扉が下方へ沈しずんでいく。

「こんな仕掛け……父さんはどうやったのよ？」

　隙すき間まから手を入れて操作するのなら、像塊族以外には動かせない。

「見た目も力も人間と大差ないが、ジョジフは従働族だ。何か特別な力があったんだろう。それもついでに聞いておくべきだったな」

　アリンの疑問を、シェバードはあっさりと流した。既に実行され終わってしまった事に拘こだわっても意味はないという事か。

　やがて扉が完全に開くと、中は意外に小さな部屋だった。奥おくに箱がひとつだけ置かれている。鉄でも銅でもない奇き妙みような金属製で、一いつ切さい飾かざり気けのない地味なものだ。大きさはちょうどひと抱かかえ程度。入れ物の形はジョジフから知らされた通り。彼も、中身までは見ていないという。

「あたしの武具かぁ。やっぱり剣とか鎧とか、そういうのだよね、きっと」

　中身が武器だろうと防具だろうと、自分だけのために存在する品物だ。だったら素す直なおにもらってしまって構わないはず。現に誰だれも止めないのだし。

　弾はずむ足取りで駆け寄より、蓋ふたに手をかける。見た目の印象より重く、硬かたい。普通の人間なら開けるのも苦労しそうだ。蝶番がきしむ耳みみ障ざわりな音を立てて、ゆっくりと蓋が開いた。

「へ？」

　目にしたのは、意外な品だった。

　剣でも鎧でもない。

　装そう飾しよくが施ほどこされた金属製のリングから短い鎖くさりで赤い宝石がぶら下がっている、単なる首飾りチヨーカーだった。
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「一隊、行方ゆくえ不明だと？」

　連合委任領ランデルワース・クレモン県政庁――県令執しつ務む室しつでバルフォア・ゼフ・ブルーデンスは部下の報告に眉まゆを顰ひそめた。

　鍛きたえられた若い肉体を包つつむのは、王国連合将官の制服。地域一帯の政務を預かる県令職と軍司令官を兼けん任にんしているのだ。

　豪ごう奢しやな椅い子すの肘ひじ掛かけに片かた肘ひじを突き、手の甲こうに顎あごを乗せている。彫ほりの深い、知性と武勇の調和した顔が、剥き出しの不機嫌で歪ゆがんでいた。

「はい。南岸地方及および周辺の島々を担当している部隊ですが、早々に連れん絡らくが途と絶だえまして」

　額の汗あせを拭ふきつつ、曖あい昧まいな半笑いで報告する男――『竜』探たん索さく部隊監かん察さつ官かんは「恐らく海かい賊ぞくか山賊にでもやられたか海で遭そう難なんでもしたか」と推測を付け加える。

　バルフォアは、ふんと鼻を鳴らした。

　クレモン県は旧ランデルワース王国の南西部、かつての国土の六分の一を占しめる領域だ。人魔大戦は国土を荒こう廃はいさせる事もなく終結したため、かつての王族の別べつ邸ていがそのまま政庁として用いられている。

　ここも元々は王族が私的な謁えつ見けんをするための部屋で、高い天てん井じようからはきらびやかなシャンデリアが吊つるされて夕刻の室内を光で満たし、椅子の周りには音おと漏もれを防ぐための分厚い幕が垂らされている。ただし、往時のままの内装ではない。かつての国王を偲しのばせるものは破は棄きされ、交こう換かんされている。

　真新しい椅子の座すわり心地ごこちの悪さも、バルフォアを不快にする一因だった。高価で上質ではあるが、長年使い込まれ、代々受け継がれた家具に備わる風格に乏とぼしい。望んだ椅子はこれではない。願った居城はこの程度ではない。

　ブルーデンスの名が示す通り、傍ぼう系けいであってもかつての王に連なる血筋として、目指すのは更なる高み。

「海でも山でも、この半月の間に訓練を積んだ正規兵が遭難するような荒こう天てんはあったか？　それとも、我が軍の兵士は山賊ごときに殺されるほど無能か？」

　澱おりのように積み重なった憤ふん懣まんが、バルフォアの声を尖とがらせる。

「い、いや……しかし一部隊は五、六人程度ですし、相手が数を頼めば……」

　部下が口ごもり、髪の薄くなった額の汗を拭ぬぐった。既に中年で、身体のあちこちに余計な肉が付いている。

「それほど規模が大きく、統とう率そつの取れた盗とう賊ぞく団が存在するのなら、それ自体が王国連合にとって危険ではないか。秩ちつ序じよに従わぬ不満分子が徒党を組んでいるのであればな」

「そ、それはそうですが……」

　平民出身ながら有能な指揮官として、ランデルワース王国時代に最下級の貴族身分である一代騎き士しの称号を得た男だと聞いている。しかし、今は昔の勤勉さにはほど遠い。現状を出世の頂点として満足してしまっているのだろう。

　灼竜族の生き残りがいるという話が本当ならば見過ごせないが、はっきりした証しよう拠こがある訳でなく、どこにいるかも手がかりなし。連合に属する各国各県が領内を隈くま無なく調べるという、大規模で重大ではあってもあやふやすぎて本ほん腰ごしを入れづらく、目に見える成果が上がりにくい任務である。

　だからこそバルフォアは充分な人数を回し、徹てつ底てい的てきに調査するよう厳命してある。

　成功すれば連合内での発言力も高まり、県令以上の地位へと大きく前進する。

　クレモン県は大陸の南西岸、即すなわち魔大陸に最も近い領域だ。灼竜族の生き残りを連れてこちらに渡わたった魔族がいるとして、幼子を連れて長い旅は難しかっただろう。素す性じようを知られぬよう転々とするか、それともひとつ処に腰を落ち着けて地元に馴な染じみ、溶とけ込むか。後者を選んだのなら、獲物が己の網にかかる公算は大だ。

「消息を絶った者に代わる新たな班を当とう該がい地域に派は遣けんしろ。それと、山さん賊ぞく海かい賊ぞくなどが潜んでいるかも知れないというのなら、そちらへの警戒と調査のために別に人員を割さけ。人手が足りないのなら、政庁警備隊から回しても構わん」

「は？　はあ……」

　王国連合が成立し、魔族とも和解している現状では「外敵」への警戒は最小限で充分。まして委任領として保護と監かん視しの中に置かれている政庁を厳重に守る必要はない。こちらが有しているのは圧倒的な「組織」と「数」の力だ。見くびらず、怠らず、奇きを衒てらわず、充分な人手を投入して着実に作業を進めていけばいい。

「りょ、了りよう解かいしました。その通りに……」

「県令閣下に緊きん急きゆう報告！」

　その時、不意に伝令兵が執務室に駆け込んできた。

「どうした？　私と県令閣下が会見している時に無礼だろう！」

「申し訳ありません。しかし至急との事ですので……。南東部に送った捜索隊第七班及び八班が消息を絶ちました。また、ギレール山中の遺跡の調査に当たった別働隊が、謎なぞの一団と遭遇して敗走したとの早馬が到とう着ちやくしました！」

　伝令兵は直立不動のまま、早口で叫さけぶ。

「この件に関する報告は、県令閣下の前にまず私に伝えるのが手順だろうが！」

　監かん督とく官かんが不快を露あらわにした。自分の時間に乱入されたという理由だけではない。捜索隊の不始末を直接バルフォアに告げられては、一いつ切さいのごまかしが利きかない。

「構わん。直接聞こう。詳しく話せ。まずは敗走の方だ」

　視線で監督官を黙だまらせる。

『竜』の手がかりになる可能性も考え、山奥に残る魔族時代の遺跡を調べさせるために別働隊を送っていたのだが、それが正体不明の一団と交戦。五人が殺され、学者を含む生き残り六人が逃げ延のびて報告したのだという。

「敵は僅か四人、しかも実際に戦ったのはふたりだけとの事です。……恐おそらくは魔族かと」

「魔族？　この大陸に、魔族が現れたというのか？　王国連合と魔皇帝が交かわした約定を破って？」

　バルフォアの眉がぴくんと跳はね上がる。王国連合と魔皇帝の間には和わ睦ぼくが成立し、互いの領域を侵おかさず、特別の許可を得た者以外は大陸間の渡と航こうも行わない事になっている。試験的に始められた貿易にしても、連合直ちよつ轄かつ事業で一いつ般ぱんの商人などは介かい在ざいしていない。

　交戦したのは人間離ばなれした身のこなしで奇妙な技わざを使いこなす娘と、自在に変形する奇妙な武器を手にした年とし端はもいかぬ少女。他には交戦に加わった訳ではないが、やはり十代半ばと思おぼしき娘と少年がひとりだけ――生き残りの証言を記した書類が読み上げられる。

「あくまでも生せい還かんした兵士の証言であり、事実と確定した訳ではない。実戦の恐怖で混乱して幻げん覚かくを見たか、敗戦の責任を逃のがれるための虚きよ言げんの可能性も考こう慮りよすべき――と、報告を受けた現地司令部の士官が書かき添そえています」

「いや。あくまで本物の魔族と想定すべきだな。四人組の人相、能力、戦法――その他どれほど些さ細さいでも覚えている事全てを生き残りから詳しよう細さいに聞き出し、更にその情報を文書化して全軍で共有しろ」

　第七、第八の両班が担当する地域はギレール山に近い。同じ連中に出くわして殺されたと考えるのが自然だ。それにしては捜索隊は全ぜん滅めつさせ、遺跡の別働隊は一部を見み逃のがしたというのは解せない。何故助かったのかも、詳細に調査する必要がある。

　生き残りがいる場合は日付も特定出来るが、全滅した捜索隊の方はいつ戦ったのかもわからない。海岸部が先か。内陸の方が先か。標的の移動経路も現状では不明だ。

　いずれにせよ我が軍を害する敵がいるのであれば、その位置を特定し、戦力を把は握あくし、その上で相手を上回る戦力を用意して包囲し、すり潰つぶせばいい。

「魔族というなら『竜』が本命だが、それ以外の可能性も検討する必要があるな。最低でも魔族がふたりいるのなら、『竜』以外にも魔皇帝に従わぬ者がいるという事だ。場合によっては連合上層部を通じて厳重な抗こう議ぎを申し入れる必要がある」

　半ばは己おのれの思考を整理するため、半ばは周囲に聞かせるために、バルフォアは呟く。

「そ、それがその……報告に続きが……」

「何だ？　さっさと言え」

「四人の中の唯ゆい一いつの男性がランデルワースの王子シェバードを名乗ったとの事です」

「何だと！」

　バルフォアの語気が強まる。腰が椅子から浮き上がる。

「い、いえ。もちろんその者が自称していただけという事で、確たる証拠がある訳ではありませんが……。そして他の三人は魔皇帝に従わぬ魔族の姫だと……」

「あり得ん……」

　声に出した後で、口くち唇びるを噛かみしめる。

　今の呟きは、部下たちに聞かれただろうか。

　八年前の「大統一」の際、ランデルワース国王と王おう妃ひは城内で捕とらえた後、公開処しよ刑けいされた。だが、一いつ緒しよに首を落とされた王子は連合が用意した替かえ玉だまだ。シェバードは僅かな近習と一緒に逃げ延びている。その事は、連合でも限られた者だけが知る秘密だ。

　しかし、バルフォアらが知るもうひとつの秘密がある。

　極ごく秘ひに続けられた捜そう索さくによって逃とう走そうするシェバードは五年前に発見され、追つい跡せきした兵士が死を見届けているのだ。二度死んだ者が、未いまだ生きているなどあり得ない。

「政庁警備隊は最小限だけ残して、後は全部探索班に回せ。各地の駐ちゆう留りゆう治安隊から動員して構わん――いや、動員しろ。確実にその四人の足取りを捕らえ、全員仕留めろ」

　指示を与あたえて監督官と伝令を下がらせると、バルフォアは改めて座り直す。身体が落ち着かず、思わず脚を揺ゆすってしまう。やはりこの椅子は座り心地が悪い。

「……何故だ？　何故シェバードが生きている？」

「不安なの？　王家の生き残りがいるからって、そんなに狼狽うろたえちゃって」

　背後の分厚いカーテンが揺れ、どこか舌足らずで硬こう質しつなソプラノが耳を侵した。

　姿を見せたのは、奇妙な姿の少女だった。

　まだ十代半ばの大人になりかけた身体を包むのは、両りよう肩かたや背中を広く出した半はん裸らに近い服装。それなのに両手足は刺とげ々とげしい意い匠しようの鎧で固めている。

　装い以上に異様なのは、こめかみのあたりから生えている左右の角だった。髪かみの上から頭部に巻き付く形で眉み間けんに向かって伸びているそれは、朱金色の金属光こう沢たくとも相まって冠かんむりのようにも見える。

　人間ではない事の明白な証だった。

　本来この地にいるはずのない魔族。魔皇帝の密使であり、監視者。

「勘かん違ちがいするな、グリギラ。狼ろう狽ばいしたのではない。ただ、予期せぬ情報に驚いただけだ。冷静に考えれば、名前を借りただけの偽にせ物ものだろうと推測できる」

「ふぅん。その割にはずいぶん焦あせっていたようだけどぉ」

　バルフォアは視線を逸そらしたが、グリギラと呼ばれた少女は正面に回り込んだ。

　手には籐とう籠かごを提さげ、串くし焼やき肉を立ったまま食べている。匂いが部下たちに勘かんづかれなかったのは幸運というべきだろう。

「それよりどうなんだ？　例の『竜』以外に、魔皇帝に刃は向むかう魔族がいて、こっちに来ているとなれば問題だぞ」

「どうするの？　お父様に、ゲンジュウにコウギしちゃう？」

　先刻の言こと葉ば尻じりを捉とらえて、グリギラは肉を噛みながら笑う。

　部下の手前あのように言ったが、抗議などできるはずもない。事実グリギラが、魔皇帝の娘むすめがここにいる。王国連合などと仰ぎよう々ぎようしく名乗っていても、実態は魔皇帝の傀かい儡らいでしかないのだ。

　それでも、正体不明所属不明の魔族とシェバード王子を名乗る者が暗あん躍やくしているのは事実だ。魔族側としても見過ごす訳にはいかないはず。

「……こちらは魔皇帝に要よう請せいされた通り、灼竜族を捜索している。そいつに味方する他の魔族がいるなど、聞いていないぞ。魔族の裏切り者は、そちらの管かん轄かつではないのか？」

「正直な話、魔族は数も種類も多いし、魔大陸も広い。お父様だって全種族を完全に掌しよう握あくしている訳じゃないわ。統一する戦争で逆らった奴やつの生き残りだっているかも知れない。もう結界だってないんだから、出入りは自由だしねぇ。あたしみたいに」

「ふん……。所しよ詮せんは魔族。大規模な組織を管理運営する能力は低いか」

「そっちだってランデルワースの王子様とやらを逃がしてるでしょ？」

「……本物かどうかはまだわからん。亡なき王子の名を騙かたるただの不満分子かも知れん」

「それでも、王国連合に刃向かう奴がいるのは事実だもんねぇ。おあいこおあいこ」

　最後のひと串くしを食べ終えたグリギラの嘲あざけりに、バルフォアは反論出来ない。

「まあ、いい。灼竜族の生き残りとシェバードを名乗る男が同行しているのなら、むしろ好都合だ。捜し、追おい詰つめ、まとめて始末するだけだ」

「ずいぶん自信あるみたいだけど、勝てるの？」

「確かく認にんされている敵はたったの四人だ」

　答えながら、バルフォアは不ふ愉ゆ快かいさに尻しりの位置を整える。

　やはりこの椅子は駄だ目めだ。もっと上等な物こそが、自分には相応しい。

「四人以外に多少の仲間がいたところで、王国連合に正面から逆らうような組織が今の世にあるはずもない。大した戦力ではないだろう」

「でも、実際に負けて兵隊が殺されたんでしょお？」

　小こ馬ば鹿かにした口調でけらけらと笑い、籠こ手ての指先に残った脂あぶらを舐なめ取る。舌先を長く伸ばした弾みに、口くち唇びるの隙間から鋭するどい犬歯が覗のぞいた。

「うん、美味し。人間ってさぁ、こういうところだけはすごいよね。お腹なか満たすだけじゃなく、凝こった味付けとか考えたり」

「敗れたのは少人数の部隊。それもたまたま遭遇したか、奇き襲しゆうを受けたかという状じよう況きようだ。こちらが数を揃そろえ、万ばん全ぜんの布ふ陣じんで臨のぞめば敗北する道理がない。相手の能力を事前に調べておけば対策も立てられる。単に生来の能力を振ふり回すだけではない。柔じゆう軟なんで適切な戦術の改良と兵力の組織的運用、それが人間の戦い方だ」

「ま、そう信じてるならそれでいいわ。さて、あたしはお父様に報告しなくちゃ。人間が頑がん張ばって、ようやく灼竜族の生き残りの尻尾くらいは見つけたってね。それと援えん軍ぐんも連れて来なくっちゃ」

「援軍だと？」

「そ、魔族の強いところを適当にね。蟻ぎ侠きよう族ぞくあたりがいいかなぁ」

「表向きとはいえ不ふ可か侵しんの約定があるのを忘れるな。人界の事は――いや、クレモン県で起きている事はこの俺の責任で始末をつける！」

「魔族なんかに応おう援えんを頼たのんだら、面めん目ぼくが潰れる？」

　見み透すかされ、バルフォアは奥おく歯ばを噛む。

「灼竜族の生き残りを殺すのは、お父様の至上命令。それに、他のはぐれ魔族も一緒っていうなら人間だけに任せておける問題じゃないもんねぇ。どっちにしろ一度戻もどって、指示を仰あおがなきゃ」

　笑いながら窓辺に近づくグリギラの背から翼つばさが生えた。

　羽う毛もうではなく皮ひ膜まくで形成された、蝙蝠こうもりに似た形状だ。形は対たい称しようだが、色は右が赤しやく銅どう色いろ、左は白っぽい半はん透とう明めい。

　不ふ均きん衡こうの異形を目にしたバルフォアの顔に、隠かくしきれない嫌けん悪おが浮うかぶ。

「じゃあねぇ～。あたしが戻ってくる前に、灼竜族に滅ほろぼされたりしちゃ駄目よぉ」

　けらけら笑いながら飛び上がり、瞬またたく間まに高度を上げる。

　この飛ひ翔しよう能力こそが、彼かの女じよを有能な密使たらしめているのだ。

「人間は頼たよりにならん、だと？　よく言う。貴様にも、その血が半分流れているだろうに」

　既すでにグリギラの姿は宵よい闇やみに紛まぎれて見えない。

　銀色に浮かぶ月を睨にらみながら言葉を吐はき捨すてる。

　グリギラ、そして魔皇帝――今の関係がいつまでも続くと思うな。

　人間は、変わるのだ。

　生まれ持った力は魔族に劣おとっていても、環かん境きように順応してより己を高めていく進化の力。個人の技量ばかりではない。組織に於おいても然しかり。それこそが神の定めた摂せつ理りなのだから。

　声には出せぬ誓いを胸に、バルフォアは拳こぶしを握にぎりしめた。
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第三章　覚悟の価値







「でぇええぇいっ！」

　水平に薙なぎ払はらった剣けんが、数人の兵士を跳ね飛とばす。

　技とも呼べない大おお雑ざつ把ぱな動きだが、アリンが力任せに振り回す大剣の威い力りよくは大きい。

　刃やいばで切きり裂さかれるのではなく、ほとんど横よこ殴なぐりで弾はじき飛ばされているだけだ。

　折れた腕を押おさえて呻うめく者、頭を打って気絶する者、外傷はないが恐きよう怖ふで腰こしを抜ぬかす者、さまざまだ。

「さあ、どうするの？　おとなしく降参すれば、命までは取らないわよ？」

　剣を肩かたに担かつぎ、アリンは笑う。

　遺い跡せきで発見した武具ではない。敵兵から拝借した普通の剣である。あのチョーカーは彼女の首を飾かざっている。

　見つけた後、武具の実態も使い方も理解した。その上で「まず普通の戦い方を身に付け、力の制せい御ぎよを覚えろ」というのがシェバードの指示だった。

「な、何をしている！　相手はたったの四人――いや、実質ひとりだけだぞ！　冷静になって臆おくさず取り囲め！　こっちは増員してるんだ！」

　小太りの隊長が号令を飛ばす。冷静を呼びかける声が、誰より上うわ擦ずっていた。

「駄目です、隊長！　勝ち目はありませんっ！　逃にげましょう！」

　クレモン県の辺境、主要な街かい道どうから離れた山間の治安兵詰つめ所しよ。平時ならば二、三人ずつが交代で配置されているだけの場所だが、今は一〇人が常じよう駐ちゆうしている。

　しかし、そのうちの八人までもがアリンの一いち撃げきで無力化されていた。

「なるほど。バルフォアも、それなりに対策は打っているという事か」

　後方で腕を組み、戦いを見守っていたシェバードが冷れい笑しようする。

　この一か月ほどでアリンたちは何度も小規模な関所や巡じゆん察さつ部隊へ奇襲を仕掛け、撃げき破はしている。危険な少人数での行動を避さけ、襲おそわれそうな場所へ重点的に人を配置しているのはそれへの対策だ。

　アリンが一歩ずつ距きよ離りを詰めていくと、隊長の顔が青ざめる。

「わ、わかった！　降こう伏ふくする！　だから、命までは……」

　ベルトから留め金を外して剣を鞘さやごと置き、地面に額を擦こすりつけるように這はいつくばる。

　もうひとりの部下も、倣ならって同じ姿勢を取る。

「最初っからそうしてればよかったのよ。伝わってんでしょ？　あたしたちが、降参した奴の命までは取らないって事も」

　放置された剣を拾うべく、アリンは無造作に近づいていった。

　その時、隊長が不意に伸び上あがる。

「ぎゃひっ！」

　しかし、その動きは悲鳴と同時に止まった。

　隊長は再び跪ひざまずき、呻く。

　ジェーナが放った短たん剣けんが隊長の手を貫つらぬいたのだ。足あし下もとには別の短剣が、隊長の右手から滴したたった血で赤く濡ぬれていた。

　鋼線を引いてジェーナが短剣を引ひき戻すと入いれ替わりに、ロアロの手元から銀の触しよく手しゆが伸びて隊長を拘こう束そくする。

「ひ……っ！」

　宙づりにされた隊長がもがくが、四し肢しがそれぞれ縛しばり付つけられている。長ちよう靴かの内側側面に短剣を収納する隠し鞘が設けられているのが、はっきりと見えた。

「降参するフリで油断させて、不意打ちしようとしたって訳ね」

　血まみれの短剣を拾い上げて、アリンは手に力を込める。

　片手だけに集中した熱で焦こげ臭くさい異い臭しゆうが上がり、融ゆう解かいした刃がぐにゃりと曲がる。何度か戦いを経へて、この程度の制御は出来るようになった。

「いくら刃は物ものが通じないと言っても、油断するな。服が切られたら勿もつ体たいない。まだまだお前は実戦経験が足りていないのだからな。それと、必要も無いのに熱の力は使うな」

「わかってるわよ」

　力を適切に使いこなす練習というばかりではない。不要な情報を敵に与えないのも戦いでは重要――これもシェバードに言われている事だ。

「ね、シェバード。部下だけ戦わせて真っ先に逃げた隊長ってのは前にもふたりくらいいたけど、こういう不意打ちってのは初めてだよね。降伏した奴は逃がせって話だけどさ。こういうのはどうすればいい訳？　あたしとしても、かなり腹立ってんだけど」

　呆あきれ顔がおで振り返かえり、大おお仰ぎようにアリンは肩を竦すくめる。

　シェバードが無表情に歩み出る。

「もちろん殺す」

「え？　もう降参したんだからさ。あたしが思いっきり殴なぐるくらいで……」

「いや。こういう輩やからは単に刃向かった奴以上に、念入りに殺す必要がある。お前が手を下す必要はない。何度も言っている通り、すっきりと一撃で仕留めるのではなく戦えない奴を惨むごたらしく殺すのは、俺おれ自身の役目だ。戦せん闘とうは兵士の領分だが、処刑は責任ある地位の者の義務であり権利」

「う……うん」

　腰から剣を抜き放つシェバードに言われ、数歩後ずさる。

　気にくわない兵隊を相手に思い切り力を揮ふるう事が、気持ちよくないと言ったら嘘うそになる。降服した敵を逃がすのも問題ない。だけど、負傷して戦えなくなった敵にシェバードが施す最後の処置が不快なのも、正直な感情だった。

　戦い続ける上で、必要だと頭ではわかっているのだが。

　どさり。

　ロアロの触手が解けて、隊長が地面に落ちた。

　同時に細剣レイピアが奔はしって足の腱けんを切り裂いた。まず、逃げる手段を確実に奪うばう。

「ひぎゃあああっ！」

　耳障りな悲鳴が響ひびき渡る。

「魔族の三人なら速すみやかに貴様を叩たたき潰すのも縊くびり殺すのも自由自在なんだが、生あい憎にくと俺はただの人間でな。ごく普通に刃物で切り刻む程度しか出来ん。かなり痛いが、我が慢まんするなよ」

「ひっ……ひぃっ！　い、命……命だけは……」

　既に立ち上がるのも不可能。這いずって地面に赤い帯を引き、隊長は逃げようとする。

「うん。心地ここちよいな。貴様の無様な品性が如によ実じつに表れた、無様な命いのち乞ごいだ。次はもっと本ほん性しようをさらけ出した悲鳴を聞かせてもらおう！」

　シェバードの口くち唇びるが浅い曲線を描えがく。一応笑えみの形になっているのは口だけ。瞳ひとみには何の感情もなく、冷れい徹てつな意志だけがアリンには見てとれた。

　シェバードが剣を振るう時には、手出しも口出しも許されていない。出来るのはただ、目を逸らさずにいる事だけだ。

「ひぎゃっ！　はがっ！」

　二度、三度――繰くり返し剣が振るわれ、隊長を切り刻んでいく。

　即そく座ざに死をもたらす急所を避け、敏びん感かんな四肢の先せん端たんを突つき刺さし、抉えぐり、動きを封ふうじ、じわじわと命を削けずっていく。単に絶命させるだけなら心臓なり喉のどなりをひと突きすれば済む話だ。敢あえて必要以上に残ざん酷こくな方法を使う事で、他の兵士たちに見せつけているのだ。

　やがて悲鳴を上げる力さえ失った隊長は、赤い斑まだらに汚よごれた肉塊となって動きを止めた。

　その様を青ざめた顔で凝ぎよう視ししている兵士たちに、シェバードは顔を向ける。冷たく白い顔を、ぽつりぽつりと飛び散った返り血が汚していた。

「まだちゃんと理解していないようだから、お前たちからもバルフォアに伝えろ。シェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースと三人の姫ひめを殺したいなら最低でも一〇〇〇人の軍を用意しろ。出来るものならな。いずれ相応ふさわしい戦場に出向いてやる」

「は、はい……っ！」

「わかったのならもういい。さっさと失うせろ」

「は、はい……っ！」

　腕うでの動かぬ者と足を折った者が互たがいに支え合い、気絶した者を抱えてよたよたと立ち去っていく。

　さっき宣告した通りだ。降伏した者、逃げる者には一切の追い打ちをせず、そのまま解放する――シェバードがアリンたちに厳命している事だった。ただし、シェバード自身やジェーナが手を下して確実に全滅させる事もある。逃走を許すのと抹まつ殺さつするのと、何が基準なのかアリンにはわからない。

「あ、あのさ……シェバード」

「何だ？」

　感情のない声が答える。

「やっぱり……その……王国連合が憎にくいの？」

　仲間だけの時に垣かい間ま見みせる笑え顔がおと、抵てい抗こう不能の相手を切り刻む時の白紙のような表情。その格差がアリンには理解出来ない。

　アリン自身、敵意はある。

　しかしそれは、憎ぞう悪おというよりも嫌悪だ。実際に襲われ、それまでの生活を奪われる結果になったが、身近な人間を奪われた訳ではない。魔皇帝に一族を殺されたと言っても記き憶おくの彼方かなただから実感は乏しい。

　それに比べてシェバードは家族を殺され、国を奪われている。激しい憎しみを抱いだいても当然だ。

　けれど、剣を振るっている時の顔は気持ちの伴ともなわない作り笑いだ。そのくらい、一か月の間に何度も目にしていればアリンにだってわかる。シェバードの本当の笑顔を知っているのだから。

　降伏した者をそのまま逃がすという方針も、恨うらみとは相あい容いれない。

「……組織と組織が戦うという事は、殺すのも個人の感情では行わないという事だ」

　組織――僅わずか四人であっても、アリンたちもまた組織なのだ。

「じゃあ、どうして……」

「組織として意思決定を担当するのは、俺だ。難しい事を考えるのは任せると言っていたのはお前自身だろう。気にするな」

　でも、気になるよ。

　だってシェバード、あんなに辛つらそうじゃない。

　出かかった言葉をアリンは飲み込む。

　口にしていいのかどうか、それさえ判断がつかなかったから。

「行くぞ。いつまでもここに留とどまっている意味は無い。目的地は北へ半里。ジェーナ、先導しろ」

　原形を留めない隊長の死体に背を向け、シェバードが命じる。ジェーナを先頭に、四人は更に深く森の中へ踏ふみ入っていった。

　シェバードの頭には、旧ランデルワース王国の詳細な地図が入っている。村や関所、軍の駐ちゆう屯とん地ちの場所はもちろん、野営に適した川や泉の位置も記憶しているのだ。道のない山中でもジェーナの先導で安全に進めるし、岩や倒とう木ぼくなどの障害物があってもアリンとロアロの力で簡単に片付けられる。

　無言のまましばらく歩くと、日が暮れる頃に小さな湖の畔ほとりに今夜の寝ね床どこを定める。

「もう少し行けば村があります――というか、あった場所です。地図だと人里になっていますが、臭においは感じません。そちらの方が快適では？」

　地図を見ながら、ジェーナが訊たずねる。

「……いや。廃はい村そんよりはここの方がいいだろう。むしろ気が休まる」

　ちらりとアリンの様子を確かめてから、シェバードは答えた。

「狩かりも必要ない。日も落ちているし、傷いたむ前に保存食を消費しておこう。明日はまた、どこかの村に立ち寄る」

　四人も野宿ばかりしている訳ではない。連合の兵に見つからないよう注意しつつ、山間の小さな街や村に立ち寄って、山野では入手しづらい品物を補ほ充じゆうしたり、厨ちゆう房ぼうを借りて料理を作ったりもしている。小規模な部隊や巡じゆん回かい中を襲うのは、敵の戦力を確実に削るばかりが目的ではない。用心した敵が戦力を集中すれば、当然警けい戒かい網もうは粗あらくなるのだ。

　ロアロが銀の触手で拾い集めた枯かれ木きに、アリンが指先へ熱を集めて着火する。この程度は、無理なくコントロール出来るようになっていた。

　四人が車座になって焚たき火びを囲む。

「戦いで少しは疲つかれただろう。喰くえ」

　アリンに向かって放ほうられたのは、拳よりもひと回り大きな包みだった。受け取ってすぐに開くと茶色い衣ころもに包まれた塊かたまりが現れ、漂ただよってきた香こうばしい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

　ハムや塩しお漬づけ野菜を細かく刻んで混ぜ合わせて小麦粉の生き地じに包み、更さらにパン粉をまぶして油で揚あげた一品。数日前に小さな山村に宿を取った際、作った物だ。

「うん。いただきます」

　まだ少しもやもやした気持ちは残っているが、空腹なのも事実だ。口を開いてぱくりとかぶりつく。

　日が経たって冷めているのに、揚げ油あぶらの香ばしさが残っている。表面のさくさくした食感と本体のもっちりした弾だん力りよくのハーモニーが心地よく、封じ込められていた具材からジューシィな肉にく汁じゆうが解放されて生地の甘あまみと混じり合う。

「ん～っ、美味しっ！」

　頬ほお張ばったままの口から、感想が飛び出だす。

「これって、何ていう料理だっけ？」

「名前はない。俺が工く夫ふうして考案したものだ」

　同じものを口にしながら、シェバードが答える。

　保存性と携けい帯たい性せいを重視しつつ、栄養も考慮して具材には肉と野菜を混ぜる。充じゆう分ぶんに塩を利かせ、燻くん製せいしたものを使うのは腐ふ敗はいを防ぐため。油で揚げてあるのも、味付けばかりでなく湿し気けにくくするという意図もある。

「必要な要素を満たせば、必然的にこういう形になる。ただ、油が多めに必要なので人里でないと作れないのが欠点と言えば欠点だがな。まあ、俺の限界という事は誰だれにもこれ以上は出来んだろう」

　少年らしい傲ごう慢まんな自信が、抑おさえた表情の隙すき間まから漏もれ出でる。

　だが、この絶ぜつ妙みような料理を作り上げる同じ手が剣を握れば、無力な敵を残ざん虐ぎやくに切り刻む。

　食べ終えた満足感と、胸に何かがつかえたような不快感が、アリンの中で混じり合う。

「アリン、あなたはさっさと寝ねなさい。身体を休めるのも、仕事よ」

「う、うん。ありがと」

　ジェーナから手て渡わたされた毛布に身をくるみ、焚き火に背を向けて横たわる。

「見張りはまず俺とジェーナだ。その後をロアロに頼む」

「休息開始。覚かく醒せいは、四時間後に設定」

　ロアロはいつもの通り横にならず、肩から毛布を被かぶって膝ひざを抱かかえる姿勢で瞼まぶたを閉じた。即座に寝ね付つき、決めた時間になるまでは多少の物音があっても絶対に目を覚まさない。

　アリンの方は彼女とは違ちがい、毛布に微かすかな湿気があるせいか、なかなか寝付けずにいた。

　どれほど時間が経っただろうか。背後――焚き火の方から声が聞こえてきた。

「我わが主。アリンも眠ねむったようですし、この機に訊ねたい事があります」

「何だ？」

　シェバードが返答する。

「昼間の戦いについてです」

「敵を殺さず逃がす件については、考えあっての事だ。お前が気にする必要は無い」

「そうではありません。アリンの事です」

　まどろみかけていた意識が、鮮あざやかに覚醒した。

　耳に、意識を集中する。

「今日の敵隊長は、アリンに殺させてもよかったのではありませんか？　彼女はまだ、自らの決断で他人を手に掛かけた事がありません」

　息を呑む。

　確かに今までアリンは何人もの敵と戦ってきた。

　しかし、直接とどめを刺した事はまだ一度もない。圧あつ倒とう的てきな力を示した上に武器が通じないのを目にすれば大たい概がいの者は逃げ、あるいは降伏し、最後まで抵抗する者はほとんどいないからだ。

　少数の例外にしても「処刑」と称しようして手を下すのはいつもシェバードだ。

　そしてアリン自身、最後は彼かれに任せるのが当たり前になっていた。その行動に違い和わ感かんや忌き避ひ感かんを覚えていながら、だ。

「……彼女が自分から言い出すまで、人殺しはさせない」

　絞しぼり出すような声。

　普ふ段だんの、傲ごう岸がんで揺るぎを見せないシェバードとは違う。

「王国連合や魔ま皇こう帝ていと戦う以上、いつかは敵を殺さねばならないのは必定です。このままの状態では、アリン自身が危険にさらされます。今日だって、相手の腕うで前まえが高ければ急所を傷つけられていた恐れもありました」

「アリンは、俺やお前とは違う」

「魔ま族ぞくという点ではわたしやロアロと一緒ですし、人の倫りん理りで生きているという意味では主と変わりありません。何が違うと？」

「彼女には、帰る場所がある」

　シェバードの言葉に、毛布の中で身体が強こわ張ばった。

「俺やお前は、故郷も家族も失った。ロアロには最初から何も無い。だが、アリンはギース島に育ての父親も友人もいる」

「その島から、彼女を連れ出したのはあなたです、我が主」

「彼女自身や島民を守るためだ」

「理解しています。だから捜そう索さく隊たいだけは確実に始末しているのでしょう」

　驚おどろきで声が漏れそうになり、何とか口くち唇びるを封じる。

　今までバラバラだった要素が、一いつ瞬しゆんにして頭の中で繋つながった。

　消息を絶った捜索隊が島を訪おとずれた一隊だけなら、早晩アリンとの関係が疑われ、ジョジフやメグに危険が及およぶ。しかし多くの部隊が消えていれば、話は別だ。連合は、原因を絞りきる事ができない。

　だから、最初のうちに遭そう遇ぐうした捜索隊は全滅させてきたのだ。降服した者は解放するという基本方針を反故にしてまで。

「我が主。あなたも決して殺す事を楽しんでいる訳ではない。むしろ苦しんでいるはず。必要な殺人なら、遠えん慮りよなく貴方あなたの狗いぬたるわたしに命じてください」

「単に命を取るのではない。より効果的に殺す必要がある。それは、お前には向かない。ロアロにも無理だ。ならば不快な仕事は、上に立つ者である俺が引き受けるのが当然だ。威い狼ろう族ぞくのお前ならわかるだろう？　生きるために狩るのと、戦って敵を殺すのとでは意味が違う。まして動けなくなった者を惨ざん殺さつするのはな」

　彼が歯を噛みしめているのが、声の響きでアリンにもわかった。

「後者に手を染めた者は、容易には元の生活には戻れない。俺たちには『元の生活』などもう存在しないが、アリンだけは違う。親しい者の仇あだ討うちという動機がある訳でもない。アリンが自ら気付くまで、俺から殺しを強制するのは……嫌いやだ」

　嫌だ――それは、合理性や必要性とは異なる。

　シェバード個人の剥むき出しの感情だった。

「既に戦いに身を置いている以上、彼女も覚悟するべきです。わたしたち同様に。今のままでは戦いも長引くばかりではありませんか？」

「覚悟か――都合のいい、甘い言葉だな」

　口調に、自じ嘲ちようが混じった。

「あんなものは芋いもの皮を剥くのや肉の筋切り、作業の前に刃物を研とぐのと一緒だ。やらなければ失敗する、必要だから事前に済ませておくというだけの手順でしかない。それなのに人は、覚悟しただけで自分が偉えらくなったような錯さつ覚かくさえ起こす。他人に覚悟を求める。己が既に覚悟しているという事実を特権にして、アリンに後あと戻もどり出来ない道を強要するなど俺は望まない」

「なんでそんな背せ負おい方するのよ！」

　とうとう聞いている事に耐たえられなくなり、アリンは毛布をはね除のけて立ち上がった。

「ア……アリン？」

「ジェーナは主なんて呼んでるけどさ。生憎あたしはあなたの部下とか臣下になった覚えはないの！　元々ギース島には村長はいても貴族も王族もいなかったから、そういうのってよくわかんないしね！　だから、あたしとあなたは一緒に戦う仲間！　覚悟が必要な下ごしらえだっていうのなら、いつでもやってやるわよ！」

　胸に溜たまっていた言葉を、一気に吐き出す。

　シェバードの唖あ然ぜんとした表情が、一瞬で引き締しまる。

「何な故ぜだ、ジェーナ！」

　怒いかりの矛ほこ先さきはアリンではなかった。

「何の事でしょうか、我が主？」

「とぼけるな！　アリンが寝ているのか起きているのか、お前の耳なら吐と息いきで区別出来るはずだ。聞かれているのを承知で話を振ったな！　何故だ！」

「あなたが考えている事を、アリンにも知ってもらうためです。我が主」

「俺はそんな事を望んでいない！　そんな風に気き遣づかえなどと命じたか！」

　シェバードの顔が赤いのは、決して揺らめく炎ほのおに照らされているからではない。

「差し出がましい事をしたのは承知しています、我が主。わたしはあなたの狗。しかし、道具ではありません」

　首輪に手をやり、ジェーナが告げる。

「狗には狗の心も知ち恵えもあります。主のためになる事であれば、命に反してでも自らの意思で実行する――それが狗という生き物だと、わたしは心得ています」

　アリンの脳のう裏りに、シドーの姿が甦よみがえった。制止も聞かず、兵士に飛びかかっていった勇ゆう敢かんな姿が。そしてシェバードが刃を恐おそれずに動き、シドーを救った光景が。

「……屁へ理り屈くつを」

　口くち唇びるを微び妙みように曲げ、シェバードがジェーナから視線を逸らす。だが、その顔に浮かんでいるのは決して不快さだけではない。

　微かな喜びと誇ほこらしさが混じっているように、アリンの目には映った。

「犬という生き物は、魔大陸には存在しません」

「……知っている。お前から聞いた」

　僅かに俯うつむいたシェバードが、口くち唇びるを尖とがらせる。

「狼おおかみを馴ならし、人に役立つ性質を伸のばし、そうでない要素は抑え、長い時間を掛けて改良していったのが犬であると教えてもらいました。だから、わたしはあなたの狗と名乗り、その証あかしとして自らこの首輪を結んだのです。狼ではなく、復ふく讐しゆうに生きる己おのれに変わるために」

　誇らしげに、ジェーナは首元に触ふれた。

「しばしば叱しつ責せきを受けるように、未いまだ狗に徹てつしきる事は出来ません。それでも、主のためのより良き狗でありたい――より良き狗へと変わっていきたい。そう願っています」

「あたしも！　あたしも変わるよ！」

　アリンは叫さけんだ。

「あたしは狗とか言う気はない。けど、一いつ緒しよに戦う本当の仲間になりたい！　戦って、殺す事が必要なら、逃げない！　仲間として何も知らないまま一方的に庇かばわれたり気遣われたりするのは嫌！　あたしが灼しやく竜りゆう族ぞく――最強の魔族だって言うならあたしはあなたの牙きばに、剣になる！　敵を仕留める意志を持つ、本身の剣にしてよ！」

　一族のため。

　故郷のため。

　父や友達のため。

　もちろんそれもある。

　だが、もっと強い思いがある。

　シェバードの――この人のために戦いたい。戦わなくちゃいけない。

　その思いがアリンの声を迸ほとばしらせる。

「わかった。確かにお前に決心するための判断材料さえ与えていなかったのは俺の過あやまちだ。その事は詫わびる。済まなかった」
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　シェバードは口元を引き締め、深々と頭を下げる。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　そんな事する必要なんてないってば」

　初めての行こう為いに、アリンは慌あわてて両手を振り回まわす。

「いきさつはともあれ、お前が決意したならその意志を尊重しよう。お前が殺人も厭いとわず、全力で戦えるのなら俺の戦略も次の段階へ移行できるからな。だから、もう一度確認するぞ。本当に――出来るのか？」

「やるよ。やってみせる。あなたと一緒に戦う仲間として」

　背筋に力を込め、胸を張ってアリンは宣言する。

「ならば、その時は竜の武具を解禁する」

　シェバードの手が伸び、アリンの首に触れた。

「あ……っ」

　小さな声が漏れる。

「全部ではない。武器の方だけだ。それを使って敵を――討うて」

「うん、わかった。戦って――仕留める。ちゃんととどめを刺すよ！」

　かなり大きな声だったが、ロアロだけはすやすやと安らかに眠っていた。




「よし。やっと出てきたな」

　木立の奥おくから街道を見つめ、シェバードが呟つぶやく。

　あの夜から三日。万一にも足取りを探さぐられぬよう、アリンたちは移動を続けた。守るのはこの身の安全だけではない。こちらの動きを悟さとられれば、普ふ通つうの旅人だと思って宿を貸してくれた村などにも迷めい惑わくがかかる。もちろん村人に素す性じようや目的などは教えていないが。

　その上でシェバードが慎しん重ちように次の標的を待った。

　アリンが脱だつ皮ぴするための敵として。

　そして、その条件に合がつ致ちするものがようやく姿を現したのだ。二頭立てで屋根付きの頑がん丈じような荷馬車が一台。その轡くつわを取り周囲を守るのは、完全武装した一〇人もの兵士だ。

「間ま違ちがいない。税の輸送隊だ」

「いつもあんなに物々しい訳？」

「いや。通例なら御ぎよ者しや役も含ふくめて四人程度で、武装も型ばかりというところだ。俺たちの事を警戒しているのだろうな」

「……じゃ、行ってくる」

　アリンが一歩進み出る。

「本当に……やるんだな？」

「しつこいってば。覚悟が大したもんじゃないにしても、やんなきゃならないならきっちりやって、実行する。それだけの事なんでしょ！」

　頑張って口くちの端はを上げるが、喉のあたりが強張って作り笑顔にもならない。

　死なせても構わないではなく、はっきりと殺意を抱いて戦う――その第一歩を今踏み出すのだ。自らの意志で。

「何かあったら、すぐに救きゆう援えんに入るわ。無理はしないで。覚悟を決めても、死んだら元も子もないんだから」

「許きよ諾だく要よう請せい。アリンの生命に危険が生じた場合、ロアロもジェーナ同様、シェバードの命令を待たずに独自判断で支し援えんへ移行する事を希望。事前の許可を求めます」

「わかった。その通りにしろ」

「許可確かく認にん」

　ひとりではない。ジェーナもロアロも支えてくれる。シェバードも見守っている。

「じゃ、行ってくる！」

　両りよう脚あしに力を込め、アリンは飛び出す。

「待って！　止まって！」

「何者だ？」

　目の前に立ちはだかったアリンに、先頭の兵士が槍やりを向けて誰すい何かする。

「あたしは……シェバードと一緒に戦う、三人の魔族の姫のひとり！」

　名乗りを上げると、兵士たちの間にざわめきが広がる。

「噂うわさは聞いてるでしょ？　馬車を置いていってもらう！」

「そ、それは出来ん！　これを無事県都まで届けるのが我らの使命だ！」

　さっきの兵士が答えるが声は震ふるえているし、腰も退けている。

「そう答えるだろうと思っていた。ならば、貴様らを殺してでも奪い取とるだけだ」

　アリンの背後に現れたシェバードが告げる。

「皆みな、下がれ」

　敵の後方から落ち着いた声が命じる。兵士の列が左右に分かれ、一ひと際きわ上質の鎧よろいを身に着けた男が現れた。眼がん光こう鋭するどい顔に美び髯ぜんを蓄たくわえ、腰に吊つるしているのは普通の兵士のような幅はば広ひろ剣けんではない。シェバードのものに似た、柄えや鞘に装そう飾しよくを施ほどこした細剣レイピアだ。

　一見でわかる。この男が隊長。しかも、凄すご腕うでだ。

「こちらも名乗ろう。この輸送隊の隊長を務める騎き士しのグラハム・ワイザーという。貴様がシェバードを自じ称しようする者か？」

　目の前のアリンを無視し、後ろのシェバードに訊ねる。

「そうだ。俺がシェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースだ」

「何の意図があって、貴様がシェバード王子の名を騙かたっているかは知らん。だが、自分は代々武をもってランデルワース王国に仕え、今は同様に王国連合に奉ほう職しよくする身だ。敵が出たからといって、受けた任務を放り出して逃げる訳にはいかん。それが、如い何かに不満な役目であってもな」

　落ち着いたバリトンが告げた。

「現在の王国連合が、魔皇帝の傀かい儡らいでもか？」

「えっ！」

　驚きの声を上げたのはアリン。輸送隊の一いつ般ぱん兵もざわめく。しかし、グラハムは僅かに眉まゆをしかめただけだ。

「人魔大戦がランデルワース王の野心により引き起こされたという話は、まったくのでっち上げ。実際には欲に駆かられた者たちが魔皇帝の誘さそいに唆そそのかされ、王に罪を着せて国を乗っ取るための仕し業わざ。大戦は最初から形ばかりで終わるのが決まっていたいかさまの茶番」

　王国連合の現状が気にくわないという前提があったから、アリンは今まで確かめる事さえ思い至らなかった。隠かくされた事実が、シェバードの口から告げられる。

「王国連合は罪を共有する者たちの腐くさった輪。魔皇帝の命令には逆らえぬ名ばかりの権力。その事実をお前は知っているのか、グラハム・ワイザー？」

「……薄うす々うすは勘かんづいていた」

　グラハムの口元が歪ゆがむ。

「参加した大戦は、あまりに不自然だったからな。だが、自分は軍人だ。受けた命に背そむく事は出来ん。それに仮かり初そめとはいえ各国がひとつの連合となり、国家間の戦争が抑えられているのも事実」

「それが、犠ぎ牲せいの上に成り立っている者であってもか？　過か酷こくな税の取り立てで多くの村で住民が逃ちよう散さんし、村そのものが消きえ失せるような事になっていても？　それよりももっと過酷な圧政が行われているのに？」

　シェバードの糾きゆう弾だんに、グラハムの表情が更に曇くもる。しかし、それでも反論は続く。

「代々の軍人だからこそ自分は断言する。何の犠牲も伴わぬ平和や繁はん栄えいなど、歴史上存在した試ためしがない。より少ない犠牲でそれが適かなうならば、自分は受け入れる！　受け入れるしかないのだ！」

「前例がないのは不可能と同義ではない。今は限りなく不可能に近い難事でも理想を目指す事は出来るはず。犠牲を減らそうと足あ掻がく自由さえなく、誰を犠牲に選ぶかを他人から命じられる平和など、俺は断固として拒きよ否ひする！」

　冷たい怒りを込めた声で、シェバードは告発する。

「何と言われようと、自分は軍人として職務を全まつとうするのみだ。王ならぬ身では、世の中を改めるなど適わぬからな」

　グラハムが剣けんを抜ぬき放った。細身だがよく研がれた、鋭えい利りな刃やいばだ。

「隊長！　我々も！」

「動くな。情報の通りならば、こいつらは抵抗しない者は殺さない。それに、お前たちの腕では勝負にならん。代々の騎士である自分はともかく、農民や市民上がりで家族も抱えているお前たちがこんな汚れ仕事に命を張る必要はない」

　隊長の声に、続こうとした兵士たちの動きが止まる。

「では、貴様ひとりで戦うと？」

「提案だ、シェバードを名乗る者よ。責任者である自分と、そちらの代表一名。一対一の決けつ闘とうというのはどうだ？　自分が勝ったら貴様たちは荷を諦あきらめて引き下がる。そっちが勝てば荷は明あけ渡わたすが、部下が逃げるのは黙もく認にんして欲ほしい。何の抵抗もせず荷を渡すのは、使命に反するからな」

「望むところだ。ただし、そういう条件で決闘という限りは代表者の降伏は認めん。どちらかが死ぬまでの勝負――それで構わないな？」

　シェバードが確認すると、グラハムは無言で頷うなずいて剣を垂直に立てた。

「こっちの代表は、あたしよ」

　アリンが、大おお股またで進み出る。

「女だから――という理由で手加減はしないぞ。そちらの噂は聞いている。もっとも、魔族とわかっていても丸まる腰ごし相手というのはいささかやりづらいがな」

　細剣レイピアの切っ先がこちらに向く。

「武器は、今出すから！」

　意識を集中し、右手を襟えり元もとの宝石にかざす。輝かがやきが増す。深しん紅くの光の中から、金色の柄が生える。

　アリンの手が、それを握にぎって一気に引き抜く。

　出現したのはひと振ふりの長ちよう剣けんだった。

　両りよう刃ばで直線的な形状。ただし、刀身は鋼ではない。宝玉と同様の、赤い鉱物だ。半はん透とう明めいの内側には、細かな部品が詰つまっているのが微かに透すけて見える。

　フゥィンっ！

　振るうと、風を切きり裂さく鋭するどい高音が奏かなでられる。

　借り物の剣とは違う。手のひらにぴったりと張り付き、身体の延長のように感じる。

「なるほど……さすが魔族。人の常識では量れぬ武器を使うという事か。では、一いつ切さい遠えん慮りよはいらぬな――行くぞ！」

　踏み込み鋭く、グラハムが剣を突き出す。

　速い。

　アリンが構えた剣を掠かすめながら伸びた切っ先が、肩かた口ぐちに触れてすぐに戻もどる。

　反はん撃げきを繰り出そうとしたが、細剣レイピアの軌き跡せきが巧たくみにこちらの動きを邪じや魔ましている。

「つ……っ！」

　血は流れないが、痛みは感じる。

「なるほど。剣も通らない肌はだというのも報告の通りか。だが、完全に無敵という訳ではないようだな！」

　二発、三発――反撃を許さぬ素す早ばやさで、突きが繰り返される。

　右と思えば左、左右を警戒すれば足あし下もと。意識も集中出来ず、転ばないようにじりじりと下がるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　強い――アリンは歯は噛がみする。

　今まで戦った兵隊たちとは違う。グラハムは本物の技わざを身につけた一流の戦士だ。もしもこの肉体が灼竜族のものでなければ、とっくにアリンは殺されている。

　だが、言いい換かえればどれだけ剣を繰り出そうと、このままではこちらに有効打を与あたえるのは不可能という事だ。

「こ・のぉおっ！」

　相手の刃が戻った僅かな時間に、強ごう引いんに剣を横薙なぎに払はらう。

　グラハムが消えた。

　いや、違う。アリンの動きを読んで身を沈しずめたのだ。

　下方から、切っ先が顔面へと迫せまる。

「勝った！」

　ふたりの叫びが重なった。

　体内を巡めぐっていた熱を顔に集中させる。剣を躱かわそうとせず、僅かに体をずらしてこちらから額をぶつけていく。

　間近に迫ったグラハムの顔が驚きよう愕がくで歪んだ。

　激痛！

　しかし高熱で切っ先を潰つぶされた細剣レイピアは、アリンの強きよう靱じんな皮ひ膚ふを傷つけられない。

　距きよ離りを取ろうとする敵に肉にく薄はくして斬きりかかる。グラハムの細剣レイピアが巧みにそれを受ける。

　だが、赤い宝石の剣は光を放った。アリンの全身を駆け巡る熱が、刀身に集中する。

　受け止めたグラハムの剣が赤熱化し、どろりと融とける。

　異常事態にあってなお武器を手放さぬグラハムの意志力。それが裏目に出た。

　着衣が発火したのだ。

「うおっ！」

　熟達の戦士を支える冷静さが、不意の炎で焼やき払われた。熱を逃のがれるべく、ただひたすらアリンとの距離を開く。

　それこそが勝機。

　振り抜いた赤の剣を腕力に任せて強引に引ひき戻し、一気に斬り降ろす。

　力任せに叩たたき付つけられた威い力りよくが、グラハムの肩口から胸にかけて粉ふん砕さいした。

「ぐぼっ！」

　口からしたたかに血を吐はき、グラハムが頽くずおれる。

「……約束を、頼たのむ……」

　倒たおれたまま小さく呟き、男は事切れた。

　アリンの手から剣が零こぼれる。赤い宝石の塊が、周囲に散った炎の残ざん骸がいを移して揺ゆらめき輝いていた。

「よ、よくも隊長を……っ！」

「よせ。生前の命令を忘れたか！　あの方の気遣いを踏みにじる気か？」

　剣を抜きかけた兵士を、別の者が制する。

「さっさと行ってよ！　約束破って戦うっていうのなら、あたしはみんな殺すよ！　殺すって決めたんだから！」

　拳こぶしを握りしめ、叫ぶ。

「わかった。だが、隊長の亡なき骸がらは回収していく。きちんと、弔とむらってやりたい」

「好きにして！」

　ふたりの兵士が駆け寄よってグラハムの遺体を抱え上あげ、そのまま馬車を残して走り去っていく。

「……畜ちく生しようっ！」

　アリンは立たち尽つくし、毒づいた。

　殺すと決めた最初の敵が、どうしてよりによってあんな男だったのか。

　下衆だった島の派は遣けん兵、シドーを殺そうとした捜索隊、あるいは先日不意打ちしてきた隊長のような卑ひ怯きよう者ものだったら、憎むのも簡単だった。けれどグラハムは違う。僅かな時間対たい峙じしただけでもわかる。己に厳しく、責任感があり、部下を気遣い、慕したわれてもいる。

「理解したか。戦い、殺すというのは、こういう事だ」

　シェバードたちが後ろに立っていた。

「憎にくむべき、軽けい蔑べつに値あたいする相手に殺意を向けるのは、まだ容易い。しかし相手がそんな奴やつばかりとは限らない。組織として対立する者は感情ではなく、理性と意志で殺す――お前が踏み込んだのは、そういう世界だ」

「わかってる！　わかってるってば！」

　違う――これは、むしろ幸運だったと思うべきなのだ。

　最初が「殺したくなるような相手」なら、自分はこの重さをちゃんと理解出来なかった。

　グラハム・ワイザー――。この名前は、決して忘れない。

「シェバード……食べるモンちょうだい！」

「ん？」

「いつものアレ、あるでしょ！　戦ったから、お腹なか減っちゃったの！」

　顔を背けたまま、右手を突つき出す。ついさっき、ひとりの勇士の命を奪うばった手を。

「無理をするな」

「無理するよ！」

　シェバードの声はいつになく優やさしい。しかしアリンは大声で反はん駁ばくした。

「覚かく悟ごと一緒！　しなきゃなんないなら無理だってする！　やってみせる！」

「そうか。では、喰え」

　手の上に、揚げパンが載のせられる。包みを開ける。いつもの食欲をそそる香ばしさを感じない。血なまぐさく、ぬるりとした手て触ざわりさえ覚える。錯覚だと頭では理解はしているのだが。力を使って空腹のはずなのに、胃そのものが裏返りそうだ。

　ばくっ！

　無む理り矢や理り口を開き、食べ物を押おし込む。味も香りも感じない。嘔吐えずきそうになるのを堪こらえて、気合いだけで強引に顎あごを動かし、嚥えん下げする。

「敢あえて無理をするというのなら、その意思は尊重する。だが、慣れるなよ」

「わかってる！」

　差し出された水すい筒とうを呷あおり、口の中に残ったものを真まっ直すぐ胃まで流し落とす。

　慣れては――当たり前にしてしまってはいけない。

　ただ、日常にする。異常であっても日々起こりうる事として受け止め、耐える。

　必要なのは、それだ。

「ご馳ち走そう様さまっ！」

　口元を拭ぬぐう。まだ内臓がこね回されているような不快感はある。それでも大声で叫ぶと、少しは心身が引き締まった。

「苦戦したようだが、何とか勝ったな。相手は今までの雑ぞう兵ひようとは違う。本物の戦士だった」

　アリンが落ち着いたのを見て、シェバードがさっきの一戦を評する。

「あれだけの腕前を相手に力に振り回されず、使いどころを制せい御ぎよしたのは評価に値する。武具もそこそこ使いこなした。だが、慢まん心しんするな。グラハム・ワイザーは確かに達人だったが、超ちよう人じんではない。あの程度は単なる一流、ランデルワース軍には珍めずらしくなかった」

「……わかった」

　剣を拾い上げ、出した時の逆の経過で宝玉の中へ戻す。

　殺す事の重みは、この胸に刻んだ。否いや、焼き付けられた。だから、これからも戦う。

「アリンが一皮むけたなら、ちまちま関所や巡察部隊を襲しゆう撃げきするのはもう終わりだ。戦略は次の段階へ移行する」

「次の段階？」

「ゼルイカに入る」

　その名前だけはアリンでも知っている。

　旧ランデルワース王国でも随ずい一いちの商港。ギース島が小さい割に経済的には豊かだったのは、島で採れる高級海産乾かん物ぶつをゼルイカの商人に直接売うり渡す販はん路ろを持っていたからだ。

　ギース島以上に自治制度が発達していて、かつては国内にありながら自由港として半ば独立した都市国家のように扱あつかわれていたとも聞いている。

「しかし我が主、大きな街に入るとなるといろいろと面めん倒どうもあるのでは？」

　不安そうに訊ねたのはジェーナだ。

「状じよう況きよう分ぶん析せき。王国連合の兵士がシェバード、ロアロ、ジェーナ、アリンの固有名詞を認にん識しきしているのは確実。風ふう貌ぼうについても、ある程度の確度で情報が伝わっていると推察可能。また、現在地からゼルイカへ移動する場合最低二か所の関所を通過する事になります」

　大都市に入るとすれば、今までのように間道を抜け、小規模な関所を壊かい滅めつさせながらという訳にはいくまい。

「それに、みんなの服は目立つわよね」

　当たり前の町まち娘むすめで通るのはアリンだけ。シェバードの鎧姿は傭よう兵へいとでも言えばまだごまかせるかも知れないが、ジェーナとロアロの見た目はあまりに特とく殊しゆだ。

　アリンだって都会の事は話にしか知らないが、これまでの旅で立ち寄った山村程度なら「わざわざ僻へき地ちを旅している変わり者だから、服装も変なのだろう」くらいで見過ごされてきたけれど、いろんな人が出入りする街で「変人という枠わくにさえ当てはまらない例外」が姿を見せたらやっぱり奇き異いに見られるのではないだろうか。

「これは威狼族の伝統的な装束で……」

「それはわかるけどさ。人混みの中に紛まぎれるには向かないって事」

「わたしひとりなら、物陰から物陰へ潜ひそんで人間の目を逃れるくらい容易いのに……」

　自分の技が通じない局面が不満なのか、ジェーナが口くち唇びるを曲げる。いつもの態度とは違う子供っぽさを残した拗すねた表情だった。

「俺おれの計略に抜かりはない」

　両手を腰こしに当て、反り返るような姿勢でシェバードが断言する。

「輸送隊を襲おそわせたのは、単にアリンにけじめをつけさせるためだけではない。それなら、相手は誰でもよかった」

　単に責任があって逃にげられないというだけなら、他の部隊と大きく違う訳ではない。逃げない敵と、確実に命がけの戦いをするという目的ならばわざわざ税輸送隊を狙う意味はない。グラハムという強く、敬意を払える敵手と邂かい逅こう出来たのは単なる偶然だ。

「最大の目的は、これを手に入れる事だ」

　シェバードは放置されていた馬車の扉とびらを開ける。

「あ……」

　中身を目にして、アリンは呆ぼう然ぜんと口を開けた。

　徴収された金貨銀貨の袋ふくろは理解出来る。問題は、それと一緒に縛られ、転がされているふたりの若い娘むすめだ。薬か何かで眠らされているのだろうか。周囲で戦いが起きていたのに、瞼まぶたを閉じて寝ね息を立てたままだ。

「眠ねむっている人間が中にいるのはわかっていましたが……これは一体？」

　ジェーナも訊ねる。

「人身貢納――王国連合体制となり、背後から魔皇帝が支配するようになってから始められた反吐が出るような制度だ。定められた額の税金を納められなければ、代わりに生きている人間を連れて行く」

　アリンの脳裏に、グラハムの言葉の断片が甦る。責任感故に全うしなければならないが好ましくない任務とは、この事だったのだ。
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　一味のリーダーがシェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースを名乗っているという事実は士官以上にのみ通達し、兵士たちには伏せる――それが当初の方針だった。

　しかし向こうが大声で声に出している上に、遭遇した後で逃げ帰る者が多い。しかもバルフォア自身が「交戦時に見聞きした情報は共有するよう」と指示しているため、口止めするのは難しい。そのせいで、兵士の中には動揺する者も現れている。

『処しよ刑けいされたというのは嘘うそで、実際には生き延びていた』という憶測程度ならまだましで、『死んだ王子が幽霊となり、魔物を率いて復讐に現れたのだ』などと、迷信じみた恐きよう怖ふを口にする者までいるのだ。幽霊が順調に歳を取っている不自然には気付かずに。

「……それが狙ねらいだとしたら、悪くない発想だな」

　クレモン県政庁、県令私室――衛兵さえ立ち入り出来ぬ部屋で机の上に地図を広げ、バルフォアは独りごちた。

　生きているはずはない。恐らくは無関係な偽にせ物ものだ。しかし名前を口にするだけでこちらの士気を下げ、兵を混乱させる。下手に隠いん蔽ぺいすると憶測が混じり情報が歪んでしまうので、今はバルフォアも「旧王家の関係者を自称する反逆者の一味」と呼称するよう命じている。

　もちろん、各地から上がってくる情報は最終的にはバルフォアが自ら精査する。

　机上の地図には、何本ものピンが刺さっていた。連合の兵士が「シェバード」たちに遭遇した地点を示すものだ。大半には日付を示すタグが貼り付けてあるが、何本かは全ぜん滅めつしているために正確な日時がわからず、不明のままだ。

　全滅しているのは主に『竜』の捜そう索さく隊たい、他に襲撃を受けているのは小規模な駐ちゆう屯とん地ちや関所、徴収した税の輸送隊なども襲われている。もちろんとっくに灼竜族捜しは中止し、兵士は配置し直した。四人組の中に灼竜族の生き残りがいる事は既すでに確実だし、少人数で僻地をうろつき回っては危険が増えるだけだ。

「想像以上に動き回っているな……。足取りをごまかすためか？」

　日付不明のものを無視し、時系列に沿って移動経路を追っていく。主要な街かい道どうを避さけ、山道から山道、時には野山を突っ切って移動しているようだ。敢えて一度離はなれた地域へ舞い戻ったりもしている。

　それでも己の目的地を隠蔽しようという意図自体は明らかだし、それを前提に俯ふ瞰かんすれば目的地は見えてくる。

「シェバード――貴様が本物だとしたら、まだまだ甘あまいぞ。子供の頃ころと同様にな」

　冗じよう談だんめかして、信じていない名前を呟く。

　今は敵対していても臣民を手にかけるのを嫌きらったか。それともいずれ国盗りをするため度量や慈じ悲ひを示しているつもりか。どちらにしても、バルフォアが知るかつてのシェバードとは似ていない判断であり、選択だ。

　いずれにせよ兵士を捕らずに見逃すのは、こちらの戦力を削りきれないだけではない。情報戦という観点では大きな失点なのだ。

　多少の混乱を補って余りある資料を、自分は入手している。

　四人の人相風体や能力、移動の経路。魔ま族ぞくの三人にしても全く情報が無ければ出会った兵は戸と惑まどうだろうが、例えば灼竜族らしきアリンという娘についても、これまでの記録から分ぶん析せきは進んでいる。

　怪力と強靱な皮膚を持ち、並の刃は物ものは通じない。しかし剣での攻こう撃げきが一いつ切さい無効という訳でもない――税の輸送隊を率いて戦死したグラハムとかいう下級貴族の部下がふたりの戦いを目もく撃げきし、報告している。

　伝令の都合もあるので現状で情報の共有が遅おくれているが、周知を徹底させ、対たい抗こう策が完成するまで無駄な交戦は避ければいい。話として知っているのと直接目にするのとではもちろん異なる。その点も、一度逃げた者を部隊に組み込めば「見覚えがある」のだから恐きよう慌こうも抑おさえられる。

「おとなしく死んだままでいればよかったものを」

　年若く、文弱な再従弟の顔を思い出だす。と言っても記き憶おくにあるのは人魔大戦の前、まだ十歳にも届かない姿だけだ。

　身体を動かすのを好むバルフォアとは違ちがって、シェバードは学問や芸術を志向し、いずれ王になるに当たっての願いも「平和な国」だった。読書好きだったが兵学書は苦手だったから、親類の中でも歳の近い自分が基き礎そを教えてやったりもした。聡明だから文面だけは一応暗記しても、戦術戦略の原理をちっとも理解しないのには手を焼かされたが。

　どう考えても、祖国奪回のために兵を挙げるような男ではない。

　もっともバルフォアは王族と言っても傍流で血筋は薄い。継承権は低く、代々が政務や軍事で国を支える家柄だ。

　だからこそ、父も魔ま皇こう帝ていの誘いに乗って王家を陥れた。

　バルフォア自身は人魔大戦当時は任官したばかりで実権を持たなかったので、背後の絡から繰くりを知ったのは後になってから。そこから今の地位まで上り詰つめたのは、父の影えい響きようではなく自らの力によってだ。

　一族の中で、現在最高の権力を握っているのはバルフォアである。

「シェバードを名乗って王国連合に挑めば、ランデルワースの国を手に入れられる。二流の軍師が思いつきそうな浅知恵だ」

　平和な時代の豊かな国、王子という最高の地位に生まれつき、戦争を嫌い、軍を忌き避ひしていたシェバード。

「……まあ、いい。貴様の目的地が判明した以上、灼竜族の生き残り諸共、墓場に送り返してやる。この俺自らの手でな」

　赤いピンで引かれた点線が向かっている地図の一点を、指先でトントンと叩く。

　港湾都市ゼルイカ――国内の流通はもちろん、諸外国との交易の要所でもある商港だ。旧王国時代から形式的にランデルワースに属しているもののいずれの貴族の領地でもなく、豪商たちの合議で治められている自由交易都市である。

「強力な魔族が一緒とは言え、四人だけで王国連合に刃は向むかうはずがない。ゼルイカで兵を募るか、それとも最初からあの街の狐どもが後ろで糸を引いていたか？」

　ランデルワース王国が解体し、王国連合の統治となってからは一応恭順の立場は取っているものの、ゼルイカは政治的には自治独立の立場を維い持じしている。地理的にはクレモン県に編入されるべきなのに。

　他にも戦略的にも経済的にも大した値打ちのない離り島とうの町村などは、役人を派遣するだけ手間なので伝統的に自治権を認められているが、ゼルイカだけは話が別だ。

　従来は多額の納税だけで特別扱いを容認してきた。しかし、あの街が生み出す富の量を考えればそれでも不充じゆう分ぶん。提出されている大まかな記録だけでは把は握あくしきれないが、商業活動の規模や状態を詳しよう細さいに調査、直ちよつ轄かつ地として税率などもこちらが決められるようにすれば大幅はば増収は間違いない。

　県令就任以来バルフォアは何度となくゼルイカに圧力をかけてきたが、その度に老練な市長や議員どもにのらくらと躱されていたのだ。

「何だか嬉しそうね」

　不意の声に、バルフォアは不快も露あらわに振り返かえった。

　もちろんそこに立っていたのはグリギラだ。

　衛兵さえ入れないこの部屋にも、彼かの女じよは出入り自由だ。建造した王族が非常時の脱だつ出しゆつ路としてこしらえた秘密の地下通路もあるし、グリギラならば天窓からだって侵入出来る。

　魔皇帝が差し向けた密使の行動を制限する権限など、一介の県令には無い。いや、どんな人間にもそんなものは無いのだ――今のところは。

「……喜ぶのは当然だろう。懸案が三つも同時に片付くのだからな？」

　いつから聞いていたのか、訊ねたりはしない。どうせこちらの抗こう議ぎは無駄だ。

「三つ？」

　わざとらしく首を傾げ、グリギラは細長い指を二本畳んだ。

　魔皇帝にとって最優先事じ項こうである灼竜族の抹まつ殺さつ。王国連合――というよりはバルフォアが重視する「自称シェバード」の始末。この二件は彼女もすぐに理解できたが、残る一つが思い当たらないようだ。

「魔族の姫ひめ君ぎみには、人間社会の複雑さはご理解いただけないようだな」

　ささやかな優越感を胸に、バルフォアはまた地図の一点を叩いた。

「現在、王国連合は魔皇帝に様々な物資を貢納しているが、それは物々交こう換かんで得ている訳ではない。こっちでは魔大陸と違って金銭を使った商取引が発展しているからな」

「……そんなの、分かってるわよ。たっぷり吸い上げさせてもらっているんだから」

　グリギラのかたちよい口くち唇びるがつんと尖った。

　種族ごとの役割が持って生まれた能力で割り振られる魔族の社会では、貨幣経済は行われていない。人間の目から見れば原始的な、物々交換のままだ。

　しかし現在は連合が集積した鉄材や食料などが人界で流通するだけでなく、魔大陸へと送られている。これも表向きは試験的な交易という事になっているが、実態は何の代価も受け取らない貢納だ。それ故ゆえに、民間の商人を介かい在ざいさせられないのである。

「ゼルイカは富の集積地だが、王国連合に従順という訳ではない。半ば独立した都市国家として一定以上の介入を拒んでいる」

　地図上を指差し、バルフォアは説明する。

「しかしシェバードと灼竜族――反乱勢力がこの街に逃げ込んだとなれば、市議会と連中の繋つながりを糾弾出来る。軍で圧して行政権も徴ちよう税ぜい権も取り上げ、俺の直轄地にしてやる」

『連合の』とするべきところで口が滑ったが、訂てい正せいはしない。

　まともな社会も組織も持たない魔族は、この違いをいちいち気にしないだろう。

「もしもその街のギカイっていうのが、四人組と何の関係もなかったらどうするの？」

「実際に繋がっている必要はない」

　グリギラの疑問は、バルフォアにとっては素朴すぎるものだった。思わず口元が緩む。

「疑わしい状じよう況きよう証しよう拠こがあれば充分だ。これまでは建前上、こちらも強く出られなかったが、四人組が消息を絶てば街で匿かくまっているものと見なすし、おとなしく引き渡したとしても蜥蜴の尻尾しつぽ切りとして扱う」

　自治都市ゼルイカの軍事力は貧弱で、恐おそれる必要はない。今までは実力行使に出る口実がなかっただけの事。県令というのは所しよ詮せん一役人であって絶対の権力者ではなく、行動にも制約がある。しかし大義名分が立てば、一気に実行に移すのは可能だ。

「思惑はどうあれ、貴方あなたが大軍を率いてでも灼竜族を殺してくれるなら、こっちとしてはそれで満足よ。成功した暁あかつきには、お望みならお父様にも口利きしてあげるわ」

「不要だ。俺は、魔皇帝の歓心を買いたい訳じゃない」

　あくまでも望みは人間の世界――王国連合での地位や権力だ。いずれ魔族の干かん渉しようは遮断する。否、滅ほろぼす。

　我々は最もこの世界に適応した生き物なのだ。遙はるかな昔に魔大陸に閉じ込められ、同じ事を漫然と繰くり返してきた奴らの下に置かれるなど、不当で不自然だ。これはバルフォアひとりの願いではない。魔皇帝と内通している王国連合上層部にあっても若い世代には少なからぬ同志が存在しているのだ。

「じゃあご勝手にどうぞ。そうそう。三日後に船で援えん軍ぐんが到とう着ちやくするわ。蟻ぎ侠きよう族ぞくの戦士が一四人」

「何だと？」

　思っている端から、魔族の干渉だ。

「言ったでしょ。だって人間の軍隊じゃ一〇人や二〇人まとめてかかったとしても灼竜族には勝てないもの」

「……一〇人の部隊でも歯が立たなかったのは事実だ。しかし本気で軍を動員する時は桁がふたつ違う。指揮も、俺が直接執る」

「それで、勝ち目が出るの？」

「大軍を率い、正攻法で真正面から敵を叩き潰す事こそ俺の本道だ。政務など、単なる余技でしかない」

　露骨な嘲ちよう弄ろうに反論する。その「余技」で三年間要職を務めている最中。前任者よりも税収を上げ、兵力も増強したというニュアンスを込めたが、グリギラには理解出来るのか。

「とにかく、もう魔大陸を出発してるんだし、そのゼルイカって街を攻める時には蟻侠族も参戦させるわよ」

「それは、魔皇帝が指示した事か？」

「お父様の命令って訳じゃなくて、あたしの提案。もちろん許可はもらってるわよ」

「……わかった。ならば支し援えんはありがたく受け入れよう」

　苦いものを吐き出すように、答える。

　嫌いやと言っても拒みきれるものではない。相手は魔族の密使、そして魔皇帝の娘だ。

　表向きは対等の和わ睦ぼくと言っても、実態は魔族が優位。王国連合の中枢は魔皇帝から提案された陰謀に乗って同族を殺し、富や権力を得た身だ。その代償として多額の金銭や物資を向こうに捧ささげるよう要求され、従っている。

　あまつさえ人身貢納までも。

「ただし、俺がそいつらに対する指揮権を持つのが条件だ。部隊の中に別の集団が混ざると混乱し、数の力を活かせなくなるからな。指揮系統の統一は人間の兵学においては初歩の初歩だ」

「その程度はわかってるってば」

　蟻侠族は命令に忠実な種族だ。魔皇帝の娘が『バルフォアの指揮下に入れ』と命じれば、取り消されない限りは絶対に守る――グリギラは説明する。

「貴方が動くなと命じれば、殺されたって動かないわよ。それが蟻侠族の――まあいいところよね」

　肩かたを竦すくめる声には、微かすかな濁りがあった。魔族の優位を誇るのではない。呆あきれと落胆のようにバルフォアには聞こえた。半分とは言え人間の血が流れていれば、魔族の限界を嘆く事もあるという事か。

　これで状じよう況きようは整った。

　魔族に嘴くちばしを挟まれるのは不ふ愉ゆ快かいだが、グリギラが押しつけた魔族兵を軍に加えたという事は、この行動が魔皇帝から承認を得ていると連合内の政敵に示す効果もある。今はまだ、魔族との和睦を利用すべき段階だ。

　既に盤上は詰んだも同然。

　後は一手ずつ間ま違ちがいなく慎しん重ちように実行しなければ。

　兵士殺害や反乱の罪での「四人組」の公式な手配、ゼルイカ市議会への質問状や抗議状、動員する軍の編成など、踏まえるべき手順はまだまだ多いのだ。

　生来の性質で何もかもが決まる単純な魔族とは違って、複雑な人間の社会では手続きというものが重要なのだから。







第四章　罠の都市







　自由交易都市――その名を誇ほこりと共に戴くゼルイカに、入市者の素す性じようを改める検問所は存在しない。国籍や立場、職業身分の一切を問わずに受け入れる。ただし営業や興行目的であれば一定額の鑑札を購入すべし。ある意味身も蓋ふたもないこの規則が、ゼルイカという街の性格を雄ゆう弁べんに語っていた。

　このルールこそが活発な商業活動の源泉。ランデルワース王国が解体され、王国連合の統治下となっても方針は変わらない。

　しかし、数日前に県令の命令書を携えた兵士がやってきて、市の歴史始まって以来の検問所を設置したのだ。

『王国連合に対する重大な叛はん意いある一団がこの街へ潜伏する恐れがある。摘発のため、非常時として直属兵による検問を行う』と。

　鑑札をチェックする市の役人の隣となりに槍やりを手にした厳つい兵士が並び、通る人々へ視線を投げつけ、手配書に記載された年ねん齢れいや性別、人相、あるいはそれらの組み合わせた一団を呼び止めて身体検査などをしている。もっとも行き来する数が多すぎるし、あまりにも何度も繰り返している上に成果が上がらないため、いささか緊きん張ちよう感が衰おとろえているようではあるが。

「おい、次」

　欠伸を噛かみ殺しながら、列に並んだ者を呼ぶ。

　背の低い小太りの中年男性と、華やかな衣装の若い女性たちという組み合わせの一団だった。化粧を施ほどこした顔をヴェールで半ば隠かくしている者もいるが、女性は皆みな一〇代半ばから二〇歳さい頃ごろといったところか。ひらひらした袖や派手に翻りそうな長いスカートはいかにも踊り子らしい。

「お役人様、よろしくお願いします」

　追従の笑いで腰を屈かがめて、男は兵士と役人を見上げる。

「旅芸人、と？　鑑札はひとり分だけのようですが？」

「はい。今まではあたくしひとりで弦をつま弾いておりましたが、この度新たに踊り手を加えた一座としまして。入市と興行用のやつを人数分お願いいたします」

　にこやかな表情で芸人が正規の額に心付けを加えた金貨を握らせると、すぐに役人は鑑札を発行した。

　歌舞音曲、手品、軽業、吟遊詩人、芝居の一座――商売人だけでなく各種芸人の出入りも多い街だ。こういう一団も、この三日で見飽きている。

　捜すべきは若い男ひとりと三人の娘。そのうちのひとりは一〇歳さい程度の子供――手配書を一いち瞥べつし、兵士は肩を竦めた。

「若い女か。おい、ちょっと顔を見せろ」

　横柄な態度で、兵士が手を伸のばしてくる。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。お役人が許可したんですから、勘弁してくださいな。この娘たちの顔は、お客様だけにお見せする商品なんですよ」

　芸人の頭が困った顔で訴うつたえる。

「逆らうのか？　こっちは特命を受けた連合の正規兵だぞ。ゼルイカの役人なんぞより、立場は上なんだよ」

　兵士の口元は緩ゆるんでいる。目的は職務の遂行ではない。仕事に退たい屈くつしたので、余禄を味わいたいという欲望を隠そうともしない。

「で、では……わたしたちが……」

　列の中からふたりが歩み出る。芸人らしくないおどおどした態度で、ちらりとベールをめくる。

「何だ？　意外に地味だな」

「おい、おっさん。どうせならもっと綺き麗れいどころを揃そろえた方がいいんじゃないか？」

「ウチはあくまで芸が売りでして。歌と踊りでしたら存分にお楽しみいただけるかと。公演の際には是非兵隊さんもお越こしくださいませ」

　あくまで腰低く、芸人は愛想笑いを浮かべる。

「もういい。先に行け。後がつかえてる」

　自分たちが余計な事をしたのを棚に上げ、兵士たちは顎をしゃくって芸人たちに前進を促した。後に続いていた旅商人が、うんざりした顔で新たに窓口に並ぶ。
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　市門から離はなれ、人気の少ない裏路地で周囲を見回す。

「ここならもう大だい丈じよう夫ぶだぜ、兄ちゃん」

「感謝する」

　旅芸人の言葉に小さく一礼したのは、ヴェールで顔を隠した比ひ較かく的長身の踊り娘だ。声は明らかに女性のものではない。長い黒くろ髪かみの鬘かつらとヴェールをまとめて外すと、くすんだ金きん髪ぱつと男の顔が現れる。

　シェバードだった。

「ぷっ！」

　その姿にアリンは思わず吹き出す。もちろん彼女も踊り娘姿だ。

　穿いているのはスカートで、胸には詰め物で作った乳房。おまけに白粉も口紅頬ほお紅もそのままだし。アリン自身不慣れな化粧のせいで顔がくすぐったいが、踊り子らしい派手目の服と長い金髪の鬘という簡単な変装だから、変な姿ではない。

「まあ、いいって事よ。俺も今の王国連合のやり方は気に喰くわねえし、たっぷり報酬も頂戴したしな」

「あ、あの……あたしたちは……」

「どうすれば……」

　さっき兵士に向かって顔を見せたふたりが、不安そうな表情で訊ねる。元々は納税の馬車から助け出した少女たちだった。

「すぐに戻もどっても騒ぎになるし、俺たちとの繋がりも疑われる。しばらくは身を隠して、故郷には手紙でも出せばいい。ここは自由交易都市だからな。来訪者が長く滞在しても目立たない」

　ここまでの旅路で何度も言い含ふくめていた内容を、もう一度少女たちに念押しする。

「は、はい。ありがとうございます！」

　少女たちは深々と頭を下げ、旅芸人の案内で去って行った。

「正体が露見したらどうしようかと不安だったのですけど、思った以上に簡単に入れましたね、我わが主」

　変装用の上着とスカートを脱ぎ捨て、いつもの露ろ出しゆつの多い服装に戻ったジェーナが胸を撫なで下ろす。

「作戦成功。ロアロは通常状態に復帰します」

　ロアロの背せ丈たけがするすると縮んでいつもの高さになり、余った袖口から手袋がぽとりと落ちる。銀の流体で手足を継ぎ足して伸ばし、体格をごまかしていたのだ。

「王国連合が手配しているのはあくまで四人組だからな。しかも旅芸人なら女性に偏った編成でも派手目の服装でも不自然ではなく、街への出入りも慣れている」

　スカート姿のまま両手を腰に当て、シェバードは誇らしげに胸を張る。さすがに違い和わ感かんがあるのか、乳房代わりの詰め物を抜ぬき取る。

「……まあ、実際効果的だったけどさぁ。そこまで気合入れる？　ひょっとして趣味？」

　アリンは苦く笑しようしながら頬を掻かく。

　単なる変装なら、わざわざ性別を変える必要があったのか。元の装束や細長く変形した足を隠す都合で、ジェーナやロアロの裾すそ丈は地面に届くほどもある。対して、シェバードは何な故ぜかアリンよりもちょっと長いだけの膝ひざ下丈。剥むき出しのふくらはぎは色白で、毛もしっかりと剃そられている。ただしまだ成長途上の細身で引ひき締しまった体格と言っても、さすがにじっくり観察すれば女性とは骨格が違う。ふくらはぎだって筋肉が目立つし。

「別に個人的な趣味ではない。考えた末の、最適な判断だ」

　化粧を拭い落とすと、目を縦断する傷きず跡あとが露わになる。

　バルフォアが最も警けい戒かいしているのはシェバード自身――というより逃がす兵士にわざわざ名乗って、意識が向くように誘導してある。当然、検問の兵にも若い男性に注意を向けるように命じてあるだろう。

「中年の男と多数の女というのは、兵士どもが見落としがちな組み合わせだ。最も重要な標的が含まれていない上に、ひとりずつバラバラで入市するのは考えても、これまで常に四人で動いていた俺たちが他の集団に混じるとは考えない」

　ゼルイカに向かう旅芸人に話をつけて「一座」に偽ぎ装そうする。人身貢納のふたりを助けたのも、単なる善意ではなく偽装をより完かん璧ぺきにするためだ。

「必要とあれば女装も厭いとわない――単にプライドが高いだけの、奢った者には思いついたところで実行できないだろうな」

「それをわざわざ自慢するのも、一周回った変なプライドって気もするけど」

　強奪した金の一部は変装や買収の資金とし、助けた少女へも分配したが、大半は惜しげもなく途と中ちゆうの村々でばらまいてきた。

『税を搾り取られた相手に戻せれば最良だろうが手間がかかるし、持ち歩くには重すぎる。それなら民衆の王国連合への反感を煽り、逆らう者を英えい雄ゆう視するように誘導する小道具にした方がましだ』というのがシェバードの弁だった。

　正直、わざわざ口でそう言うのは照れくさいからだとアリンは思っているが。

「で、無事にゼルイカ入りしたのはいいけど、これからどうするの？」

「どこか適当なところに宿を取るさ。そうすれば、向こうから接せつ触しよくしてくる」

　物陰で着替えたシェバードが答える。

「向こうって？」

「もう来たようです、我が主」

　首を傾かしげるアリンに答えたのはジェーナだ。緊張した表情で、短たん剣けんを構えている。

「来たな」

　落ち着き払はらった態度で首を巡らすシェバードの視線を、アリンも追いかける。

　いつの間にか、通りの両端を怪しい人ひと影かげが塞ふさいでいた。フードつきの外がい套とうで顔や体格を隠しているため、年齢も性別も判別できない。ただ、微かに覗のぞく手元には鋭するどい短剣が見える。それも光を反射しないように刃はを黒く塗装した代しろ物ものだ。

　それが、合計で八人。

　足運びでわかる。関所あたりに勤務している一いつ般ぱん兵よりも練度は高い。島に現れた捜索隊よりも上、ひょっとしたら税輸送隊のグラハム隊長級かも。

「ジェーナ、どうしたのよ？　こんな風に囲まれるまで気付かないなんて」

「仕方ないでしょう。街は、勝手が違うわ。雑音も多いし、変な匂においも入り交じってる。それに、街道を通る間はずっと変装していたから調子が狂って……」

　アリンの指し摘てきに、ジェーナは口くち唇びるを噛んだ。

　これまで小さな村に立ち寄り、農家の納屋などを寝ね床どこに借りた事はあっても、これほど人の多い都会は初めてだ。野山で草木や動物の匂いを感じ、空気の動きで周囲を読み取るジェーナにとって、人工の都市はあまりに不慣れで情報が少ない。しかも自身が白粉を付けている事が、何より鼻を鈍らせている。

「警告発令。敵性個体と思われる人間は上方にも確かく認にん出来ます」

　見上げると左右の屋上でも似たような装いの姿が数人、こちらを見下ろしていた。

「この街にくれば安全だったんじゃないの？」

「俺がいつそんな事を言った？　今の俺たちに、安楽の地などあるはずもない」

　シェバードが短く鼻を鳴らし、前方の人影を睨む。

　まるでそれが合図であるかのように、影たちが一斉に動いた。




　ゼルイカ市の中枢は、文字通り街の中心にある尖せん塔とうを構えた建物の中にある。市長の執しつ務む室しつや議事堂など、全すべて一棟に集約しているのだ。貴族の城館や邸宅のような荘厳さや華美さはない。高い塔ににしても、見張り台と灯台を兼かねたものである。しかし実用本位で洗練された形には、この街らしい合理的な機能美が備わっていた。

　夕刻――その議事堂の第二会議室では市長を含めた九人の議員が円卓を囲んでいた。正規の定例議会ではない。あくまでも非公式の集まりだった。

「これ以上は、県令の申し出を受け流すのは難しいかも知れん」

　両肘ひじを卓に突つき、重々しい口調で告げた市長はまだ三〇代の若さだ。

　自治議員といっても、投票で民選されている訳ではない。この街を拓き、財をなして、代々商業活動の中心となっている九つの家の代表であり、その中から話し合いで市長が任命されるのだ。事実上は持ち回りなのだが。

「自治権の移譲といっても、全ての権利が奪うばわれる訳ではない。政治的な独立性もある程度は保たれる。県令に逆らうのは、突き詰めれば王国連合と事を構えるという事になる。つまりは全世界を敵に回してしまう。非公式にだが、向こうは軍を動かす用意があるとも伝えてきている」

　市長の言葉に、議場がざわめく。

「だから変に意地を張らずに最初から向こうの要求を呑のんで、その上で条件交渉を重ねていけばいいと、私は最初から主張していたんだ！」

　机を叩たたいて立ち上がったのは、クラウス。己おのれの派閥を持つ若手の有力議員だ。市長の座が合議でなく投票で決まるのなら、彼かれが上座を占めていただろう。

「しかしだな。このゼルイカには自主独立、そして自律の伝統がある。ランデルワース王はそれを尊重し、自治都市でしかない我らを一国と対等に扱ってくれたのだが……」

　禿頭の汗あせを拭ぬぐったのは、この場で最年長の議員だ。

「昔を懐かしがってどうなります！　既にランデルワースは滅んだ。いくつもの廃はい村そんが生まれているという情報もある。我々は、新しい時代に対応しなければならない。そのためには、王国連合へ恭順の態度を示す。それしかないでしょう！」

　立ったまま大きく腕うでを振ふり回まわすクラウスの熱弁に、周囲から賛同の拍手が上がる。

　市議会を構成する九家にとっても、あくまで本業は商売だ。議会で権力を握にぎっても相互の監かん視しと牽けん制せいで好き勝手できる訳ではないが、市政の舵取りを誤るような間ま抜ぬけもまずい。従って議員職は「次に家を継ぐ若手」か「既に一線を退いた老人」が多くなる。

　現状、市長を除く若手四人が恭順派。市長と高齢の議員の計四人が独立死守の原則派だ。数の上では拮きつ抗こうしていても、主張の強さでは若く勢いのある恭順派が優勢だ。市長も立場上前例を守る側に付いているだけでしかない。

　残るひとりは――。

「クラウス議員は、この街が滅んでもよろしいのですか？」

　フランジェリーネ・ハロールは立ち上がった。

　唯ゆい一いつの女性、しかもまだ一八歳という最年少だから、この席で自分が軽んじられているのは承知している。だがこの街を支えてきたハロール家の代表として、クラウス優勢の流れを変えたかった。

「意見する相手を間違えているんじゃないかね、フランジェリーネ議員？　県令が本気で軍を動かしたら、自前の戦力などほとんど持たないこの街など一蹴されて終わりだ。一定の自治権は保証されるのだから、無意味に意地を張ってどうする？」

「その一定が問題なんです！　県令は、徴税権を絶対に諦あきらめないでしょう。形ばかりの政治的地位が許されたところで、いちばん大切な鍵を渡したらゼルイカはお終いです。軍人上がりの政治家に、この街の経済が捌さばききれると思いますか？」

　都市と都市を結ぶ街道の交点であり、同時に良港。ゼルイカは地理的には恵めぐまれている。しかし、地質的にはそうではない。広い平地ではあるものの、ほとんど植物の育たぬ不毛の土地。海に目を向けても、潮流の関係で水産資源も潤沢とは言えない。

　住むには適さない、しかし拓ひらけば要衝という土地に九家族の祖が財を投じ、流通の拠きよ点てんとしたのだ。

　自給自足が難しいこの街にとっては「経済活動の自由が保証されている」という評価こそが最大の財産だ。市内での取引にかかる税金も、集まってくる商人とゼルイカの双方に利益があるよう、各国の景気などを見ながら小まめに変えている。

　県令は政治家として無能ではないが、軍人出身らしく管理統制指向が強い。めまぐるしく変化する経済という生き物を、柔じゆう軟なんな対応で飼い慣らす事が出来るとは思えない。現状の納税額で満足せずに徴税権を握りたがっているのは、要するに取れるだけ取りたいと考えているからだろう。

　しかし、その欲は豊かな乳を出す牛を雑巾の如く絞るようなものだ。ゼルイカの機能を失わせ、ひいては大陸全土の経済を停滞させる事までも繋がっていく。

　この危険性は既に伝えてあるのに、バルフォアにとっては利権を手放したくないこちらの詭弁だと見なしているらしい。だからこそ、そんな人間には任せられないのだ。

「なるほど。原則を遵守するというフランジェリーネ議員の理想はご立派だ。だが、実際にどうやってこの街を守る？」

「それは……」

　クラウスの追及に、フランジェリーネは口ごもる。

　ゼルイカには市中の安全を確保するための衛視と市民による自警団、それに万一に備える僅わずかばかりの傭よう兵へい部隊があるだけで、本格的な軍隊は存在しない。これもまた古くからの伝統であり、街が誇ってきた事だ。その全てを動員しても七〇〇人程度。練度や装備の面でも、連合正規軍に太刀打ちするのは不可能だった。

　実務の最前線に立っている訳でもなく、議員に就任してから日も浅い。実際の経験が乏とぼしいのは自他共に認めるフランジェリーネの弱点だ。だからこそ資料を調べ、引退した議員に話を聞き、その上で原則や理念を尊重すべきという立場を取っている。

「理想も伝統も、確かに大切だ。しかし清潔な理念は、眼前の危機から我々を守る盾たてにはなってくれない。既に県令が大規模な部隊を動かし始めているという情報は伝わっている。実際に軍に迫せまられてから折れるのでは、こちらの立場は更さらに弱くなる。膝を屈するのなら早い方がいい」

「現実問題として仕方がないからと言って捨ててしまえば、二度と取り戻せず、忘れ去られてしまうのではありませんか？　だからぎりぎりまで……」

「今がその『ぎりぎり』だ。いや、もうとっくに踏ふみ越えている！　お嬢様にはそれが見えていないだけだ！」

「……」

　フランジェリーネの中で、選せん択たく肢しがせめぎ合う。

　確かにクラウスの主張の方が正しいのかも知れない。だけど、依って立つ理念を捨ててまで守りたいものは何なのだろう。

　市民の生命や財産のためなら、やむを得ないという判断はあり得る。しかし恭順派議員が優先しているのは、己の財産や地位だけではないのか。既すでにクラウスが資産を県都へ移しているという噂うわさもある。この街が無価値になっても、県令の下で自分だけは甘あまい汁を吸おうという腹づもりではないのか。それを指弾しようにも、証しよう拠こがない。代案もない。

　苦悩が、フランジェリーネの口くち唇びるを閉ざす。

　その時だ。

　分厚い扉とびらの向こうから、騒動の音が聞こえてきた。

「何事だ！」

　クラウスが声を上げる。

　扉が開かれる。

　恐きよう怖ふと驚きよう愕がく、そして疑念が入り交じった視線が一点に集まる。

「突とつ然ぜんの来訪、失礼する。ゼルイカ市議会の諸君」

　尊大な態度で告げたのは、顔に傷を持つ鎧よろい姿の若者だった。彼に付き従う三人の少女は、気絶した男たちの身体を引きずっている。

「ま、待てっ！　無断侵入は……はがっ！」

　赤毛の少女を取り押おさえようとした警備員は、軽い裏拳一発であっさり昏こん倒とうした。

「手荒あらくも熱烈な歓迎を受けたので、是非ともお返しをしなければならないと思って参上した次第。さて、名乗る必要はあるかな？」

　確認するまでもない。

　この四人組――自じ称しようシェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースと、三人の魔ま族ぞくの情報は既に市議会にも伝わっている。この街に入った事もだ。今日の会議は、まずその報告から始まったのだから。

「き、貴様……っ！」

　クラウスのこめかみに、血管が浮かび上がった。

「その様子からすると、俺おれたちを殺すよう命令を出していたのはお前かな？」

　激昂するクラウスをあざ笑うように、シェバードが軽く顎あごを反らした。体格そのものはクラウスの方が大きいのに、まるで遙かな高みから見下すような眼まな差ざしだった。

「クラウス議員、彼の言う事は本当なのですか？」

「仕方ないだろう！　当然の判断だ！」

「彼らが市に入っても当面は監視をつけるだけと皆で決めたじゃありませんか！　クラウス議員ご自身がその役目を引き受けたはずです」

「あ、あれは公式の決定ではない。あくまで今日と同じ、内々の打ち合わせだ。こいつらを差し出せば、県令との交渉もやりやすくなる。あくまでこのゼルイカの存続を思っての行動だ！」

　クラウスの額に汗が浮うかぶ。

　ぱち、ぱち、ぱち――シェバードが遅おそい拍子で手を叩く。

「気にしていないさ。人捜しが本業ではなく、立場にふんぞり返った王国連合の兵士はともかく、あの程度の偽装で海千山千のゼルイカ市議会を欺けると侮ってはいない。早晩見つかるのは予定の上。堂々と接触してくるか、いきなり刺客に襲おそわれるか、どちらになるかは半々だと想っていた」

　そう言うと、シェバードは長ちよう靴かの爪つま先さきで招待状――気絶している刺客の身体を軽く蹴けって転がす。

　王国連合から追われている彼ら四人を市内へ受け入れれば、バルフォアに攻こう撃げきの口実を与あたえる事になる。だから彼らを発見し次第、密かに捕とらえ、あるいは殺害する。場合によっては死体を手土産にする事で有利な条件を引き出だす。

　バルフォアの主張に基もとづけば、確かに当然の行動だった。

　もちろんフランジェリーネには別の立場があり、意見がある。

　然るべき鑑札料金を支払えば何者であっても受け入れるのがゼルイカの大原則だし、王国連合に敵対するという事は、自分たちの味方になる可能性もある――そう考えたからこそ当面は監視だけに留めるという話だったのに、クラウスは最初から抹殺するために役目を引き受けていたのだ。非公式の決定とはいえひどい背信だ。殺してしまえば抗議しても無駄で、自分の意見が通るとでも考えていたのか。

「まあ、さすがにいきなり囲まれた時はびっくりしたけどさ。実際にやり合ってみたら王国連合の兵隊に比べても、ずば抜けて強いって訳じゃなかったね」

　赤毛の少女――アリンが笑いながら取り出したのは、黒く歪ゆがんだ金属片。あまりにどろどろに融けているせいで、大商人子飼いの刺客や密使が用いる短剣の成れの果てだと気付くまで少しの時間が必要だった。

「街という環かん境きように適応した身の潜め方はなかなか大したものだったわ。けれど、一度匂いを覚えてしまえば、野の獣けものほどじゃない。背後から忍んで殺すのが本業だから、発見されればもう勝負にならないというところね」

　倒れている刺客を冷めた眼差しで見下ろしているのはジェーナ。

「……」

「……」

　居心地ごこちの悪い沈ちん黙もくが、部屋に充満する。

「……ロアロ。お前も何か言ってやれ」

　シェバードの頬に、微かな苦笑が浮かんだ。他のふたりに続いて、最後のひとりも何か言うだろうと思って何となく皆が待っていたのである。

「評価提出。固有名詞不明の人間複数個体による襲しゆう撃げきは戦術的に合理的な行動でしたが、人体の構造的及び能力的限界が存在するため、ロアロ、ジェーナ、アリンの各個体および警護対象であるシェバードに対して有効な損害を与える事、もしくは拘こう束そくする事は不可能です」

　回りくどい言い方だが、要するに「最初から無理、お話にならない」という事か。

「さて、と。あたしは売られた喧けん嘩かは買うって立場なんだけど、シェバードが勝手に暴れるなって言うから我が慢まんしてんだよね」

　指を解しているのはアリン。報告によれば、正規兵一小隊でも相手にならない強者だ。

「ま、待て……っ！　その……つまりだな」

　目の前に迫る「怪かい物ぶつ」に、クラウスの声が震ふるえる。

「お待ちください」

　フランジェリーネは一歩進み出て、背筋を伸ばして告げる。

「ここはゼルイカの議事堂。力ではなく言葉で、勝敗ではなく共に利益を上げる事を目指す場です。暴力は許されません。それが、この街の原則です」

　声が上擦り、膝が震えているのが自覚できる。それでも、この街の理念を守る――それが議員としての彼かの女じよの立脚点だ。

「とか言うけどさあ、街中でいきなり襲いかかってきたのはこいつらだよ？」

　アリンは立てた親指で、足あし下もとに横たわる刺客たちを差す。

　議員たちの間にざわめきが広がる。噂に聞こえるこの四人の――実際に戦っているのは三人だけらしいが――力が揮われれば、戦いの心得のない議員たちなど一蹴される。警備員も役には立たない。

「ま、待て！　襲撃はクラウスの独断だ！　我々には危害を加える意図はなかった！」

　最長老格の議員が、青ざめたクラウスを指さす。

「そ、そうです！　僕たちは無関係です！」

「ちょ、ちょっと待て！　反対派はともかくお前らも私を見捨てる気か！」

　自派の若手議員にまで離反されそうになり、クラウスが声を上げる。

「皆、落ち着いて欲ほしい。俺は、別に議員諸兄に恨うらみがある訳ではない。現に、見ての通りの無傷だ。あの程度の襲撃、いちいち腹など立てない」

　酷こく薄はくな笑えみと共に両りよう腕うでを広げるシェバード。それは単に和解の提案ではない。自分たちの強さ、即すなわち優位の固辞だ。

「俺たちがここに現れた事は遠からず県令バルフォアの知るところとなるだろう。そうでなくとも、奴やつはこの街を支配下に置くべく威い圧あつのための大軍を差し向ける」

「そ、それはわかっている！　わかっているからこそ……！」

　クラウスが言葉を飲み込んだのが、フランジェリーネにもわかった。

　状況は最悪とも言える。既にシェバード一味がゼルイカ市議会と接触した。この事実が発覚すれば、街を攻める格好の口実となる。その情報を隠蔽できるのか。実力では適かなわず、この場の主導権をシェバード側に握られている現状で。

「安心しろ。その軍を、俺たちが迎むかえ撃ち、撃げき破はする」

「……げ、撃破してくれるのか？」

　市長が期待に顔を輝かがやかせ、身を乗り出す。

「お前たちのためにではない。単に我々の都合で迎撃し、撃破する。そのための場所としてゼルイカ周辺を選んだというだけの話だ。議員諸兄にはその事を知らせておいた方が余計な波風が立たないだろうと思ってな」

「そんなのは不可能だ！　たったの四人で……」

「なるほど。クラウス議員と言ったか。貴兄はそう考えたから俺たちを殺そうとしたのだろうな。しかし、貴兄の目もく論ろ見みでは刺客の一団を俺たちが返り討ちにするのもまた不可能だったはず。失礼だが、戦い、殺し合う事に関しては貴兄は素人しろうとだ。その判断は、全く当てにならない」

　不出来な教え子を嘆くように、シェバードは大げさに頭を振って嘆息した。

「では、わたくしたちに……ゼルイカに市を挙げて協力しろと仰おつしやるのですか？　共に戦えと……？」

「既に言ったはずだ。その問いへの答は、否いなだ」

　フランジェリーネの問いへの答は、ごく短い嘲ちよう笑しようだった。

「情報収集や闇やみ討ちの類ならばゼルイカ――というより富商各家が子飼いにしている連中もそこそこ役に立つだろうが、正面切っての戦争では正規軍とは勝負にならん。どうして役立たずの手を借りる必要がある？」

「では……？」

「議員諸兄、市当局に言いたいのは、単に余計な手出しをするな、という事だけだ。あくまでも俺たち四人が勝手に戦う。それに関かかわるな」

「結局この街で連合と事を構えるのか！　や、やはりこいつらは疫病神だ！　街を守るためには即刻――」

　上うわ擦ずったクラウスの声を、シェバードはひと睨にらみで封ふうじた。

「貴方あなたは、この街を危険にさらすというのですか？」

　フランジェリーネも詰つめ寄る。

　だが、シェバードに近づこうとしただけでジェーナが短剣を抜いて立ちはだかった。

「止よせ、ジェーナ」

　腕を挙げて護衛の動きを止め、シェバードからフランジェリーネへと歩み寄ってくる。

「既にこの街はバルフォアに目をつけられている。だったら今更俺たちが立ち去ったところで同じだ。お前たちが何と言おうと、匿かくまっていると難癖をつけて攻めてくる」

「……つまり、貴方たちを傭兵として雇えと？」

「言っただろう。俺たちは勝手に戦うと。別に報酬も必要ない」

「貴方たちの強さは噂に聞いております。しかし、相手は正規軍。しかもバルフォアは最低でも一〇〇〇人を動員するでしょう。たった四人でどうするというのですか？」

「余よ裕ゆうだ。俺は、向こうにその程度は用意しろと告げてある」

「し、信じられるか！　そんな話が！」

「う、うむ。そうだな」

　クラウスの声に、恭順派の若手議員たちが恐るおそるといった態度で賛意を示す。

「貴様らに状じよう況きようを止める力はない。バルフォアが攻めてくるのも、俺がここでそれを迎え撃つのも決定事じ項こうだ。選べるのはふたつ。おとなしく黙だまって見ているか、余計な手出しをして被ひ害がいを増やすかだ」

「ひっ！」

　二本指を鼻先に突きつけられ、クラウスが短い悲鳴を上げた。

「もっとも、こちらとしても軍が攻めてくるのを待っている間にまた無駄な刺客だの何だのを送り込まれたら、いちいち相手をするのも面めん倒どうなのでな」

　言うが早いか、シェバードはいきなりフランジェリーネの手を取った。強ごう引いんだが、洗練された仕草だった。まるで舞踏会でダンスパートナーを誘うかのような。

「議員、あなたのお名前は？」

「えっ？　えっと……フランジェリーネ。フランジェリーネ・ハロールです」

　相手の意図もわからぬまま、半ば反射的に答える。

「差し支えなければ、当日までハロール家に逗とう留りゆうさせてもらえないだろうか？　他の議員諸兄としても、俺たちを一応の監視下に置けるなら安心だろう？　むしろ立ち去られたら困るのではないか？」

「そ、そうだな、うん。確かに……」

「我々としても異存はない」

　恭順派も原則派も、一斉に賛同する。

「……と皆は言っているがフランジェリーネ・ハロール。あなたの返事はいかがかな？」

「は、はい……。わたくしの家でよろしければ。あなた方一行を、相応の客として迎え入れましょう」

　何故自分が名指しされたのかはわからないが、これも議員としての務めだ。元々自分は県令の圧力には立ち向かうべきという立場なのだし、彼は同志とも言える。ならばそれなりのもてなしも必要だろう。

「では、厄やつ介かいになる。ご案内いただけるかな？　フランジェリーネ嬢」

　シェバードが浮かべた笑みは、まるで研ぎ澄まされた刃は物もののように美しく、同時に危険を感じさせるものだった。




「ふーっ！　いい気持ちーっ！」

　広々とした浴槽の中で、アリンは思い切り手足を伸ばした。

　ここしばらくは野宿や、小さな村で空き家や小屋を貸してもらってばかりだったので、こんな風に伸び伸びと入浴するのはギース島以来だ。いや、島では村長の家が共同浴場を兼ねていたが何とか全身が収まる程度の小さな風呂桶おけしかなかったから、むしろ初めてというべきか。

　ハロール家の浴室は代々の富商らしく大理石の内装で、数人が一いつ緒しよに使えるほどの広さがある。何でも、客人と内密の話をする際に「お互たがいに隠し事がない」という意味で一緒に入浴する事もあるため、公共浴場とは別に自宅に風呂を設ける者が多いのだとか。

「……た、確かに温かく心地ここちよいとも言えるけれど……その……少し落ち着かないというか」







[image: ]







　アリンの隣となりでは、やはり湯船に肩かたまで浸かりながら、どこか居心地悪そうに視線を逸そらすジェーナの姿があった。

「やっぱりわたしは出る！　敵てき襲しゆうがないか見張らなければ！」

　ざぱっ！

「だーめっ！」

　お湯から上がろうとするジェーナの肩を捕まえ、もう一度沈める。

「あんた、あたしからお風呂の作法ちゃんと教われって言われてるでしょ？　シェバードの言いつけ、破っちゃうわけ？　いつもの『我が主』はどうしたのよ？　外なら大丈夫って言ってたじゃない」

　屋敷の安全はフランジェリーネが請け負った。シェバードも、クラウスらにしても市中でもめ事を起こすような真似はすまいと保証している。だから、ロアロも含めた三人がまとまって入浴する事にしたのだ。

「……う……」

　真っ赤な顔で、気まずそうに頷うなずく。

　その隣で、ロアロはいつもの通りの無表情で肩までお湯に浸かっている。裸はだかで、ただし銀の熊くまは抱だいたままだ。

「で、本当にふたりともお風呂は今日が初めてなの？」

「温かい湯で身体を洗うのは、魔族にはほとんどない習慣だ。威い狼ろう族ぞくは普通、川で行水をする」

「ロアロは像ぞう塊かい族ぞくなので、普ふ通つうの生物のように汗をかく事はありません。体表の新陳代謝も微少であり、衛生状態は自動的な組織変換によって維い持じされています」

　例によって変な言い回しだけど、要するに「他の生き物のように洗わなくても清潔」という風に理解していいようだ。

「でもさ。シェバードと一緒に王国連合と戦うんだったら、こんな風に人間の街に入る事もあるよね。慣れないとまずいでしょ」

「指示了りよう解かい。ロアロは今後、シェバードとの行動において人間社会に紛まぎれる事態が発生する可能性の高さから、人間社会の集会を理解し、人間と誤認され得る行動様式を学習する必要性を理解しました」

「だったら、まずそのしゃべり方を何とかしないとね」

　苦笑する。言こと葉ば遣づかいもそうだが、ロアロは必要がなければ微動だにしない。だからお風呂に入っていても彼女からはほとんど波が立たないのだ。

「我が主が、一緒に入ってくれたらよかったのに……」

「うわあ、だいた～んっ！」

　ジェーナの呟つぶやきに、即そく座ざに突っ込みを入れる。

「な、何がよ？　わたしはただ、話の合わない貴方じゃなくて、人間社会の事なら我が主から教わりたいと……」

「男と女は一緒に入らないの。それも、人間のお風呂の常識なんだってば。威狼族の水浴びは違ちがうの？」

「……い、いや。やっぱり男女は別よ。家族の中で、男と女がそれぞれまとまって川で身体を洗うのが普通」

「人間も似たようなもん。男女で一緒に入るのは年とし端はもいかない子供か、さもなきゃ夫婦とか恋人くらい？」

「ふ、夫婦？　恋人？」

　アリンの指摘で自分がさっき口にした言葉の意味を悟り、ジェーナの赤い顔が半分水面下に沈しずんだ。口元からぶくぶくと泡あわが立つ。

「それともやっぱり、あんたってシェバードに……その……そういう気持ちな訳？　恋してるとか？」

　アリンの顔も上気する。この熱さは、決して湯のためばかりではない。

　シェバードのために戦う。命を賭ける。

　今は、彼の事をいちばん大切に思う。

　その気持ちを何という名前で呼べばいいのか、アリンには確信が持てない。

　ただはっきりしているのは、これが生まれて初めて経験する感情だという事だ。

「そ、そういう訳じゃないわ。あくまで主従――主と狗いぬの関係よ」

「ジェーナ自身が拘こだわりと誇ほこりがあって狗って言ってるなら、他人が口出しすべきじゃないんだろうけどさ」

　何しろ今もアリンの方は、文字通り一糸まとわぬ全ぜん裸らという人間の入浴の正しい作法を守っている。武具の首くび飾かざりも外している。さすがのジェーナも今は首輪無しだ。どんな風に出会い、どういういきさつであれを嵌はめる事になったのか。

「……そんな対象として見た事はないわ。結界が消えても、故郷で魔ま皇こう帝ていの軍勢と戦っている時には、人界に来て、人間と関わるなんて想像もしていなかったし……。それに、恋というのがよくわからないもの」

　魔族の中にも普通に互いの好意で決めた相手と結婚する種族もある。しかし血統の繋つながりを重んじる威狼族では、年とし頃ごろになった者は親が選んだ相手と結ばれるのが普通だ。

「そうなの？」

「人間でも貴族や豪商は本人の気持ちより、家の都合で結婚相手を選ぶ事もあるのでしょう？　一夫一妻で、同じ相手と生しよう涯がい添い遂げるから、威狼族はさほど人間と変わらないわ」

　魔族の中にはもっと奇き妙みような生態を持つ者も少なくない。性別が三つ以上あるもの、性別を持たないもの――像塊族もそのひとつだとジェーナは付け加えた。

「長の娘むすめと言っても家系は兄者が継ぐ事になっていた。多分わたしはどこかの氏族に嫁に入っていたはず。もしも皆みなが生きていれば……」

　失われた仲間の事を思い出しているのか。ジェーナが口くち唇びるを噛んだ。

「ごめん。嫌いやな事、思い出させちゃって」

「構わないわ。このお風呂と同じ。仲間であっても、お互いの依って立つ常識も境きよう遇ぐうも違うのだから、少しずつ摺すり合わせ、理解していかないと」

「うん。そうだね」

　気遣うジェーナの言葉が嬉うれしい。

「さて、と。じゃあ、そろそろ上がって。ロアロも」

「わかったわ」

「指示了解。湯船から洗い場へ上陸します」

「ちょっと待って。まだ終わりじゃないってば」

　そのまま出て行こうとするジェーナの肩を後ろから掴つかんで洗い場に引ひき戻もどし、海綿スポンジを手にとって石せつ鹸けんを泡立てる。

「な、何よ、それ？　毒？」

　ジェーナの眉間に、皺しわが寄った。

「違うってば。これで身体の汚よごれを落とすの。ほら、背中向けて」

　海綿スポンジの上でふんわり白く膨ふくらんだ泡の塊を、ジェーナの引き締しまった背筋に載せる。

「ひゃうっ！」

　初めての感かん触しよくにしなやかな身体をくねらせる。いつもの態度からはかけ離はなれた甲高い声が上がった。

「な、何だかくすぐったい。人間は皆、こんなものを使うの？」

「そうだよ。お湯だけじゃ落ちないしつこい汚れとか、肌はだの脂あぶらとかもこれならすっきり綺き麗れいになるの」

　優越感混じりに説明するアリンにしても、石鹸なんて高価な品に慣れている訳ではない。島では、メグの家で一度か二度使わせてもらった事があるだけだ。

「ア、アリンの世話にはならないわ。自分でやるから！」

「そんな事言ったって、ジェーナは石鹸の加減も知らないし、さすがに背中までは手が届かないでしょ？」

　直に見て、更に触って確かめるとジェーナの身体はほとんど人間と変わりない。うなじにたてがみを思わせる毛はあるが、人間としても生え際の個人差で通じる程度だ。アリンよりも心持ち小ぶりだが、形のよい乳房。年ねん齢れいはほとんど変わらないのに、細く引き締まった身体は成熟した均きん衡こうを備えている。これも個人差か。それとも種族の違いに由来するのか。

　間近で観察して初めて気付く。綺麗な肌の上に、何か所か細かな傷きず跡あとが見える。どれも、古い。ジェーナが幼い頃ころから修練を積み重ね、技わざを身につけた証拠だ。

「……肌触りだけじゃない。匂いも、変な感じがするの。この街に入ってから、時々人間から感じていたのと同じ匂い」

「要するに、ここじゃ石鹸使って身体洗ってる人が多いって事でしょ？」

「……自分の身体にこんな匂いがつくのは……その、困るわ。鼻がおかしくなって、敵や得物を感じにくくなるもの」

「あ、そっか。じゃ、このくらいで」

　アリンは手桶に湯を汲み、ジェーナの身体に注いだ。複雑な曲面に沿っていくつもの滝が生まれ、泡を洗い落としていく。いくら人間の作法や常識を教えると言っても、ジェーナの能力を損なうような事になっては本末転倒だ。

「意思表明。ロアロは、その石鹸という品物の使用を希望します」

「あ、ちょっと好こう奇き心しん？」

「……部分否定。ロアロは人間社会に紛れる際の万ばん全ぜんを期す目的で、生活習慣情報および臭覚情報をより完全なものに近づける事を意図しています」

「人間に、そこまで鼻の利く奴なんていないと思うけどね」

　笑いながら、ロアロに石鹸を手渡わたす。力を制せい御ぎよ出来るようになってからは筋力ばかりでなく、感覚も常人より鋭えい敏びんになってきた。さすがにジェーナには遠く及およばないが。それでも、ロアロの体たい臭しゆうというのは感じた事がない。気になってジェーナに一度訊ねてみたら、彼女でも感知困難な微弱な匂においだという。

　ロアロの方も、裸になると普通の子供と変わらない。まだ凹凸の少ない、幼さを残した身体で、こちらの方は傷跡や黒子などが一いつ切さいない。そのため、まるでよく出来た人形のように見えてしまう。

「本当に、こうして見ると人間と違わないのよね」

　アリン自身、島で生活している時にメグと己を比べて違いが気になった事などない。

「前にも説明した通りよ。魔族と人間、どちらも神の似姿なんだもの。ただし、魔族の中にはわたしたちとは全然違う形の種族もある。例えば威狼族は、この肉体を仮の宿りに過ぎないと考えているわ。あくまで本質は死後に現れる狼ろう精せいという認にん識しき。ロアロはああだけど、本来の像塊族は全身が流体で自在に変形出来る。人に近い形と異形を切り替えられる種族、巨人や獣人のまま変化しない種族だっている。そういうのを、全部ひと括くくりにして魔族と呼んでいるの」

「その中で、あたしは最強の種族って訳ね」

「あまり慢まん心しんしないで。確かに頑がん丈じようで死ににくいけれど、圧あつ倒とう的てきな優越って訳じゃないわ。一対一で堂々と決けつ闘とうすれば、確かに灼しやく竜りゆう族ぞくに勝てる相手はいない。けど森の中で、群れで連携する威狼族を脅かせる者もいないし、死をも恐おそれぬ蟻ぎ侠きよう族ぞくや自在に空を駆かける翼よく竜りゆう族なんていうのもいるんだから」

「ふぅん。ま、それでも当面の敵は人間の軍隊でしょ。だったら問題ないって」

　自分の二の腕に触ふれてみる。人間離ばなれした力を発揮する筋肉。鋼鉄の刃はをはじき返す肌。ただ、こうして見る限りこれも常人と変わらないが。

「あ、そうだ。背中、流してあげよっか？」

「助力不要。ロアロはロアロ自身によって全身の洗浄が可能です」

　ふと思いついて訊ねたら、抱いている銀の熊が例によってぐにゃりと変形して太めの触しよく手しゆとなった。石鹸の泡と一緒にロアロの全身にまとわりつく。異様に泡立ちがいい。

「ど、どうやってんの、それ？」

「回答提示。ロアロは、アリンが使用している品物から石鹸を泡立てるのは海綿状の微細空洞構造が有効であると判断し、模倣しました。この方法なら分離体も同時に洗浄できるため、極きわめて合理的であるとロアロは考えます」

　華きや奢しやな身体の表面を泡まみれの触手が動き回っている。

「えーと……そっか。ロアロの場合、その熊さんも身体の一部なんだっけ？」

「完全肯こう定てい」

「それ、別のところへ置いておくのは無理なわけ？」

「部分否定。人間型であるロアロ本体と、可変流体であるロアロ分離体は常時完全に接せつ触しよくしている必要はありませんが、離れていられる距きよ離りも時間も制限があります」

「じゃあ、どっちにしろお風呂で人間のフリするのは無理だと思う」

　変形させないとしても、風呂場にまで銀色の熊人形を持ち込むのは珍しすぎる。

「助力提案。ロアロの分離体を使用すれば、アリン並びにジェーナの体表をより完かん璧ぺきに洗浄する事が可能です。同意しますか？」

　予期せぬ言葉に、アリンとジェーナは思わず顔を見合わせる。

「え、えーと……あたしは遠えん慮りよするっていうか？」

「わたしもよ。その……そういう風に構われるのには、慣れていないから」

　仲間で、精密にコントロール出来るのは知っているが、あれで自分の素す肌はだを撫なで回されるのを想像すると、あまりいい気持ちではない。

「さて、そろそろ出よっか？　いつまでもシェバードたちを待たせてちゃまずいしね」

　アリンの言葉を合図に、ロアロとジェーナも身体に残った泡を綺麗にすすいで、風呂から上がる。

「あの石鹸とか言う変な匂においは気になったけれど……確かに気持ち良かったわね」

「あ、これ使って。身体の水、ちゃんと拭ぬぐって」

　ぶるぶる首を振ふって水を払はらいながら感想を述べるジェーナに、タオルを手渡す。同時に、自分の分で髪かみを拭う。使用法見本だ。

　更に、フランジェリーネが用意してくれた部屋着に着替える。ゆったりした作りで、肌触りのいい綿。湯上がりに寛くつろぐには丁度いい着心地だった。ただし、見み様よう見み真ま似ねで同じ品を身に着けたジェーナは落ち着かない表情だ。袷が着崩くずれていて、胸むな元もとが覗のぞいている。

「……どうも身体を全部包つつんでしまうような服は居心地が悪いわ」

　腕うで輪わと、剣けん帯たいも身に着ける。いつもの装束ではないのでアンバランスな印象だ。

　ロアロの方は問題なく、子供用のそれを器用に身に着けて、分離体を抱きかかえた。

　湯上がりの三人はハロール家の使用人によって応接間に通された。既に、シェバードとフランジェリーネが卓を挟はさんで向かい合っている。

「三人とも、風呂はどうだった？」

　柔やわらかい長椅い子すに腰こしを沈めて尋ねるシェバードの手には、冷やした果か汁じゆうを満たした器。島では一度しか見た事のない透明なガラス製だった。

「うん。気持ちよかった。やっぱり野宿ばっかりじゃ汚れちゃうしね」

「わたしは……その……」

「ジェーナが慣れないのはわかっている。習慣にする事までは強要しないが、最低限の常識と作法は習得しておけ。今後、街で人に紛れるような任務も増える」

「承知いたしました、我わが主」

　慣れぬ湯に当たったのか。微かすかに頬ほおを赤らめ、服の胸元を手で押さえてジェーナが頷く。

「経過報告。ロアロは人間の習慣について情報を獲得しました。ただし、像塊族の種族的限界が存在するため完全な偽ぎ装そうは困難」

「……まあ、それも承知の上だ。お前の機能も、今後の研究と修練で使い勝手を上げていけばいい」

「指示受じゆ諾だく。ロアロは今後の研けん鑽さんと向上に努めます」

「あの……どうぞお三方もお掛けになってください。飲み物も用意させますわ」

　奇妙な会話に戸と惑まどいながら、フランジェリーネが椅い子すを勧める。

「いえ。わたしは敵襲に備えて見張りに……」

「いいからジェーナも座れ。警備は、この家の者に任せれば充じゆう分ぶんだ。あまり外敵を恐れるとこの家の主を信用していないという事にもなるぞ」

　入浴の前にも言われていた。シェバード一行がこの屋敷に逗留するのは急に、しかもこちらが強引に決めた事だ。相手には罠わなを張るような余裕はない。必要以上に警けい戒かいするより、ハロール家側の歓待を受け入れる方が得策である、と。

「そのように言って戴けるのは嬉しいのですが、正直な事を申しますとわたくしは必ずしも貴方たちを歓迎している訳ではありません」

　きつい言葉を吐いた苦みを和らげたいのか。フランジェリーネは口くち唇びるを果汁で湿らせた。

「確かに自治を捨て、県令の直ちよつ轄かつ地になる事には反対です。けど、そのための手段として暴力を用いるのも、ゼルイカの理想や原則に反するものです」

　この土地自体に富はない。各国の間を取り持つ商港として利益を上げ、多勢力の間で均衡を保つ外交力こそが武器に依らないゼルイカの守り――フランジェリーネはそう語った。

「直接の軍備を自前で揃そろえず、守りたくなるような価値を国に提示する事でむしろ効率よく都市の安全を維持し、繁はん栄えいする。武力にかける金があれば、情報工作に回す。それがゼルイカの手法だというのは、俺も知っている。何しろ形式的にとはいえ、ランデルワース王国の一部だった訳だからな」

　アリンはつい忘れがちになるが、シェバードはランデルワースの王子だ。つまり、いずれ自分が治めるはずだった国の地理、歴史、経済を熟知していても不自然ではない。

「あの……ひとつお伺いしてよろしいでしょうか？　どうして、他の議員ではなくわたくしのところへ？」

「議員。貴方があの場でいちばん若く、なおかつ唯ゆい一いつの女性だからだ」

「まあ」

　フランジェリーネが両手を頬に当てる。

「我が主。そ、それはつまり……」

「やっぱりあなたも普通の男って訳？」

「勘かん違ちがいしないでいただきたい。お前たちもだ。俺はその、何だ……いわゆる下心とかいうのが動機だった訳ではない」

「本当に？」

「当然だ。俺に、やましいところはない！　断じて、誓ちかってだ！　もちろん神などという無責任で無能な存在にではない。この俺の名と名誉に賭かけて誓う！」

　芝しば居いがかっているのはいつも通りだけれど、声が力んでいる。

「本当の本当に？」

「しつこいぞ、アリン。確かに、疑問や不満があればはっきりと述べろとは言ってある。だが、それはこういう意味ではない。もっとこう、何というか……根本的で本質的なところに突っ込め」

　シェバードの口くち唇びるが、僅わずかに尖った。アリンは、思わず微笑む。

「じゃ、どういう理由？」

「第一に議員が県令への恭順に反対しているという事もあるが、失礼ながら議会での立場は弱いのではないか？」

　いつもの調子を取り戻した声。質問したアリンではなく、正面のフランジェリーネに顔を向ける。

「……仰る通りです。当代は父が早くに他界して兄が本家の商売を継いだのですが、他に兄弟もいないため仕方なくわたくしが議員職を務めております」

「他の議員の立場になって考えてみればわかる。連中は、俺が実際に軍と戦って勝てるとは信じていない。何しろたったの四人だ。しかし、あの場で暴れられても困るし、これまで多くの部隊を潰してきた実績があるから、全く期待出来ない訳でもない」

「まあ」

「あいつら、そういう腹づもりだったの？」

　ジェーナだけは最初からわかっていたのか静かなままだが、フランジェリーネとアリンは驚おどろきの表情を浮かべる。当然ロアロは、動じているのかいないのかも判断出来ない無表情のままである。

「俺おれたちが勝てば良し。しかし、負けた時はどうする？　いくら勝手にやった事だと言ってもバルフォアは納なつ得とくするまい。奴に差し出すための手頃な生け贄にえが必要だ。もちろん敗北した場合は俺たち四人は死んでいるだろうから、そういう役には立たない。そこでフランジェリーネ議員、貴方の出番だ」

「わたくし？」

「立場を利用して反乱者を招き入れ、独断で王国連合に弓を引いた事にすれば、他の奴らが受ける叱しつ責せきは軽くて済むという訳だ。立場が弱く、世間知らずの女性議員はそのために丁度いい」

「……え……。ええっ？」

　全く想像もしていなかったのだろう。フランジェリーネは目を丸くして立ち上がった。

「何よ、それ！　ひどい話じゃない！　あいつらみんな、彼女ひとりに面倒を押おしつけて自分たちの身を守ろうっていうの！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、アリンは思わず立ち上がる。

「人間とは、平気で同族も裏切るような奴らよ。別に不思議じゃないわ」

　対照的に、ジェーナは冷めた溜ため息いきと一緒に言葉を吐はき捨すてた。

「理解困難。フランジェリーネ・ハロールを除く各議員の意図がシェバードの推測通りだと仮定した場合、ロアロはその行動を不合理な利敵行こう為いであると評価します」

　ロアロの顔にさえ、納得できないと言いたげな色が浮うかんでいた。

「アリン、興奮するな。まさか今から出かけていって、他の議員連中をぶん殴なぐるつもりか？」

「できるモンならそうしたいわよ！」

「お前は奴らの住まいも、この街の地図も知らないだろう」

「誰だれかに案内してもらえばいいじゃない！」

「お前がここでもめ事を起こせば、俺たちの身み柄がらを引き受けたフランジェリーネ議員に迷めい惑わくがかかるぞ。何も今暴れる必要はない。俺たちは勝つ。だからバルフォアの望みも、他の議員の保身も全すべては無意味になる。それとも、自信がないか？」

「まさか！」

「なら、座れ。約束したはずだ。お前に相応ふさわしい戦場を用意すると。それはただ単に存分に力を揮える敵というだけではない。お前の勝利が、最高の結果をもたらす状況を俺が作ってやるという意味だ」

「……わかったわよ」

　持って回った仰ぎよう々ぎようしい言い回し。しかも疑問は訊ねろというくせに肝かん心じんなところはぼかすから、正直完全に理解できる訳ではない。そもそもややこしい事を考えるのは得意ではないのだ。

　それでも信頼はできる。今までの実績があるから。

　島での出会い、その後今日まで続く道の途と中ちゆう。シェバードが指示する戦いは二重三重の効果を狙ねらい、成功させている。

　だったら二手も三手も先の事は彼かれに任せよう。目の前に敵が現れてからが、アリンの領分だ。少なくとも、もうすぐこの街にバルフォア県令が大軍を引き連れてくるのだから。

　腹を括り、椅子に腰を下ろす。

「貴方は……そんな風に考えてわたくしを指名したっていうんですか？」

　一緒に旅をしてきたアリンは納得しているし、傲ごう慢まんな物言いにも慣れているが、今日出会ったばかりのフランジェリーネはそうもいかない。大きな瞳ひとみを潤ませ、声を震ふるわせ、シェバードを見つめている。

「議員。貴方は優やさしい。そして善良なのだろう。しかし残念ながら、弱い。己おのれの浅慮さにつけ込まれ、利用されたのが悔しいのなら、そんな涙なみだぐんだ眼まな差ざしではなく、もっと激しい怒いかりを込めて、刃となって相手の意思を突つき抉えぐるような視線を放て。剣を拒こばむならば、言葉と表情こそが貴方の武器なのだから」

　そういうシェバードの瞳と声こそが鋭するどく研ぎ澄まされた剣だった。ただし、優しい腕うでで巧たくみに振るわれる剣。フランジェリーネを傷つけ、追おい詰つめるのではなく、鍛えているようにアリンには感じられたのだ。

「でも……」

「高潔で純真なのは、一個の人間としては得がたい美質だ。しかし、人の上に立ち、責任を負う者にとっては必ずしも長所とはならない。むしろ他人の気高さや優しさを守るために率先して汚濁や苦痛を引き受ける用意が必要だ。それができなければ、人々に理想を捨てる事を強要する羽目になる」

「わかります。原理原則に拘りすぎると、現実的にはゼルイカが追い詰められ、いずれ市民たちが独立や平和を諦め、自ら屈従を望むようになる……そういう事ですね？」

「そうだ。統治者が率先して毒杯を仰ぎ、汚泥にまみれる事で民や理想を守れるなら迷わずそうすればいい。他人に覚悟を押しつけるな。そして俺が貴方を利用したように、貴方は自分のため、ゼルイカのために徹てつ底てい的てきに俺を利用し尽くせ。遠慮せず、勝利を踏ふみ台にして議会での発言力を強めろ。クラウスとか言ったか。あいつらのような恭順派を徹底的に糾きゆう弾だんしてしまえ。不安を抱く必要はない。言っただろう？　俺たちは勝つと」

「……はい」

　思い詰めた表情で、フランジェリーネは頷く。

「俺がこの街に来たのは、追い詰められた訳でも、気まぐれでもない。ゼルイカが県令の手に落ちず、自由交易として栄え続けるのはこちらにも利のある事だ」

「わたくしも、決意しました。貴方の戦いに、全てを託します」

　フランジェリーネもきっぱり宣言する。

　言葉ではなく、涙を拭った瞳が雄ゆう弁べんに語っていた。勝利の暁あかつきにはそれに乗じ、ゼルイカを守るために権力の掌しよう握あくも辞さない。そして敗北の時は街の被害を少しでも和らげるために我が身みを差し出だす。その事を決心したのだと。

「ありがとう。だが、貴方にしてもらう事は何もない。戦うのは、俺たちの仕事だ」

「でしたら、その時に市中に余計な混乱や恐きよう慌こうが起きないように手を尽くします。そして万一の時に県令の兵が狼藉を働かないような警備も」

「それで、いい。それが貴方の選ぶべき道だ」

　勝利を信じながら、敗戦の恐れからも逃にげない。

　フランジェリーネが宣言と共に差さし伸のべた手を、シェバードが握り返す。

「そうだよね。ほらっ！」

　ふたりの握あく手しゆに己の右手を重ね、アリンは左手でジェーナの手を引っ張る。

「し、しかし……その、恐れ多いというか……」

「あなたとシェバードだけだったら主と狗かも知れないけどさ。あたしまで入れたら『みんな仲間』って事じゃん！」

　戸惑う手を強引に重ねさせる。

「ほら、ロアロも！」

　アリンの言葉に、ロアロがシェバードに視線を向ける。少年は、微笑して頷いた。

「握あく手しゆ了りよう解かい。ロアロも、現時点での接触を互いの信頼と結束を深めるための儀礼的行為と理解し、参加します」

　右手が、更さらにその上にちょこんと乗った。

　フランジェリーネの柔らかな肌も、ジェーナの鍛きたえられた手も、ロアロの小さな手も、シェバードと同様に温かかった。







第五章　三〇〇〇対四の決戦







　シェバード一行がゼルイカ市中に入ったという情報は、すぐにバルフォアの知るところとなった。というよりも、正確には議員の誰かが密かに流したのだろう。

　何しろ公式にゼルイカ市当局に届いた声明は『王国連合への反逆者を一部の議員が匿っている疑いがある。当事者はおとなしく出頭せよ』というものだったのだから。

「何それ？　予想通りだけど、ひどい話ね」

　ハロール家の客間。フランジェリーネから事情を聞いてアリンは溜息を吐く。

「それで、市長はどう答えたんだ？」

　鎧よろいを装着しながらシェバードは訊ねた。

「現在調査中で詳しよう細さい不明。そちらの言う当事者が誰なのかわからない、だそうです」

　答えるフランジェリーネは、頑がん張ばって微笑みを浮かべようとしているが、しかし不安を完全には抑おさえきれない――そんな表情だった。

「だろうな。勝ったら儲けものだし、負けた時の逃げ道も用意してある。結果が出ないうちはのらりくらりと躱かわす腹だろう。連中が唯ゆい一いつ危き惧ぐしたのは、俺たちが怖じ気づいて逃げ出す事だろうが、そのためにも議員であるハロールの家で軟禁した意味はある」

「あたしたちって、軟禁されてたの？」

　つい吹ふき出してしまう。

　この数日、フランジェリーネからは客人として丁てい寧ねいな歓待を受けている。柔らかい寝ね床どこに清潔な風呂。唯一不満があるとしたら、食事くらいだ。それだって量は文句なし、味も一級。ただ、シェバードの手料理に比べたらちょっと見劣りするというだけの話。

「他の議員はそう認識しているという事だ」

　装備を調ととのえ、最後に純白のマントを纏まとう。

「あんた、やっぱり仰々しい格好好きよねぇ」

　派手に翻す姿を見ると苦く笑しようするしかない。シェバードの事だからこの装いにも何かの意味があるのだろうが、これではやはり物語の中の「王子様」だ。

　アリンの方は何の武装もしていない。平へい凡ぼんなスカート姿にただ首飾りの「武具」があるだけだから、派手な武装のシェバードの隣に並ぶと違い和わ感かんは一層だ。

「そうだ。こちら、頼まれていた品です。何しろこういう街ですから、適当な骨董品ですけど、よろしかったでしょうか」

　そう言ってフランジェリーネが取り出したのは、宝珠の飾かざりが付いた象ぞう牙げ色の杖つえだった。長さは、シェバードが腰に下げている剣よりやや短い程度。

「ありがとう。これで充分だ。実用品という訳ではないしな」

「何なの、それ？」

「指揮杖というものだ。軍の統とう率そつ者が部下に命令を下す際に用いる。遠くからでも目立つように振ったり地面を叩たたいて音を鳴らしたりして使う」

「人間の軍隊っていうのは、不便ね」

　嘲あざ笑わらうように口くち唇びるを曲げるジェーナは、いつもの装束に身を固めている。もちろん腰には二本の短たん剣けん。手首には鋼線を仕込んだ腕輪という完全装備だ。

「威い狼ろう族ぞくなら、同族の間には以心伝心で思いが伝わるし、誰もが己のなすべき事を自然と理解するから、戦場でいちいち長が指示を出す必要はないのに。指揮官の方を見るという事は、肝心の獲え物ものからは目を離すという事でしょ？」

「まあ、普通の軍隊はみんなで動き揃えなきゃならないけど、こっちは前に出て戦うのは三人だしね。それにあたし、あんまり細かい指示とか出されても訳わかんなくなるし」

　事前に与あたえられているのは、守るべき原則と大まかな戦せん闘とうの方針だけだ。アリンたちの力を活かすには、それが最適とシェバードが判断したからである。その上で必要な指示は個別に声で叫さけぶ。大軍と違い、皆で歩調を揃える必要がないからこれで充分だ。

「ロアロも、用意はいいか？」

「状態報告。ロアロは像ぞう塊かい族ぞくの肉体が武器。特に事前に準備すべき装備類は存在しません。また精神的にもシェバードの命令を受諾し、実行する態勢は常に整えられています」

　直立不動でシェバードが装備を調えるのを待っていたロアロが、いつもの口調で答える。もちろん銀色の熊くまを抱だいている。

「さて、出しゆつ陣じんだ。フランジェリーネ議員、貴方あなたはどうする？」

「わたくしは中央の塔とうから、皆さんを見守る事にします。市長からも内々に、そうするよう要よう請せいされていますし」

　そう言いながら、果物やパンを入れたバスケットを差し出す。つまり市長や他の議員は万一に備え、フランジェリーネの身柄を押さえておきたいという事だ。

「安心して。あたしは――あたしたちは負けない！　あんたを犠ぎ牲せいにしたりもしない！」

　バスケットを受け取ったアリンは、即座に答えてパンをかじる。

「はい。期待しています」

「期待程度では不充分だな。信じろ。そして、待て」

　言い放つと、シェバードは振り返かえりもせず、大おお股またで屋敷の門を出た。アリンたち三人もその後を追う。

　ゼルイカの街は、人通りもなく静まりかえっていた。既すでに県令正規軍の襲しゆう来らいは伝えられ、市長から外出禁止指示が出ているからだ。パニックを抑えると同時に、アリンたちが敗れた際に治安を確保して敵兵の狼藉を防ぎやすくする意図もあるのだろう。

「ただし一部の議員や富豪は、既に家族や資産を他の街へ移動させているらしい。今回の通告以前から進めていた準備を繰り上げてな」

　説明の最後に、シェバードが付け加える。

「それもひどい話ね」

「同感よ。責任ある立場の人間が、同どう胞ほうを見捨てて己の小さな血族だけを守るなんて」

「むしろ好都合だ。俺たちが勝てばそいつらの立場は悪くなり、街に残ったフランジェリーネの発言力は更に増す事になる」

　息を潜める街路を軽かろやかに通り抜ぬけ、突き当たった市壁の梯子を登る。四、五階建てほどもある高さだ。

「あたし、一番乗りね！……わぁお。潰し甲が斐いがありそうじゃない！」

　一気に上り詰つめた上辺からの眺めに、アリンは歓かん声せいを上げて林りん檎ごを囓かじる。

「ふん。バルフォアも本気という事だな。ざっと三〇〇〇か」

　壁の頂点に腰を下ろし、シェバードが呟つぶやく。

　眼下に広がる平野には数え切れないほどの大軍が整列していたからだ。

「ひゅう♪　本当にあれだけ集めたって訳？」

「ざっと三〇〇〇ってところかしらね？」

「観測情報。正確には王国連合の兵員は人間三〇二四人。軍馬二八頭。後方に魔ま族ぞく一四体を確かく認にん」

　三人がそれぞれの感想を口にする。

　戦力差に、怯おびえている者はひとりもいなかった。事実を述べているだけのロアロさえ、どことなく声が弾んでいるようにも聞こえる。

「……さて。向こうからはこっちがどう見えているかな」

　小声で呟きながら、シェバードは手にした指揮杖を掲かかげた。




「……あれは、指揮杖か？　ふざけた真似を！」

　陣営の最後方、仮設の櫓ろ上じようからゼルイカ市壁に現れた人ひと影かげを見てバルフォアは呟いた。

　肉眼で見える距離ではない。高価で希少な望遠鏡で拡大しても顔の造作までは判別できない。おおよその全体像がわかるだけだ。手の指揮杖が見えたのも、向こうがわざわざ高く掲げてくれたからである。

「……杖？　確かに、白いの、持っているけど、それが、どうかしたの？」

　隣となりで椅子に腰こし掛かけているグリギラは不思議そうに首を傾かしげる。彼かの女じよは一切の道具を使っていない。ただ眉の辺りに水平に広げた手を当てて目を眇すがめているだけだ。言葉が少し濁にごっているのは、バルフォアの従卒に持参させた串くし焼やき肉にかぶりつきながら喋しやべっているからだ。口くち唇びるの端から脂が細い顎あごへ滴り落ちている。

「……魔族にはわからんだろうな」

　バルフォアは望遠鏡を下ろし、腰の杖に手をやった。同じような形の指揮杖だ。これは大部隊を采配する者だけが所持を許される、栄誉ある将の証。たった三人しか支配していないような奴やつが、戯れで手にする代しろ物ものではない。あの男が本物のシェバードであろうとなかろうと、軍人の誇ほこりを愚ぐ弄ろうするような奴には然るべき報いを与えてやらねば。

　正規の教育を受けた指揮官と、充分な訓練を積んだ軍隊の力を見せつけてやる。

　奴だけではない。隣にいる、監察気取りの半魔族にもだ。組織された軍隊の力を誇示し、理解させる事は、今後魔ま皇こう帝ていとの交渉においても有効な手札となる。彼が恐れる強力な魔族を、数の力で撃げき破はするという事なのだから。

　自ら編成し、配置した自軍を見下ろす。

　最も数が多く、最前衛に配置されているのは槍やり歩兵。身長の倍近い長槍パイクを構え、いくつもの密集方陣を組んでいる。彼らは敵の進軍を押しつぶす、自走する分厚い壁だ。規則正しく配置された槍の列は鋭えい利りな刃であると同時に、巨大な槌つちの如き打撃力を発揮する。

　槍方陣の合間合間に配置されているのは、円えん盾じゆんで身を守る歩兵遊ゆう撃げき隊。こちらは万一槍衾をかいくぐった敵兵を素す早ばやく駆逐するため、動きやすさ重視で鎧は軽装だ。戦闘に死角が生じにくいよう利き手が逆――左に武器を持つ者も適宜混ぜてある。通常の剣ばかりでなく、斧おのやフレイルなど打撃力重視の装備も半数配置した。

　更にその外側の両翼には、騎き馬ば隊たいが構えている。槍歩兵の列が数の力で正面を押し通し、歩兵遊撃隊がそれを守るのに対し、これは機動性で敵軍の弱点を突き破って瓦解させる最先鋒の楔だ。調教された軍馬に跨またがるのは、幼少時から訓練を重ね、輝かがやく鎧に身を固めた代々の武人たち。装備は柄の長い馬上用のメイス。直線的な突進力重視なら騎兵槍ランスだが、今回は速度を活かして柔じゆう軟なんに敵を打うち据すえる局面が多いと予想したからである。

　更に後方にはある意味で騎き士したち以上の精兵――弓兵隊が控えている。余人には引くことさえ叶わぬ強い弦を張った剛弓を備える彼らは、必中の一矢によって遙はるか彼方かなたから敵将を射止め、一いつ瞬しゆんにして戦況をひっくり返す。

　更に、攻城用の破城槌や重投石器まで用意した。これは実際に使うというよりも脅しのようなものだ。出来れば、ゼルイカの街そのものは破は壊かいせずに手に入れたい。

　個々の兵士の意思や感情とは無関係に、統率者の命じるままに動く巨大な機構システム。

　これだけの数を統率するからこそ、指揮杖が必要なのだ。能力と地位の証であり、実体化した誇り。

　杖を握りしめ、バルフォアは櫓の左右――緻ち密みつな機構システムに紛まぎれ込んだ異物に目を向ける。

　そこには魔族――蟻ぎ侠きよう族ぞくが配置されていた。

　直立して二足二腕の姿は、シルエットだけなら人間に似ている。しかし、表面を覆おおっているのは皮ひ膚ふではなく黒く艶つややかな外がい殻かくだ。鎧ではない。蟻侠族はその名の通り、蟻と人間を掛け合わせた姿の魔族なのだ。ただし、大きさは蟻とはほど遠い。身長は他の兵士の三、四倍はある。頭部は蟻そのもので、触角が一対に、口は左右に分かれた鎌型の顎。黒瑪瑙めのうを連想させる両眼からは、意思も知性も感じられない。

　過剰と思えるほどの大部隊を要したのは、シェバードたちを恐れたからではない。

　もちろん侮らず万全を期したのも事実だが、それより重要な理由は万一にも魔族の手を借りるような事態に陥らぬため。そしてこちらを侮るグリギラに人間が持つ組織力を見せつけるためだ。

「……本当にこいつらが、俺の命令に従うのか？」

「もちろんよ。蟻侠族は命令に忠実なのが取り柄。口の構造が違ちがうから言葉は話せないけれど、こっちが喋ればちゃんと理解する。あなたに従うよう、あらかじめ言いつけてあるわよ。試ためしてみる？」

「……では、右手を挙げてみろ」

　命じると、蟻侠族は全員右手を挙げた。一糸乱れぬ、完璧に同じタイミングで。

　バルフォアの胸中で、不快さが増す。これは訓練された兵士の統率ではない。単に「そういう仕組みになっている道具」だ。誇りも、意志も、忠誠も存在しない。

「一匹ずつ、違う命令を出したい時は？」

　さすがにこれだけの異形を「ひとり」とは数えたくない。

「ああ、それはちょっと難しいかも。蟻侠族には、個人って考え方がほとんどないから。完全な階級社会。士官級の個体に指示を与えて、そこから種族特有の匂いや音で兵卒級の連中を動かす方が効率はいいんだけど、こっちに来てるのは全部兵卒。ま、場所や人を指定すれば、後はこいつらが勝手に分業して標的を攻こう撃げきするから大だい丈じよう夫ぶ」

「所しよ詮せんは粗雑な連中か。せっかく連れてきた魔族だが、出番は無いな。そしてあの四人があっさり潰つぶされたとしたら、それは我らの軍が強いからという事だ。四人が弱いからだなどとは思うな」

「そりゃそうよね。今までいくつもの部隊がやっつけられちゃったんだもん」

　肉を飲み込み、けらけらと笑う。

「……以下の通り通告しろ」

　グリギラを無視して、バルフォアは傍かたわらに立つ伝令兵に告げる。

『反逆者四名による、王国連合に対する暴挙はとうてい許容できるものではない。既に降こう伏ふくなど受け付けない。ただ、我らの刃によって協力者ともども誅伐する』

　てっきりゼルイカの連中も街を守るためになけなしの兵力を繰くり出すかと思っていたが、四人組だけを生け贄に差し出して終わらせる腹づもりのようだ。四人相手に三〇〇〇というのは馬鹿げた数字だが、今更逃げ出されたりしたら、生意気な魔族の女に人間の武ぶ威いを示す事ができなくなる。

　せいぜい悪あがきし、精一杯の抵てい抗こうをしてもらわねば。




　三角旗を掲げた騎馬の伝令兵が最前列まで駆かけ込み、美声を張り上げる。

「降伏など受け付けない、か。挑発した甲斐があったな」

　シェバードは満足そうに指揮杖を指先で回し、右腰に収めた。

　後方の櫓上でバルフォアが杖を掲げる。命令に従い、敵軍が整然と前進を始める。

「さて。ではこちらも迎むかえ撃つ事にするか」

　立ち上がったシェバードが風に煽あおられたのを、アリンが支える。

「そうだ。シェバード」

「何だ？」

「あたしの武器に、何か名前つけてくれない？『灼しやく竜りゆう族ぞくの武具』なんてのは言いづらいし、それっぽい名前があった方がいいと思うんだけど、あたし、いいのが思いつかなくてさ」

「そうだな。では命名しよう。〈流転パンタレイ〉だ。万物は常に移り巡り、変化し続ける――そういう意味だ」

「〈流転パンタレイ〉か……。うん、いいね。これは〈流転パンタレイ〉」

　アリンは、首の宝石に触ふれる。

「さあ、今までのは前ぜん哨しよう戦。今日こそが敵への宣戦布告となる真の初陣だ。俺の愛いとしい引き裂く爪つめ、咬かみちぎる牙きば、打ち砕くだく拳――お前たちの力を存分に揮ふるえる戦場は用意してやった。後は思うままに破壊しろ。奴らの武器を、盾を、鎧を、精神を、条理を、そして奉ほうじる正義を！」

「言われなくたって！」

「望むところです、我が主」

「命令受諾」

　三人が、壁から飛び降りる。

　落下しながら、アリンは加速の中で胸元に意識を集中する。

　彼女の念を受けたチョーカーの宝石が深しん紅くの光を放つ。

　心臓から溢あふれ、全身の血管を駆け巡めぐる熱が肌はだから噴出する。身に着けている衣類が一瞬で炎ほのおに変わり、燃もえ尽つきる。

　しかし、着地した彼女は裸ら身しんではない。

　変化した武具がその身を覆っていた。

　宝石の透明でもなく、金属の光こう沢たくでもない奇き妙みような輝きの鎧。各部には宝珠が埋め込まれている。装そう甲こうされているのは胸と腰回り、そして両りよう腕うで両りよう脚あしだけ。頭部にも同じ素材が実体化しているものの兜と呼ぶには心こころ許もとない髪かみ飾かざりのようなものだ。いや、むしろ王者の冠かんむりと称するべきか。

　人間が想像する「武装」の常識には当てはまらない。

　最強にして最後の魔族が戦場に臨のぞむ真の姿だ。

「出ろ……〈流転パンタレイ〉！」

　さっき決まったばかりの名前を呼ぶ。

　首に残った宝珠本体から、透明の長ちよう剣けんが出現する。

「第一槍隊、突撃――っ！」

　号令を受け、長槍パイクを真まっ直すぐに突きだした兵士が、隊列を維い持じしたまま前進してくる。

　穂先の列が銀色の波のように煌きらめき、アリンへと打ち寄せる。

「〈竜爪クロウズ〉！」

　ガシャン！

　アリンの声に応じて〈流転パンタレイ〉の刀身が中央から開いて、左右から分かれた。柄がそのまま延長したような一直線になって、槍の列を受け止めた。分ぶん割かつは直線ではなく、ぎざぎざの鋸歯状。寄せ手の槍は、その形状に引っかかったのだ。

　直接槍と〈流転パンタレイ〉を合わせた十数人、更にその背後から押し寄せて助力する数十人。合わせた力が一点に集中した圧力となってアリンに襲おそいかかる。

　拮きつ抗こうしていたのは、一瞬。

「はぁっ！」

　気合いと共に前進するアリンが、海を割るが如く分厚い陣じん形けいを破る楔と化す。隊列の中央が押されてもつれながら倒たおれるのも無視して、左右の槍がむき出しの素す肌はだを狙う。

　だが、構わない。

　肌から発せられた熱は更に高められ、鋼鉄製の穂先を真っ赤に溶よう融ゆうさせる。

　素肌に触れた槍も突き刺ささる事はなく、強きよう靱じんな皮膚に阻はばまれる。

　灼竜族の武具は単なる鎧ではない。アリンの全身に満ちる高熱を精せい妙みように制せい御ぎよして一点に集中したり、瞬しゆん間かん的に増幅したりする事が可能になるのだ。

「〈竜角ホーン〉！」

　声に応じて〈流転パンタレイ〉が再度閉じて、基本形の剣けんに戻もどる。そのまま、水平に振ふるう。

　斬るまでもない。触れずとも熱風が三〇人ほどの槍兵を押し戻していく。

「アリン、槍隊は後回しでいい！　遊撃隊と騎馬隊を優先して潰せ！」

　遙か頭上からシェバードの命が飛ぶ。

「面めん倒どうだってば！　手当たり次し第だいに近いところからぶっ飛ばした方が……」

　言いかけた時、左右から回り込んだ遊撃隊の歩兵がフレイルを振り下おろす。

　肩かたへの命中が骨を震わせる。

「くっ！」

　痛みに頬ほおが歪ゆがむ。

「少しは考えたって訳ね！」

　こちらの身体に刃は物ものが通らなくても、鈍器で殴りつけるのは有効だ。一瞬の打撃なら熱が伝わる暇ひまもなく、融けたところで切れ味が鈍るような事もない。
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　普ふ通つうの剣ではなく、斧やフレイルが多いのはそのためだったのだ。

　だが、苦痛はほんのささやかなものだ。

　彼女の動きを――ましてや闘とう志しを止めるものではない。

　むしろ戦闘の意欲をかき立てる。

　自分のために用意された敵なら、余計他の奴には任せられない。

　不適に笑うアリン目め掛がけて、両手持ちの大戦斧が振り下ろされる。

「〈竜顎ジヨーズ〉！」

　コマンドに応じて〈流転パンタレイ〉がまた変形する。〈竜爪クロウズ〉のように完全に開くのではなく鋏型になって、分厚い斧の刃はを挟はさみ込む――否いや、噛かみつく。

「ぐっ！」

　斧の大男が引きはがそうとするが、がっちり食い込んだ鋸歯が武器を捕まえて離さない。

「はあっ！」

　アリンが、男の腹を蹴ける。鎧で受け止めたが、そのまま弾はじき飛とばされる。背後に控えていた仲間を巻き込みながら転がる。偶然ではない。敵兵の密集地を狙って蹴り込んだのだ。精密でなくても構わない。周囲は全て敵、敵、敵ばかりなのだから。

　その間にも〈竜顎ジヨーズ〉が開いて斧を捨てる。左手は別の兵士が放った巨大なモーニングスターを受け止め、そのまま強ごう引いんに引き寄せる。

「ひっ！」

　情報は得ていても、実際に目にするのとは違う。驚きよう愕がくに顔を歪ませながら、男は得物を手放した。

　打撃部と柄を繋つなぐ鎖くさりを引きちぎり、棘だらけの鉄球に人差し指を突き入れる。身体の熱を集め、束ね、指の先せん端たん一点から放出する。内側から熱せられた鉄球の表面に、ほの赤い光が浮かび上あがる。

　それを、アリンは敵陣の頭上へと思いっきり放ほうり投げた。

　熱と内圧、そして加速度――空中で千切れた球から、溶鉄の雨が降り注ぐ。

「ひっ！」

「ぐぎゃああっ！」

　悲鳴が上がり、足並みを乱した兵士たちが互たがいにぶつかって倒れる。

　融けた鉄と言っても落ちる間に風で冷やされ、不定形の小さな粒つぶになっている。当たれば痛いが、致ち命めい傷しようになるような代物ではない。しかし正面へ向けて力を集中するために組まれた密集方陣は、真ん中の兵士が恐慌を来すと簡単に瓦解してしまう。

　混乱を見み逃のがさず、アリンは倒れかけた敵兵の襟えり首くびを掴つかみ、振り回まわし、また別の密集隊形へと叩き込む。

　事前にシェバードから授けられた戦法だ。

　他のふたりに比べると、アリンは遠距きよ離りの敵や多数の相手と戦うのは不得手だ。最強にして無敵の肉体も、手に届く範囲しか相手に出来ない。それを補う戦い方である。

　常に移動を続けろ。足を止め、包囲される事は絶対に避さけろ。敵そのものを武器として利用しろ。己の強さは惜しみなく誇示し、相手に恐きよう怖ふを与えろ。

　シェバードから与えられている命令を胸に、アリンは新たな標的を求めて駆ける。




「ジェーナ！　お前は後方の弓隊を最優先で無力化しろ！」

「わかりました、我わが主！」

　アリン宛てに続いて発せられた命令に答え、ジェーナは口笛を吹いた。それは、獣けものの遠吠ぼえのように響ひびき渡わたる。

　敵兵の間を縫って走る彼女に寄より添そい、青白く光る狼ろう精せいが現れる。

「狼狽うろたえるな！　情報にあった狼精だ！」

　敵軍の部隊長が警告する。

「知っていても、対処出来なければ意味はないの！」

　ジェーナが叫ぶ。

　狼精は、敵兵の武器を――それどころか肉体を透過して走り続ける。槍衾はもちろん、人の壁さえも阻む役には立たない。実体化するのは、攻撃の瞬間だけなのだ。

「それに……これは知ってる？」

　地を蹴る姿は二頭から四頭、八頭、一六頭――瞬またたく間まに数十に増え、散開する。既に目で追い、数えるのが不可能な大群だ。

　光の狼たちは、重厚であるが故ゆえに小回りの利きかない槍隊の足あし下もとに潜り込む。一瞬だけ実体となった光の牙が腱けんを切り裂き、兵士たちは互いが互いの障害物となってもつれながら折り重なって倒れる。

　長槍パイクの重層陣は軍隊と軍隊の激突においては圧あつ倒とう的てきな破壊力を持つが、素早く走る獣相手には不適な武器だ。内懐に飛び込まれれば長さが仇あだになる。

「何匹いやがるんだ、こいつらは……がはっ！」

　辛かろうじて混乱から離はなれて叫ぶ小隊長も、一体の牙に喉のど笛ぶえを破られる。

「兄弟、父母、祖父母、曾祖父母、伯父伯母、大伯父大伯母、従兄弟に再従兄弟――今呼んだのが総力ではないわ。最後のひとりであるが故に、わたしは一族の全すべてを背せ負おい、受け継ぐ！　これが威い狼ろう族ぞくの力！」

　威狼族の死者は最も血の近い同族の召しよう喚かんに応じる。そしてジェーナは唯ゆい一いつの生き残り。

　即すなわち魔皇帝によって滅ほろぼされた者も含ふくめ、この一〇〇年に死した者は全て彼女の呼びかけに応えるのだ。

「〈全族クラン・ス濤駆タンピード〉！」

　最後のひとりであるジェーナだけが可能な、威狼族の歴史には存在しない大おお技わざ。

　歴史と、血脈と――悲しみを束ねた力。

　仲間の牙にかかって倒れた兵士の身体の上を、左右を、疾しつ風ぷうとなって駆け抜け、後方に陣取る弓兵隊へと向かう。遊撃隊の幾人かが剣や斧を振り回して足止めを試みるも、数と速さには抗しきれない。

「化け物がっ！」

　足下にまとわりつく狼精目掛けて、ひとりの兵が剣を振り下ろそうとする。

　だが、黒くろ髪かみをなびかせてジェーナが影の如ごとく駆け寄る。逆手の短剣が、すれ違いざまに男の手首を切きり裂さいた。

　悲鳴が上がる。長剣と、それを握る手がまとめて地面に落ちる。

　立ち止まったり振り返ったりして戦果を確かめる必要は無い。手応えで確信できる。
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「この……女がぁっ！」

　目の前の兵士がフレイルを振りかぶる。

　それまでの加速度を一瞬で殺し、ジェーナは垂直に飛び上がる。

　彼女が駆け込むはずだった空間を虚しく鉄塊が通過する。さらに挟み撃ちにするべく後方から迫せまっていた男の剣が、フレイル使いの楯たてにぶち当たった。

　後ろに目が付いている訳ではない。

　肌に触れる空気の流れ、耳に届く音、鼻が嗅かぐ臭におい、足に伝わる振動。これだけの情報があれば己の周囲十数歩分の状態を把は握あくする事は容易たやすい。たとえ三〇〇〇人が入り乱れ、混乱を極めた戦場であったとしても。

　ゼルイカで過ごした数日のうちに「人間の群れ」には慣れた。足音の隠かくし方さえ知らない者など、天性の狩人かりゆうどにとっては容易い獲物だ。

　相打ちしかけて体勢を崩くずしたふたり目掛け、左右の短剣を放つ。

　確実に相手の延髄を直撃した刃を即そく座ざに鋼線で引ひき戻し、帰還の軌き跡せきを使って飛んできた数本の矢を目敏く弾き飛ばす。

　ただし翼つばさ持たぬ身。完全に空中で姿勢が自由になる訳ではなく、躱しそびれた一矢がむき出しの太股を掠かすめて微かすかな赤い線を引く。

「くっ！」

　敏びん捷しよう性せいには優すぐれていても、ジェーナの肉体は灼竜族や像塊族ほど特別なつくりをしている訳ではない。剣で切られ矢が刺されば、普通に傷つき、血も流れる。

「そうか。だから先に弓兵を狙ねらえと」

　着地し、低い姿勢で走り、槍兵たちを死角から攻撃しながらジェーナは呟いた。

　速さを使って囲まれぬよう常に移動し、敵が想像もしない位置から素早く確実に致命傷を与えるのが彼女の戦い方だ。その技には「上の空間」も必要だが、腕うでのいい弓兵がいれば跳ちよう躍やくした無防備の瞬間を遠くから狙われる恐おそれもあった。

　ジェーナ自身の戦術にとって危険な要素を、狼精の速度と数を用いて片付ける。それこそが、シェバードの命令の意味だったのだ。

　その頃ころ――。

　障害物をすり抜け、あるいは排はい除じよした狼精の群が弓隊へと肉にく薄はくしていた。

「うわぁっ！」

　ひとりの射手がちょうどつがえていた矢を放ち、先頭の狼精へ至近距離で命中させる。実体化していた狼精は、直撃を受けて爆ぜるように消失する。

　それが、唯一の反はん撃げきだった。

　第二、第三、第四――数え切れない狼精が飛びかかっていく。

　ここまでの接近を許すなど、本来はあり得ない。重厚長大な布ふ陣じんは破られるはずもなく、万が一すり抜けた者があっても遊撃隊や騎馬隊が片付ける。想定外の事態であるが故に、周囲に護衛は配置されていないのだ。射撃の精度を高めるため邪じや魔まな鎧は最小限。余分な武器も持っていない弓兵隊は、襲いかかる狼精にはほとんど無力だ。

　足を、腕を、首筋を噛まれ、次々と弓隊は倒れていく。

　騎馬隊や遊撃隊は大半がアリンに潰され、無事なものも混乱する槍兵たちが邪魔になって救きゆう援えんに駆けつける事もできないのだ。

　ようやく最後方に布陣していた県令の近衛隊が駆けつける頃には、弓兵隊は完全に無力化されていた。

　ヒュウウゥゥゥ――っ！

　狼精たちの状じよう況きようを感じ取り、ジェーナはまた口笛を吹き鳴らす。

　それに反応して半数以上の狼精は散開して風に溶とけ込むように消失し、残った者は折り返して混乱する槍隊の中に紛れる。

　人間の軍隊、それも大部隊相手の戦い方は理解した。

　一瞬の隙すきを逃さずに矢を当てる腕うで前まえは侮れない。だがそんな精兵は例外だし、多数で分業しているせいで与えられた役目以外には対応できない。そして兵の大半は生まれながらの戦士でも狩人でもない。容易く混乱し、列を乱す。

　ならば常に相手の弱点を突けばいい。

　弓の名手なら一気に近づいて仕留める。重厚な鎧で固めた近衛隊と正面でやり合うような愚は避けて、ひとまず逃にげる。そして列を乱した槍兵に紛れる事で身を守りながら相手の恐怖を煽り、さらに混乱させ、優位なはずの数が足あし枷かせになるように仕向ける。

　これが、己おのれの力を最も活かす戦法だ。本来の威狼族の生き方とは違う。個人がこれだけの狼精を呼び寄せるなどというのも、従来あり得なかった事だ。

　それでもジェーナは理解し、受け入れた。

　復ふく讐しゆう者として人界に渡り、シェバードの手を取った自分はもう魔大陸の狩人ではない。狼と犬が異なる種であるのと同様、既に変化を遂げた存在なのだと。




「周りに構うな！　前進！」

　小隊長は配下の槍隊に号令を発する。

　友軍が混乱し、押おされているが、それに引きずられてはいけない。無事な部隊は粛々と己の任務を果たすのみだ。不死身の怪かい物ぶつじみた赤毛の娘むすめと奇妙な体術を使う黒髪の女が他にかかりきりになっているうちに、我が隊は壁際に残ったひとりを撃破すればいい。

　相手は年とし端はもいかない少女に見えるが、手加減は不要。油断も禁物。捜そう索さく隊たいや輸送隊に多くの損害を与えている魔族の化け物。それに私怨や私欲で殺すのではない。あくまで軍人として命令に従っているのだから、良心を痛める必要などないはずだ。

「命令実行。ロアロはシェバードの指示に従い、敵部隊を無力化します」

　銀ぎん髪ぱつの少女――ロアロが無感情に呟くと同時に抱いている銀の人形がどろりと融けて、鞭むちのように、糸のように、地を這はって伸のびた。

　陣形を維持したまま進む部隊の足下を縫って入り込む。

　重方陣用の長槍パイクは、間近に迫る小さな標的を攻撃するのには適さない。

「おわっ！」

　部隊中央で声が上がり、兵士が倒れる。それに躓つまずいて後の兵が更さらに転び、次々と折り重なる。前方の兵士も倒れた者が突つき出だした槍の柄に叩かれて列を乱す。

「な、何が……あっ！」

　隊長は理解した。大した攻撃ではない。単に進軍する兵士の足下に絡みついただけだ。普通なら足下に綱が張られたり穴が掘られたりしていても先頭が引っかかるだけで、すぐさま後続の足を止めればいい。しかし自在に動く触しよく手しゆならば陣形の中で好きなところを自在に攻撃できる。

　ただでさえ密集した集団は足下が死角だし、飛び道具は別にしても、長槍隊は己よりも間合いが長い相手との戦いを想定していない。

「と、止まれ！　前進停止！」

　慌あわてて号令を出すが、既に遅おそい。既に自分が率いる部隊だけでなく、同じ行動をとっていた周囲の味方も皆みな同様に瓦解している。死人は出ていないようだが、軍隊としての機能はほとんど喪失している。

　無傷の部隊はまだいくつもあるが、前や左右で動けない友軍が障壁になっているため前進できない。向きを変えるにも動きが揃そろわない。大軍は人の力を束ねた破壊力の代償に、小回りは利きにくいのだ。

「歩兵隊は……！」

　救援を求めて視線を巡らせる。

　こういう時の定石は決まっている。騎馬や歩兵の遊撃隊を先行させて露つゆ払はらいさせ、しかる後に槍隊の打撃力で敵主力を粉ふん砕さいするのだ。槍では対処しにくい触手も、剣でなら切り捨てられるかも知れない。

　しかし、既に歩兵隊も騎馬隊も真っ先に潰されている。

　他のふたりが突とつ出しゆつしたのは、このためだったのか。

「実行継続。ロアロの作戦行動は、第二段階に移行します」

　混乱する戦場の中、異質な少女の声が死神の宣告のように鮮明に響いた。

　倒れ伏した兵士たちが手放した槍を触手が束ねて絡め取り、高く持ち上げる。

　ロアロは、ただそれを放しただけ。

　武器が無秩ちつ序じよに降り注ぐ。狙いも何もないから、穂先が正確に命中したのはごく僅わずかだ。しかし、重量と加速度だけでも充じゆう分ぶんな打撃。兵士たちの呻うめきや悲鳴が不協和音を奏でる。

　運良く転ばず、槍の雨から逃のがれた兵も何人かいるが、きょろきょろと周囲を見回すだけ。

　陣形を組んだまま前進して槍で打ち据え、突き刺す事だけを訓練されてきた者は、こんな状況でするべき事を知らないのだ。

　そこへ「第三段階」という声と共に触手が襲いかかる。

「ひぎっ！」

　吊り上げられた兵士は窒息死しない。息絶えるより早く、他の兵目掛けて投げつけられたからだ。

「うわあああっ！」

　堰を切ったように、列を乱した人の奔流が右へ左へ溢れ出でる。

　足下に迫る銀色の触手は認にん識しきしづらい驚異だが、首吊りにされ、叩き落とされ、仲間にぶつけられるというのは理解しやすい恐怖だった。不安で高められた内圧が目に見える危険で着火し、一気に爆発したのだ。

「ま、待て！　逃げるな！　態勢を整えろ！」

　既に号令は逃げ惑う兵士たちの声に紛れて聞こえない。

「うぐっ！」

　必死に腕を振り回す小隊長の首が締め付けられる。

　今度は持ち上げられも、振り回されもしない。

　素早く、確実に、気道を塞ふさいだ。




「ば、馬鹿な！　こんな……！　三〇〇〇だぞ！　三〇〇〇がたったの四人に……！」

　槍隊の方ほう陣じんひとつを預かる小隊長はなす術もなく呻く。彼かれの部隊は、戦場の中央で動きがとれなくなっていた。

　前方の隊列は乱れ、どれだけ死んでどれだけがまだ生き残っているのかもわからない。

　通常の、似たような編成の軍と軍のぶつかり合いならば倒された戦友の亡なき骸がらを文字通り踏ふみ越こえて進軍していくのだが、この状態ではそれもままならない。

　陣形の隙すき間まをすり抜けていった光る狼のせいで、後ろも前と同じ状態らしい。この位置では全体の戦況など掌しよう握あくすべくもないが、左右両翼の遊撃隊や騎馬隊も崩ほう壊かいしたらしい。

「た、隊長……やっぱり無理だったんですよ。あいつら、掛け値無しの化け物だ。剣も槍も通じねえんだから、何十本何百本集めたって敵うはずねえんだ！」

　隣の兵士が真っ青な顔で訴うつたえる。税を運うん搬ぱん中に四人組に遭そう遇ぐうし、生せい還かんした男だった。この部隊は、彼から直接連中の能力について説明を受けている。

「な、何を言うか！　貴様たちから情報を集めた上で、県令閣下が必勝を期して立てた作戦だぞ。敗北など――」

　震ふるえる声は、別の悲鳴でかき消された。

　頭上から不定形の鉄片が無数に降り注いだのだ。

　整形され、研とがれている訳ではないので鎧よろいを貫つらぬくほどの威い力りよくはない。兵士たちを叫ばせたのは、肉体の傷ではなく未知の現象がもたらした恐怖だ。

　いや。すぐさまもっと単純な悲鳴が重なる。

　前方の布陣を力ずくで突破したアリンが、同じ強引さで兵士を列をかき分けてきたのだ。

　切り伏せ、蹴倒し、放り投げる。

　果敢に槍を突き立てた者もいるが、その刃は白い肌に触れた途端にドロリと赤く崩れて滴り落ち、歪んだ形で固まる。

　隊長は理解した。さっき降ってきたのは、こうやって融かされた武器なのだ。

「あれ？　あんた、前にも会わなかったっけ？」

　アリンの視線が、隣の兵士に向いた。

「み、みんな逃げろっ！」

　がたがた震える兵の渾こん身しんの叫さけびが、戦場に響き渡る。

「逃げれば助かる！　こいつら、武器を捨てて逃げれば見逃してくれるんだ！」

「そ、そうだ！　刃は向むかうな。逆らったら殺されるぞ！」

　別の誰だれかが大声で答える。

　それをきっかけに、あちこちの部隊で兵士が武器を投げ捨て、ゼルイカの街に背を向けて走り出す。既すでに兵士としての訓練も意味をなさない。ただ我先にと他人を押しのけてもつれ合う人間の濁流だ。

「ま、待て！　逃げるな！　敵前逃とう亡ぼうは重罪だぞ！」

「前の隊長は、命を無駄にするなって言ってくれたぜ！」

　隊長はどうにか踏みとどまって命じるが、聞く者などなかった。過去にアリンたちと実際に戦った経験のある者だけではない。彼らから話を聞いていた者、ただ周囲の状況に流されただけの者、皆が逃とう走そうしていた。

「さて、あんたはどうする気？」

　いつの間にか周囲の味方が消え、ぽつんと取り残された隊長の目の前にアリンが立っていた。奇き怪かいな手甲に覆われた手で、宝石じみた赤い剣を構えている。

「は、はは……」

　口からは笑いが漏れ、下半身は生暖かく濡ぬれて湯気を立てる。

　限界を超えた恐怖によって、隊長は精神と肉体の両方で失禁していた。

「わ、わかった……。降参する。許してくれ！」

　武器を放り捨て、その場に跪ひざまずく。走って逃げるだけの気力はもう残っていなかった。

　もう勝てない。ならば敵前逃亡の罰を受けるのも、戦って殺されるのも同じ。生き延びる可能性が最も高いのは降伏してしまう事ではないか。




「勝ったな」

　雪崩を打って逃げる軍を市壁の上から見下ろし、シェバードは微び笑しようする。

　バルフォアは暗あん愚ぐな将ではない。圧倒的に強い敵に遭遇して逃げ帰かえった兵士を罰したりはせず、情報源として活用するはず。さらに大軍を動員する際に経験者をきちんと部隊に組み入れる。初めて目にする者よりも、魔ま族ぞくの特とく殊しゆ能力に落ち着いて対処できるだろうと考えるからだ。

　しかし、それは「逃げれば助かる、手向かえば殺される」という情報をも部隊内に蔓延させる事になる。

　人間は状況に適応し、変化しやすい生き物だ。

　ならば敵軍を「戦いたくない、逃げたい」という向きへ誘導してやる。凡庸な兵士を臆病者へと「品種改良」して再び放流する。

　適応とは、変化とは、一方的な「強化」と同義ではない。

　逃亡して生き残る事を優先する者は、軍にとって単なる弱兵よりも有害だ。しかも積極的に挑む者が死に、逃亡者が生き残ればその比率はどんどん大きくなっていく。

　騎馬隊や弓隊は代々家名を継ぐ戦いの専門家だ。幼い頃から修練を重ねているので士気も高いが、数を優先する槍やり兵は農家の次男や三男、食い詰つめた市民などが徴募されている。当然、大切なのは武人の誇ほこりなどではなく己の命だ。

　そんな軍隊がアリンたちの力を目の当たりにすれば、戦意を維持するのは不可能。

「バルフォア」

　同じ姓せいを戴く、年長の再従兄の名を呼ぶ。

「数を揃え、補給を整え、万ばん全ぜんの布陣。兵学書通りの正統派の采配。だが、四対三〇〇〇という時点でこれは異常な戦い。それにふさわしい異常な戦略と戦術を用意しなければいけなかった」

　古今の兵学書に記されているのは、あくまでも同等の能力を持つ人間の軍隊同士が戦う際の技術だ。一いつ切さい刃は物ものが通じない百人力の魔族とどう戦うか、無数の狼精を呼び出せる魔族をどう使うか、そんな事は一行たりとも記されていない。

「怪物の戦場に、人間の手法で挑む事こそ愚ぐ策さく」

　怪物たちの主にして、最大の怪物である少年が呟つぶやく。

　ならば兵法の定石にただ従うのではなく、定石を生み出す根本の精せい髄ずいに迫り、新たな策を自ら創出しなければならない。

　それこそが――進歩であり進化だ。

　こちらで前線に立つのは三人だけなのだから、数百人が槍の重陣を組んでも実際に接敵できる者は少なく、ほとんどは無駄な死兵だ。単に活用できないだけでなく、戦場に混乱を引き起こし、自滅を招く火種になってしまう。

　役に立たない三〇〇〇人の大軍より、グラハム級の精鋭を選りすぐった一〇〇人で攻められた方がよっぽど苦労した。あるいはゼルイカを破は壊かいする事も厭いとわず、いきなり攻城兵器や火攻めを用いるか。

「……もっとも、そうさせないように誘導したんだがな」

　敵兵を逃がして情報を与あたえたのも、王子として名乗ったのも、アリンたちを姫ひめと呼んだのも、挑発の言葉を伝えさせたのも、バルフォアが欲しがっているゼルイカを戦場に選んだのも、奴やつのプライドを刺激し「常識に従った正統派の大軍」を動員させるため。

　最も恐れたのは魔族の軍勢を差し向けられる事だったが、王国連合と魔ま皇こう帝ていの微び妙みような関係を考えれば大っぴらに動員するのは難しいだろうし、優秀な軍人である事に誇りを持っているバルフォアがそういう手段に走るという恐れは小さかった。

　この戦い、特異な戦場を構築デザインし、敵に正攻法で臨ませた時点で勝利は決まっていた。

「ロアロ、逃げる敵兵の相手はアリンとジェーナに任せていればいい。お前は、ここで敵の次の一手に備えろ。それが終わったら、俺おれを降ろせ」

「命令受じゆ諾だく。ロアロは、当初予定されている最終段階を準備、王国連合軍の行動に応じて実行した後、シェバードをゼルイカ市壁から地上に移動させます」

　敵部隊を追い払った後、再び熊くま型に戻っていた銀の塊が、無数の細い糸となって地面へ広がっていく。

　それを見下ろして、シェバードはほくそ笑んだ。

　戦況を俯ふ瞰かんすると同時に、囮としてバルフォアを煽る自らの役目ももう終わり。既にこの戦いは、次の段階へ移行している。シェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースが地に降り立つべき時に。




　既に指揮系統は完全に崩壊していた。

　三〇〇〇人いた部隊の半数以上が倒され、生き残りのほとんどが逃げ出した。近衛隊などは逃亡を図る者たちを留めようと命じ、その場で斬きりつけさえもしたが効果は乏とぼしい。脱走兵の数が多すぎるのだ。それ以前に、倒された遊ゆう撃げき隊の穴を埋うめるべく近衛を前線に派は遣けんしたため、後方の守りは手薄になっていた。

　こんな事態は予想していなかった。いや、予想など不可能だった。

「馬鹿な……あり得ない……」

　櫓の上から戦場を見下ろし、バルフォアは歯がみする。

　言葉でいくら否定しても、眼前の事実は変わらない。圧勝を約束されたはずの自軍が潰走状態。それもたった四人――いや、実質三人だけのせいで。シェバードは市壁の上から動かない。ロアロは突出してゼルイカに近づいた兵を片付けているだけ。積極的に戦場を駆け巡り、戦っているのはアリンとジェーナ。

　魔族とは、ここまで恐ろしいものなのか。

　それとも彼かの女じよたちが特別なのか。

「勝負あったみたいね」

　呆あきれた口調で、グリギラは翼を広げる。

「まだだ。まだ終わった訳では……」

「終わってるじゃん。ここからどうやって逆転すんの？　数と統とう率そつが人間の武器って自慢してたけど、もうどっちも残ってないし」

　否定できない。現状は、彼女が指し摘てきする通りだ。数の優位は覆され、統率は失われた。無秩序に逃げ去さる兵士たちを、罰する事さえ適かなわない。

「この結果をお父様に報告しなきゃいけないから、あたしはこれでお暇いとまするわね。いつまでもここに残ってあんたの巻き添えでつまんない怪け我がとかしたくないし」

「ま、待て！」

「……灼竜族の生き残りが生きていて、あんな風に戦えるのならもう人間には任せておけないわね。次はあたしじゃなくて、お兄様かお姉様に来てもらった方がいいかも」

　最後に口にしたのはバルフォアに向けた言葉ではない。単なる独り言だ。本来ならば勝利の報告を告げるはずの使者が、左右不揃いの翼を羽はばたかせて飛び去っていく。

　グリギラの姿が点となり消えてから、バルフォアは肩を落として前へと向き直る。前線の崩壊は更に進んでいた。

「……こうなったら構わん。投石器だ！　壁かべ目め掛がけて発射しろ！」

　このままでは何も得られずに終わってしまう。ゼルイカの街をなるべく無傷で手に入れるのもこの戦いの目的。攻城兵器の類は使用するつもりはなく、威い圧あつの駄だ目め押おしとして引っ張ってきただけのはずだった。

　壁を破壊すれば、上に座っているシェバードを仕留められる。そうすれば指揮官を失った三人の魔族は降こう伏ふくするかも知れない。それが甘すぎる見通しだとしても、奴ひとりだけでも殺さなければここに来た意味がない。

　大だい丈じよう夫ぶ。魔族の娘どもがどれだけ強くてもグリギラのように自由に空を飛び回る翼を持っている訳ではない。鋼鉄を阻み焼き融とかす身体も、無数に召喚される光の狼も、頭上を飛んでいく岩弾を食い止めるのは不可能だ。既に前線が瓦解しているから、巻き添えになる自軍兵士もほとんどいない。

　威い嚇かくのためでも既に投げ皿に岩は載せられ、バネの役目を果たす綱は充分に巻き上げられている。

「撃て――っ！」

　号令と同時に、指揮杖じようを振る。

　機械的に蓄たくわえられた力が解放され、二〇人分の重量の岩弾が放たれた。

　弓なりの弾道で飛び、ゼルイカの壁を直撃――しなかった。

　その直前で、不意に出現した銀色の壁に阻まれ、落ちたのだ。

　ズン、という重苦しくも虚しい地響きがバルフォアにも届く。

「何っ！」

　像塊族の娘か？

　そんなはずはない。自在に変形できるとしても、兵士の報告やグリギラから得た情報を総合すれば体積を自由に増やすのは不可能のはず。投石器の弾丸を受け止めるほどの巨大な壁を作る事など――。

「あれは……剣か……」

　目を懲らして観察し、バルフォアは理解した。

　あの壁の材料は倒された、あるいは逃げ去った兵士が残した数百本の剣や槍だ。極ごく細ぼその触手で拾い集め、束ね、鳥が小枝で作る巣のように一枚の壁の形に組み合わせたのだろう。己だけでは不足する量を補うために。

「この事まで……この流れまで全て織り込み済みだったというのか、シェバード！」

　兵が武器を捨てて逃げ出さなければ、あの壁は作れなかった。いや。それ以前に自軍の損害に及およぶ余波や名誉など気にせず、早々に大型攻城兵器を使っていれば――。

　投石器を使っている間にも、アリンとジェーナは抵てい抗こうを続ける生き残りの兵士を蹴散らして、こちらへと迫ってくる。投石器の次弾を用意するのは間に合わない。

「そ、そうだ！　蟻侠族ども、あのふたりを倒せ！」

　ようやく思い立ち、命じる。既に嫌けん悪おや不安で手控えている場合ではない。魔族が強力だと言うなら、同じ魔族で対たい抗こうすればいいだけだ。

「……今更、遅すぎる。愚おろか者が……！」

　己の判断の甘さに毒づく。

　蟻侠族がふたりの少女を倒したとしても、三〇〇〇人もの兵を失ったという失態は拭えない。この敗戦の責任は自分が負うのみ。捲けん土ど重ちよう来らいの機会など与えられない。

　ならばどうするべきか。

　武人として最後にして最小限の名誉を守り、ここで果てるか。それとも汚名を覚かく悟ごで逃げ延び、詳しよう細さいな報告をするのか。誰かが代わりに雪辱を果たしてくれる事を信じて。

　バルフォアの苦悩も知らず、ようやく待機状態から解き放たれた醜悪な巨人たちはキチキチと歯車が回るような怪音を上げて動き出した。
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「あれが、蟻侠族って奴だよね？」

「そうだ！　魔族の中でも生命力が強く、統率の取れた優れた兵士よ！」

　既に抵抗する敵は少なく、その上何とか陣じん形けいを組もうと集まるため、彼らを倒そうとするアリンとジェーナも自然と互いに話せる距離に近づいていた。

　放たれた短たん剣けんが歩兵の喉笛を切り裂くのを横目で見ながら、アリンも馬を失って地に立つ騎き士しが必死に振ふるうメイスを左手で止める。鋼鉄の柄が曲がる。右手の〈流転パンタレイ〉で胸むな板いた目め掛がけて突きかかる。

　鋭さと熱が、銀色の鎧を貫かん通つうする。

　赤い刃が引き抜かれた大穴からは、異い臭しゆうと煙けむりが上がるだけ。傷口が瞬しゆん時じに高熱で焼き潰されるために出血しないのだ。

　抵抗するのは僅か。本来の進路とは逆流して逃げる兵士たちの波を、蟻侠族たちは強引にかき分けてくる。巨人の手で放り投げられ、足に踏みつけられ、味方であるはずの兵士たちが蹂じゆう躙りんされる。

「何よ、あれ！　逃げたがってる奴はそのまま逃がしてやればいいのに！」

「蟻侠族は応用が利かない。わたしたちを倒せと命じられたから、真まっ直すぐにこっちに向かってきているのよ」

「だったら、余計な迷めい惑わくが広がらないようにさっさとやっつけちゃおう！」

「気が合ったわね」

　アリンが足を速め、一気に蟻侠族に迫る。

　ジェーナが地を蹴り、高らかに跳躍する。

　シュルリリリリリリリィ！

　雄お叫たけびではない。声ですらない。甲高い音を立てて蟻侠族が接近する。黒い殻からで覆われた腕が、遙はるかな高さから振り下おろされる。

　しかしジェーナは難なくその手の甲を踏み台に、更に高く跳んだ。

　蟻侠族の触覚を掴んで顔に取り付き、素す早ばやく顎あごの裏側から短剣を刺し入れる。

　蟻侠族は蟻と人間の両方に似ているが、息は口で吸う。首筋にある外骨格の隙間は、呼吸に関かかわる種族的な急所だ。

「最初の獲え物もの、取っちゃったの？」

「ぐずぐずしていたあなたが悪いのよ！」

　ジェーナが微笑する。

　アリンは力を失った蟻侠族の腕を両手で掴み、そのまま思いっきり振り回した。同族の肉体を叩たたき付つけられ、二人目の蟻侠族がふらつく。同じ堅さの殻が衝突でひび割れる。

　既にジェーナは別の敵の肩かたに飛び移っていた。相手の身体に生えた細かな棘を手がかりにして、後頭部や背中に回って攻こう撃げきを避ける。

　業を煮やした別の一体が仲間の背中目め掛がけて爪つめを立てる。

　もちろん、ジェーナは口笛で短い節を奏でながら飛び降りて回避する。

　同士討ちで引き裂かれた蟻侠族の背中から、黄色い体液が噴出した。更に攻撃した側の腕を駆かけ上った狼精が喉笛に噛かみつき、即座に消失する。

「たぁりゃああああぁっ！」

　アリンは足下を駆け抜ぬけながら〈流転パンタレイ〉を振り抜く。鋼以上の強度を持つ外殻を、熱と衝しよう撃げきが破壊する。

　切断するのではなく、粉砕。

　焼やけ焦こげた破片からは独特の香こうばしい異臭が立ち上る。

「ギ？」

　アリンに反応して視線を向けた蟻侠族の首に、細い鋼線が絡みつく。逆の死角からジェーナが短剣を放ったのだ。それを利用して相手の背を蹴けり、一気に頭上まで飛び上がる。

「また横取り？」

「手近なところから素早く、とにかく全部仕留めればいいのよ」

「それもそっか」

　ジェーナが敵の眉み間けんに短剣を突き立てるよりも早く〈竜顎ジヨーズ〉に変形した〈流転パンタレイ〉が蟻侠族の臑すねを断ち割り、倒たおれ込む胴の中心に〈竜角ホーン〉の切っ先を叩き込む。

　自分の上にのしかかった蟻侠族の死体を、アリンははね除ける。

　既にジェーナは鋼線を解き、次の標的へと移っていた。

　高い位置を素早く飛び回って幻惑するジェーナと、足下から一いち撃げき必倒の攻撃を繰くり出すアリン。破壊力の方に気を取られれば、油断なく急所を貫く刃やいばが疾はしる。

　常に両方が本命であり互たがいの囮――期せずして絶ぜつ妙みようの連携が生まれていた。

　次々に打ち倒され、蟻侠族は残りは三体。

　首筋に取り付こうとするジェーナを躱かわそうと、一体が身を伏せる。

　その隙にアリンが飛び上がって心臓に剣けんを叩き込む。厚い殻を突き破って、内臓を破壊する。倒れゆくその背を足場に更に跳んだジェーナは、敵の手も届かぬ高さから両手で短剣を投げる。正確な攻撃が左右の目を射貫いた。

　闇やみと痛みにのけぞる敵の太股を、アリンはすれ違ちがいざまの斬撃でへし折る。

　大きく音を立てて倒れた蟻侠族の首筋を、飛び降りたジェーナが既に回収していた短剣を交差させるように切り裂いた。

「最後の一匹は、あたしがもらうからね！」

「戦いはわたしが先輩よ。そう簡単に譲る気はないわ！」

　シュルリュリュリュ！

　同族を次々と倒した恐るべき敵の接近に、最後の蟻侠族が喉のどを鳴らす。

　恐きよう怖ふか。それとも威嚇か。

　傍かたわらに放置されていた破城槌ついの本体を強ごう引いんに架台から引きちぎり、鋼鉄で補強された長大な丸太を放ほうり投げる。

　慣れぬ行動で手が滑ったのか。

　飛んで行く先はアリンたちではなく、遙か後方――ゼルイカの市壁だ。

　速度は投石器以上。

「〈竜舌タング〉！」

　アリンは叫び〈流転パンタレイ〉を振る。

　刀身が鋼線で繋つながった無数の細片、二条の鞭形へと変形した。

〈流転パンタレイ〉で唯ゆい一いつ、遠くまで届く形態。ただし操るのは難しく、力を乗せるのも困難だから今まで使わずにいたのだ。

　ジェーナも短剣を放つ。

　四本の糸が、空中で破城鎚ついを捕とらえる。速度を殺された丸太を、伸びてきた銀色の触手が絡め取り、受け止める。減速された巨大な槌が、地面へと落下する。

「アリン、任せた！」

　ジェーナの短剣は丸太に食い込んですぐには戻せない。だが〈流転パンタレイ〉は既に命令を受けて元の形に復元している。

「わかった！」

〈流転パンタレイ〉を手に、アリンはダッシュする。

　蟻侠兵は残った架台を振り回まわし、アリンへと叩き付ける。

「〈竜息ブレス〉！」

〈竜爪クロウズ〉と同じ形に変形した〈流転パンタレイ〉が、柄の部分から高速で回転する。あたかもロアロが船で使ったスクリューのように。

　アリンの身体から湧わき上あがった力が、渦うず巻まく熱風となって放たれる。

　手にした架台が、焼け焦げながら分解される。蟻侠族自身も風圧で圧倒される。

「はぁああああっ！」

　そのまま〈流転パンタレイ〉をかざしてアリンは突っ込む。

　高速回転する鋸歯が、黒い甲こう殻かくを抉えぐり、削り、粉砕する。

　まるで最初から存在していなかったかのように、最後の蟻侠族が消しよう滅めつした。

　アリンは速度を落とさず、そのまま直進する。

　敵陣に最後まで残っていた司令塔とうに〈竜息ブレス〉モードの〈流転パンタレイ〉が直撃する。

　既に風は放たれていないが、それでも触ふれれば木材を発火させるだけの熱はある。

　急ごしらえの塔は、炎上しながら崩壊した。

「ふぅ……っ！」

　炎と煙の中、アリンは大きく息を継ぐ。

〈竜息ブレス〉の回転と熱風の放射は、一気に力を解放する大おお技わざだ。威力は大きいが、使いどころは最後の一撃にしろとシェバードから念を押されている。

　それでも、やはり放たずにはいられなかった。

　疲労以上に感じるのは、心臓に絡みついてきた鎖くさりを引きちぎったかのような圧あつ倒とう的てきな解放感だった。

　これが――自分だ。

　どんな名前で呼ばれるか。どんな出自か。そんな事は二の次。今の己を全力で揮ふるう感覚。

　自分が生まれた目的や意味など知らない。そんなものはなくてもいい。

　けれど、生きていく理由ならばある。

　今、ここに、ある。

　がらり。

「……う、く……っ！」

　駆け抜けた背後で、燻くすぶった材木が崩れた残ざん骸がいの中から、負傷した男が血を引きずりながら這い出してくる。他の兵士に比べて明らかに高級そうな飾かざりが施ほどこされた鎧姿に、アリンは確信した。

　こいつが指揮官のバルフォアだ。

「アリンもジェーナも離はなれていろ。そいつとの決着は、俺がつける」

　声に振り返かえる。いつの間に壁から下りたのか、シェバードが悠然と歩いてきた。隣となりには、ロアロも一いつ緒しよだ。

「お、お前……シェバードか？」

「お久しぶりです、バルフォア兄けい」

　間近に近寄り、シェバードは敵将を見下ろす。

　その時、残骸の陰から敵兵がふたり飛び出した。

　一緒に塔に乗っていた近衛が、機を伺っていたのだ。

「シェバードっ！」

　アリンが飛び出し、ジェーナも走る。ロアロの触手が追いかける。

　だが、彼女たちのいずれの助けも無意味だった。

　それが届くよりも速く――ふたりの近衛はシェバードに切り伏せられたのだから。

　抜きかけた近衛の剣は刀身を指幅はば二本分を曝さらしたところで止まり、仰あお向むけに倒れる。

　一撃必殺という言葉でさえ足りない。一刀でふたりを絶命させる神速の技。

「……あんた、そんなに強かった訳？」

　アリンが見る限り、グラハムより更に速い。

「グラハム・ワイザー程度の一流ならば珍めずらしくない――そう言ったはずだぞ。実戦はお前たち三人に任せた方が早いから、そうしていただけだ」

　思わず漏らした呟きに、シェバードは背中で答えた。

　島で出会った時の事を思いだす。考えてみれば場慣れと勇気だけでなくしっかり実力もあったからこそ、シドーを刃から救えたのだ。

　アリンだけでなくつき合いの長いジェーナも知らなかったらしく、構えていた短剣を決まり悪そうに鞘さやへと戻もどした。命令無しにシェバードを助けようとしたロアロも、不思議そうな表情を仮面じみた顔に滲にじませながら、銀の熊を元の形に復元する。

「は、はは……変わったな。昔は、剣を手にするのも嫌いやがっていたのに。それに、面構えも随分男らしくなった。多少は以前の面おも影かげも残っているようだが、昔は顔に傷などなかったのにな……」

　引きつった笑えみで、バルフォアはシェバードを見上げる。その表情は、幽霊に出会ったかのように青ざめていた。立ち上がらないのは、倒壊に巻き込まれた際に片足を骨折しているからだ。

「生きるために必要な事ならば、否いや応おうなく身に付けざるを得ません。死の危険に追われながら長年流る浪ろうすれば人相も変わって当然です」

　冷れい淡たんに告げながら、シェバードは左目を縦断する傷を、指先でそっとなぞった。

「シェバード！　お前は何な故ぜ生きている？」

　絶ぜつ叫きようが問う。

「王国連合で高位にあるのなら、兄けいも知っているはず。人魔大戦の直後、国王夫妻と一緒に首を落とされたのが、全く無関係の少年を捕まえて即そく席せきで仕立てた影武者であり、俺自身は僅わずかな近習に助けられて落ち延びたという事を」

「ああ、そうだ！　だが、その後も王国連合は密かにお前を捜し続けた！　そして五年前に見つけ出し、確かに始末したはずだ！」

「あ……」

　アリンはようやく思い当たる。シェバードの素す性じようについて、本人の言葉をそのまま信じて深く追及していなかった事を。考えてみれば、一族処しよ刑けいされた王家の後継者がそのまま生きていられるはずがない。

「一度殺した者が生きていたのです。二度目があっても不思議ではないでしょう」

　冷たく言い放ち、シェバードは血に濡れた切っ先をバルフォアに向ける。

「兄けいには死んでいただきます。恐怖を刻み込まれた兵卒ならともかく、再起を企む武人を解放するのは危険ですから」

「ま、待て！　シェバード！　ランデルワース再興のためならば、俺も協力できる！」

　バルフォアは跪ひざまずいたまま、片手を挙げて叫んだ。

「確かに俺の父や他の国の王は魔皇帝に膝ひざを屈している。だが、俺の世代――連合が統一されてから地位を得た中には魔皇帝を討って人間の尊厳を取り戻し、逆に魔大陸を征服しようと考えている同志もいる！」

　その言葉に、ジェーナが無言のまま眉まゆ根ねを寄せた。

「いずれランデルワース王国を取り戻す事も可能だ！　俺ならばお前を同志に紹しよう介かい出来る！　内と外、両面から現在の腐くさった権力者どもを駆逐するんだ！」

　祖国奪還――それが叶うのなら、この提案を飲むのではないか。

　不安に駆られて、アリンはシェバードの顔を振り返る。

　彼の口くち唇びるには、笑みが浮うかんでいた。

「なるほど。連合内での返り咲きが不可能だから、そういう姑息な抜け道を見いだしたという訳ですか。ですが、兄けいには見えていない」

　相手を見下した冷れい笑しようが、不意に柔らかく、誇らしげに溶とけた。

「俺は、魔族と一緒に戦っているんです。兄けいのように無む理り矢や理り押おしつけられた戦力としてではなく、命を預け合う仲間として。どうして魔族を蔑べつ視しし、魔大陸を征服しようと考えているような連中と手を組めますか？　魔皇帝は討うつ。障害として立ちはだかるのならば人でも魔族でも容赦なく倒す。それだけです。魔大陸を支配する気も、ランデルワースを取り戻す気もない」

「祖国奪還では……ないだと？」

　バルフォアが口にした疑問を、アリンも共有していた。

　これもはっきり確かめずに、何となくそれが当然だと思い込んでいたのだ。

「ならば、貴様は何のために挑む！　たった三人だけを率いて、この無謀な戦争を！」

「失われた――奪うばわれた、かけがえのないもののために！」

　剣が翻る。刃に、新たな赤が汚よごれとして加わった。

　シェバードが、アリンたちに振り返る。

　穏やかさと冷たさが入り交じった、不思議な笑み。

　あなた、本当は何者？

　目的は何なの？

　出かかった問いかけを、アリンは口くち唇びるを結んで封ふうじた。

　シェバードに隠かくし事があるのは確かだ。それでも、アリンは忘れない。彼がシドーのために危険の中に飛び込んだ事を。アリンが自ら決断するまで待っていた事を。

　だから、アリンも待つ。

　戦う理由を自ら語ってくれるまで。

　奪われた何かが根源だというのなら、ジェーナと同じだ。そして威狼族の狼精が死してなおジェーナの力であるように、彼が失ったものもきっと彼の力なのだろう。

　その力は多分――今日を戦い抜き、明日をつかみ取るために在る。







エピローグ







　ゼルイカ攻防戦から五日後――四人は峠越ごえの街かい道どうを歩いていた。

「てっきりあの街で、王国連合と戦うんだと思ってたのになぁ」

　欠伸混じりに、アリンは呟いた。

　ありったけの活力をぶちまけるような戦いの後だ。疲労はあるものの、身体はすこぶる好調だ。手足の関節に凝こごっていた澱おりが全部剥はがれ落ち、流されていったような感覚のおかげで、足取りも軽い。

　さすがに力を使いすぎたのか。戦いの直後にフランジェリーネの家で三人前の食事を平らげたが慢性的な空腹感は続き、今もシェバードが作った詰め物入りの揚あげパンを囓かじっている。

「ん？　美味おいしい！　これ、この間のとは違うよね？」

「貝の干した奴が手に入ったからな。肉とは味付けを変えてある」

　ああ、そうか――答える口ももどかしく、アリンは揚げパンをかじり続ける。これはきっとギース島で採れた貝。懐なつかしい故郷の味だ。ゼルイカで戦った事は、ギース島を守る事と確かに結びついている。

「わたしも同感です、我わが主。わたしたちがいくら強くても、やはり数の優位というものがあります。単に戦うだけでなく、取引の盛んなゼルイカを足場にすれば食料や装備などでは困らずに済むでしょうに」

　アリンは単にまだ旅暮らしに不慣れだから定住したいだけだが、ジェーナは今後の展望も考えた上で同じ意見のようだ。

　事実、フランジェリーネからも提案はあったのだ。このまま留とどまり、王国連合に抵抗するために力添えしてほしい。望むなら然るべき地位や待遇も用意すると。

　しかしシェバードはそれを固辞し、防備として傭よう兵へいを集めるよう勧めて自分たちは旅を続けると宣言したのだ。

「ね、ロアロはどう思うのさ？」

「判断拒きよ否ひ。ロアロはシェバードの意向に従います。提案はありません」

　もうひとりにも一応尋ねてみたが、やはり何の意見もないようだ。

「留まれば、守る事を期待される」

　先頭を歩くシェバードは、振り返りもせずに答えた。

　腰こしには、白い指揮杖。また必要になった時に調達するのも面めん倒どうだし、結局剣と両方持ち歩く事にしたのだ。一応は鞘に収めてあるから、知らぬ者は二刀流の使い手と勘かん違ちがいしそうな装備だ。

「お前たちは強い。だが、たった三人だ。攻撃では有利でも、防衛戦では万全とは言いがたい。例えば街全体を包囲されたら？　あるいは洋上から軍船で攻撃されたら？」

　多数の狼精を使役しても、触しよく手しゆを長く伸のばしても、対応困難な局面はいくらでもある。

「俺たちは所しよ詮せん余よ所そ者もの、異端者だ。勝利した時にどれほど感謝し、事前にどんな約束を交かわしたとしても、防御に失敗して実害が出ればいとも容易たやすく恨うらみの対象となるだろうな。だったらそんな立場に縛られるより、神出鬼没の奇き襲しゆうや強きよう襲しゆうを仕し掛かけた方がいい。その方がお前たちの性分に合うだろう？　特にアリンは」

「まあ、そうだね。相手が攻めてくるのをじっと待ってるのってもどかしいし、こっちから動いて状じよう況きよう変えられるなら、そっちの方がいいよね」

「わたしは、我が主に従うだけです。己おのれの領域の外で攻め、戦うというのが威い狼ろう族ぞく本来のあり方とはかけ離れたものですから。これからは、新しい生き方に一層馴な染じみ、少しでも主の助けになればと……そう思っています」

「意味不明。ロアロの判断および行動の基準に『性分』という要素は反映されません」

「……性分や気分は置いてもたった四人、しかし比類ない戦闘力があるという事を十二分に活用するなら、一か所に留まらずに攻める方が効果的なのは間ま違ちがいない」

　少人数なら街から街へ移動しても人目に付きにくく、足取りを辿たどられにくい利点がある。大部隊と違い道無き山を越える事も、森に身を潜める事も可能だ。神出鬼没に徹すれば、敵は戦力を集中して待ち構えるのも難しく、常に広域で警けい戒かいし続ける負担を強いられる。

「バルフォアがこちらの誘さそいに乗って大軍勢を動員し、しかも大量の脱走兵が出ているからクレモン県を立て直すのには時間がかかる。王国連合としても新しい県令を送り込まなければならないが、この有様ではなり手を探すのも手間取るだろうしな。その間に、俺たちは余よ裕ゆうを持って次の手を打てる」

　それだけではない。シェバードはフランジェリーネにも策を授けていた。集めた傭兵はゼルイカを守るだけでなく、周辺街道の治安維い持じなどにも当てろと。

　脱走兵が野盗になる恐おそれもあるし、交通の安全が確保されなければ商業都市が真っ先に干上がってしまう。王国連合としても混乱や経済衰退は望まないし、あくまで今回の件は『私欲に憑つかれ、権力を濫用したバルフォアの個人的な暴発』というあたりで話を収めようとする。そうすれば県令不在の空白時に平和を守ったゼルイカの立場は強まり、王国連合に貸しを作った形になるのだ。

　バルフォア本人が生き残っていれば、全すべての責任は彼かれのものとなり、失策を追及する事で王国連合上層部も団結するだろうが、死んだ者の尻しりぬぐいの押おし付け合いが始まれば次の手を打つのも遅れる。

「そこまでお考えだったとは……さすがです、我が主」

　ジェーナが感心して頭を垂れる。

　ここまで説明されるとアリンにも理解出来る。要は、他の議員がフランジェリーネに責任を押しつけようとしたのと同じやり方だ。責任逃れしやすい道筋を指し示してやれば、簡単にそちらへ誘導する事が可能になる。

「俺はあくまで王国連合と魔皇帝を叩き潰つぶすだけ。祖国再興は望まん。その後の世界は、フランジェリーネのような連中が真ま面じ目めに考えて作り直せばいいさ。そのためにも、彼女には理想に相応ふさわしい影えい響きよう力を育てて欲ほしいからな」

　どこか照れくさそうに、シェバードは空を見上げる。

「あのさ」

　同じように空を見上げた弾はずみに、アリンは思いつきを口にする。

「シェバードもジェーナも、もう元の家族とかないんだったら、全部片付いたら一緒に島に帰ろうよ！」

「……帰る、だと？」

　普ふ段だんは万ばん事じを見切ったような態度を取るシェバードが、珍しく怪け訝げんな表情を浮かべる。

「そ。あたしにだけ帰る場所があるっていうなら、あたしの故郷にみんなを迎むかえてあげる。そんでもって、このままずっと仲間でいようよ。元に戻るのが無理なら、今から新しくやり直す――ううん、始めればいいんじゃない？」

　既すでに失われたものは戻らない。

　けれど、新たな一歩をこれから記すのは、きっと難しくない。

　この空は、ギース島にも魔ま大陸にも続いている。

「まあ元々あたしは七面倒くさい事考えるのは苦手だからさ。目の前の戦いで全力を尽くして、その後の事はまたその時って事でさ。取りあえず、選せん択たく肢しのひとつくらいには入れといてよ」

　表向きはそれでいい。

「で、次はどこへ行くの？」

「お前たちは黙だまって俺についてくればいい。またふさわしい戦場を与あたえてやるさ。今は、どちらを向いても敵ばかりなんだからな」

　輝かがやく太陽を見上げ、シェバードは目を細めた。

（終）
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あとがき







　皆様、お久しぶりでございます。

　前作から結構間が空いてしまいましたのは、本作が結構な難なん産ざんだったからでして。

　最初に考えたプロットや設定が、たまたま私が知らなかった某ぼうゲームにそっくりだったのを担当のＮ女じよ史しから指摘されてまるっきり使えなくなり（あのまま出していたら、多分パクリ呼ばわりされてましたね）、しかしそこでポキンと折れてしまっては、この業界で生きていく事は出来ません。

　だったらこの要よう素そだけを活いかして、使えないガジェットの代わりにこういう要素を盛り込んで、ヒロインの数を増やして……と、その場即そつ興きようででっち上げたアイディアが本作の元になっています。

　そのチェックを別にしても、本作は今まで以上にＮ女史との二人三脚で作り上げたという実感があります。

　小説家が「物語を作るプロ」であるのと同様、編集者というのは「小説を売るプロ」であると、私は考えています。その意味で、作家個人では及およばない発想やリサーチの不足をいい感じで補おぎなってもらえたのではないかなぁと。

　もちろんただＮ女史の意見を取り入れたのではなく、その意見や分析を自分の趣味とすり合わせる作業の繰り返しでした。

　一例を挙げればアリンの戦せん闘とうスタイルやロアロのギミックなど、当初は作者の趣しゆ味みに走った全く違うものでした。それに対してＮ女史の方から「これだとちょっと読者が退くので」と別なアイディアが提出されました。その意見をそのまま取り入れるのではなく、さらに演出の幅が出るよう、あるいは見た目のインパクトがあるようにひと工夫して……というように何度も往復運動を重ねたのです。

　ある意味で本作を象しよう徴ちようする事実は『タイトルを決めるためだけに、一時間近く打ち合わせをした』という事実でしょう。ホビージャパンの会議室でふたりきりで顔を突き合わせ、お互いにスマホの辞書アプリを起動していろんな単語の英訳をチェックしたり、助詞を『の』にするか『と』にするかと激げき論ろんを戦わせたりしたのです。

　まあ、実のところはタイトル決定の締め切り日まで決まらなかったのでやむなく……というところだったりするのですが。

　製作過程はどうあれ、読者の皆様には「強いヒロインとそれを率ひきいる主人公が大おお暴あばれする娯ご楽らく活かつ劇げき」として楽しんでいただければ幸いです。

　最後になりましたが、作者からの面めん倒どうな注文に応え、素す晴ばらしいイラストを描いてくださった朱あかさま、ありがとうございます。

　また、本作の印刷・製本・流通に関わった数多くの方々にも感謝を。

　そして何より、手にとってくださった貴方に最大の謝しや辞じを贈ります。

　機会がありましたら、次の本でまたお会いしましょう。







二〇一三年　五月末　　葛か西さい伸しん哉や
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

葛西伸哉先生／朱先生
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